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レンタルマギカ


魔法使いVSと錬金術師！









三田　誠











角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




　──ところでこの生命を吹ふき込むという考え方は錬れん金きん術じゆつ全体に一いつ貫かんして通じている観念である。（中略）錬金術は右のようなことを考えにいれ、たえず石の生命、金属の霊れい魂こんについて語る。




　（『錬金術　タロットと愚ぐ者しやの旅』Ｒ・ベルヌーリ著　種村季弘訳論）
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　イラスト／ｐａｋｏ






序章










　漆しつ黒こくのドレスが、薄うす闇やみに翻ひるがえった。


　生き地じに銀糸で縫ぬい取られた、いくつもの紋もん様ようを残像させ──アディリシア・レン・メイザースは館やかたの廊ろう下かを逃にげていた。


　フランス首都、パリの郊こう外がい。


　革命歴七月テルミドールの熱い夜。


　西洋屋や敷しきの最上階をつなぐ、ひどく静かな、寂さびしい廊下だった。


　少女の呼吸と足音以外、あらゆる音が絶えていた。飛び飛びに据すえられた古風なランプも、走る少女の影かげしかとらえていない。間ま違ちがいなく、館にはアディリシア以外の人間は存在しなかった。


　なのに、追われていると、アディリシアは確信していたのだ。


（少し甘かったかしらね……ホナミに笑われますわ……）


　滅めつ多たにない後こう悔かいが、思考に混じる。


　明らかに、前準備が足りなかった。


　日本の事件でほとんどの装備と呪物フエテイシユを使い果たしていたのに、あの名前を見つけただけで、つい飛び出してしまったのである。


（……ツカサ・イバ）


　かつて、『業界』を席せつ巻けんした伝説の名。


　魔ま法ほうを使わぬ魔法使い。魔術結社〈アストラル〉の先代首領。極東の僻へき地ちに住みながら、〈協会〉さえ一目置く人材を集め──七年前に失しつ踪そうした男。


　そして、もうひとつ。


　今のアディリシアには、特別な意味があった。


（イツキに……伝えないと）


　その刹せつ那な。


　美しい横顔を歪ゆがませ、金きん髪ぱつの少女はきっと振ふり返った。


「えぇい、しつこい……っ！」


　胸のペンダント──ソロモンの五ご芒ぼう星せいをつかむ。


　その五芒星を掲かかげ、こう呟つぶやきながら、手近な窓へと体当たりしたのだ。


「O THOU wicked and disobedient spirit N, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」


　最上階の廊下、空中十数メートルからの落下に金髪をたなびかせ、アディリシアはもう一度誇ほこり高く叫さけんだ。


「──来たれフォルネウス！　二十九の軍団を支配する侯こう爵しやく！」


　ごおっ！


　風が吼ほえた。霊エーテル体で待機していた魔神が、実体を持ったことで空気を押しのけたのである。


　空中に巨きよ大だいなギンザメフオルネウスが顕あらわれ、そのひらべったい背に着地しながら、アディリシアは続けて魔神の名を呼ばわった。


（せめて、あれが来る前に、手持ちの魔神だけでもっ……）


「──来たれボーティス！　六十の軍団を支配する叡えい智ちある伯はく爵しやく！」


「──来たれバシム！　三十の軍団を支配する力強き侯爵！」


　だが。


　残る魔神たちが、顕けん現げんすることはなかった。


　再び風が唸うなり、魔神が実体化する寸前に、ぶつんとアディリシアと魔神たちをつなぐ糸パスが断たち切られたのだ。


「あっ……」


　魔術の反動で、右手の甲こうが裂さける。噴ふき出る血を押さえながら、アディリシアは悲鳴を呑のみ込んだ。


（実体化マテリアライズに……失敗した……っ！）


　激痛をこらえ、歯は嚙がみする。


　実体化マテリアライズしたものはともかく、霊エーテル体のままの魔神は、純じゆん粋すいな呪じゆ力りよくの結けつ晶しようである。


　だからこそ、霊エーテル体から実体への置換は、極度に繊せん細さいな作業だ。よほど熟達した術者でも、三体連続で喚かん起きするなど考えがたい。


　──それでも、アディリシアが失敗するはずはなかった。


（やっぱり、ここは……）


　少女が地表を見下ろした。


　広大な庭に、石の壁かべがうねくっていた。


　まるで蛇へびのごとく、迷めい宮きゆうのごとく、積み重なった石が大地を分断している。どこかプラハの街にも似た──庭の体てい裁さいをとった堅けん固ごな結界。主あるじ以外のすべての呪力を拒こばみ、攪かく乱らんする、魔法使いの砦とりで。


　その玄げん関かんに、人影が立っていた。


「お帰りにはまだ早いのではないかな？　アディリシア・レン・メイザース──ヨーロッパに冠かんたる魔術結社〈ゲーティア〉の首領」


　屋敷から漏もれる明かりに、白銀の懐かい中ちゆう時計と、鮮あざやかな赤せき髪はつが燃えていた。


　二メートル近い長身──もはや巨きよ身しんともいうべき肉体を、純白のインバネスで覆おおっている。鷲わし鼻ばなの上には、異様にぎらぎらと光るふたつの碧へき眼がんが収まっていた。


　年ねん齢れいは、二十代後半か。


　岩のような猪い首くびを傾かしげ、男は空中のアディリシアへ声をかけた。


「はるばる我が工こう房ぼうまで来られて、手て土産みやげもなしとはいくまい。ぜひとも、饗きよう応おうを受けていただきたい」


「あら、勿もつ体たい無いですわね」


　優ゆう雅がな微び笑しようを絶やさず、アディリシアが受ける。


「私こそ、こんなところに工房をつくっているとは思いませんでしたわ。──あのツカサ・イバの一番弟で子したる錬れん金きん術じゆつ師し、ユーダイクス・トロイデが」


　ユーダイクスは、身じろぎもしなかった。


「ふむ」


　瞳ひとみが細まる。ぎらついた視線が収束し、少女の胸を貫つらぬく。


「この世界も、昨今は興こう廃はいが激しい。我が師の名も風化しつつあると思っていたが──なぜいまさら、あなたが気にする？」


（──食いつきましたわね）


　手て応ごたえを感じつつ、アディリシアは自分の手札を確かく認にんしていた。


　このわずかな会話の間に、何ができるか。


　ギンザメフオルネウスに攻こう撃げきを仕し掛かけさせるか？──否いな。失敗したとき、逃とう走そう手段もなくなる。


　ふたたび糸パスを通し、二柱の魔ま神じんを実体化マテリアライズさせるか？──否。一度しくじった魔術など、種の割れた手品と同じだ。


　ならば──


「どうなさった？」


「いいえ。──気にする理由など不要でしょう？　仮にも魔法使いたるもの、時間や距きよ離りになど惑まどわされていては一流とはいえませんわ。その相手が真に力ある対象であれば、惹ひかれるのは理性や欲望など飛び越こえた本能というものです」


「ほう、そうか」


　ユーダイクスが、懐中時計を見て笑った。


「……何か？」


「では、先月──千百二十五時間と三十六分前の日本で、〈アストラル〉の二代目と貴方あなたが同じ事件にあたったというのは、ただの偶ぐう然ぜんとおっしゃるのだな」


　その瞬しゆん間かん、アディリシアは沸ふつ騰とうした。


　脳のう裏りに走ったのは、真っ黒な眼帯をした──その眼帯がまるで似合わない、ある少年社長の顔だった。


　そして、それとは別の、絶対的な予感がアディリシアを衝つき動かしたのだ。


　──この男と、あの少年いつきを出会わせてはいけない！


「来たれエリゴール！　六十の軍団を治める、堅固なる騎き士し！」


　男の足元が、いきなり弾はじけた。


　地じ盤ばんを砕くだき、刹せつ那なで実体化マテリアライズしたるは、雄お々おしき槍やりを掲かかげた鋼の騎士エリゴール。


　わざと顕けん現げんさせず、屋や敷しきに侵しん入にゆうする前から地中へ隠かくれさせていた、アディリシアの切り札たる魔神だった。


「エリゴール！」


　叫さけびが、そのまま命令コマンドとなる。


　斜ななめ下から猛もう然ぜんと槍が突つき出され、一直線に男の心臓へ駆かけ抜ぬける。


「──それなりだな」


　貫かれる寸前、ユーダイクスは何かを振ふった。


　フラスコだった。


　インバネスの内側から取り出した、小さな曇くもったフラスコが、豪ごう槍そうの先せん端たんで砕け散ったのである。


　異変は、すぐに起こった。


　コンマ数秒にも満たぬ時間、男のインバネスへ槍が突き刺ささるまでのわずか数十センチの距離。その隙すき間まを埋うめることもできずに、槍が──





　溶とけた。





「…………エリゴールっ?!」


　アディリシアが、目を見張った。


　その前で、文字通り、騎士は溶けていったのだ。


　槍がぐずぐずな液状へと変質し、


　鎧よろいがとろけ、


　腕うでの肉がこそげ、


　眼球がどろりと落ちて、


　すべて、すべて、とろけてこそげて落ちてばらばらになって──どうしようもなく溶けていった。


「万物融解剤アルカヘストといえばご存じか。第一資料をつくるための、膨ぼう大だいな系統樹の副産物のひとつにすぎんがね」


　虹にじ色いろの水たまりと化した魔神を見下ろし、ユーダイクスがつまらなそうに吐と息いきをこぼした。


「今のが奥の手だったなら、いささか冴さえぬなソロモンの末裔すえ。まだ手札は残っているか？」


「…………」


（……駄だ目めですわ）


　その挑ちよう発はつに、アディリシアは必死で耐たえた。


　ドレスの胸むな元もとを押さえ、屈くつ辱じよくに唇くちびるを白く染めながら、それでもフォルネウスへ逃とう走そうを促うながす契けい機きをはかっていた。


　ぴん、と夜気に緊きん張ちよう感かんが張り詰つめる。


　どちらも、動かない。


　常人だとショック死しかねない、呪じゆ力りよくさえこもった対たい峙じ。それを楽しむように、男の唇がゆるりとほころんだ。


「なるほど。なかなか賢けん明めいだ。……だがソロモンの姫ひめ。たった今、あれが来たぞ」


　懐かい中ちゆう時計の蓋ふたを閉じ、ユーダイクスの腕があがった。


　一点を指差す。さきほど、アディリシアが体当たりで破った窓だった。


　途と端たん、少女の肩かたが震ふるえた。


「あ……っ」


　その壊こわれた窓から、影かげが覗のぞいていたのだ。


　夜風の舞まい込む廊ろう下かへ、小さくわだかまった影。それを見ただけで、アディリシアは硬こう直ちよくした。


　──そう。


　ユーダイクスではなかった。


　アディリシアが逃にげ惑まどっていた理由は、たった今騎士エリゴールを溶よう解かいさせた、この錬金術師ユーダイクスではなかったのだ。


　それは──


（ホナミ……イツキ……っ）


　一いつ瞬しゆんだけその名に思いをめぐらせ、アディリシアがフォルネウスへ逃走の命令を下しかける。


　だが、影の動きはそれより速かった。


　屋敷の窓から、夜空へと一気に跳ちよう躍やくし、少女とギンザメを包み込む。


　同時に、魔的な衝しよう撃げきがアディリシアの芯しんまで揺ゆさぶった。


「────っ！」


　視界が暗くなる。


　意識が断絶する。


　だが、無に落ちていく自分を感じながら、最後まで少女は悲鳴ひとつあげなかった。





　──あるいはその誇ほこり高さゆえ、最後まで、悲鳴ひとつあげることさえ……できなかった。
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〈ＤＥＡＲ　イツキ


　この手紙が着く頃ころには、もう夏休みでしょうね。


　終業式ぐらいは出席したかったのですけれど、忌いま々いましい〈協会〉の手続きでそうもいかなさそうです。書類、書類、書類、書類、書類、書類。〈協会〉がお役所仕事だとは知ってましたが、これほどとは！


　それはまあ……前回の〈夜〉も入札もイレギュラーでしたから面めん倒どうなのは分かりますけれど、あの手続きの遅おそさは怠たい慢まんすぎです！　〈ゲーティア〉の首領として、巨きよ大だいすぎる組織がいかに腐ふ敗はいするかの教訓とさせていただきます。


　とりあえず、前回の件で〈協会〉ににらまれたものは、おおよそ片付きましたので報告まで。あの強ごう欲よくな猫ねこ馬ば鹿か陰おん陽みよう師じにも伝えておいてくださいませ。


　──それと、もうひとつ。


　イツキに伝えておくことがあります。


〈協会〉の支部をたらいまわしにされたおかげで、今私はパリにいます。日本の夏は蒸むし暑いそうですし、快適なフランスで過ごせること自体は歓かん迎げいですけどね。そのついでに、〈協会〉の書庫で調べ物をしている際、あなたとも関係のある名前を見つけたのです。


　それは……


　……いえ、今はよしましょう。


　来週には日本へ戻もどれるかと思いますので、そのときはっきりしたことを伝えます。それまでに、イツキは少しなりとも修しゆ行ぎようをすすめておいてくださいませ。どうせ才能のないあなたのことですから、ろくに魔ま法ほうの勉強も進んでないでしょう？　ホナミひとりでは手に余るでしょうし、なんでしたら……帰国した後なら、少しぐらい私がつきあってもかまいませんわ。ええ、まあもちろん、私なりの報ほう酬しゆうはいただきますけれどね。


　では、よい魔法を。




Adilisia＝lenn＝Mathersアデイリシア・レン・メイザース〉











「──アディリシアさんだなあ」


　朝、事務所玄げん関かんの郵便箱前。


　眠ねむそうに小さなあくびをした後、伊い庭ばいつきは思わず苦く笑しようした。


　年よりも、少し幼く見える少年だった。柔やわらかい黒くろ髪かみを短く切っており、大人しそうな顔の右目には、海かい賊ぞくのような黒い眼帯をしている。だけど、この少年がすると、そんな眼帯もどこかユーモラスな雰ふん囲い気きに変わるのだった。


「よい魔法を、だもんね」


　もう一度、手紙を見下ろす。


　署名の末まつ尾びに、鷲獅子グリフオンと魔法円を象かたどった印章が輝かがやいていた。朱しゆ肉にくではなく、封ふう筒とうと同じ、蠟ろうで押された印章だ。便びん箋せん自体にも淡あわい薔ば薇らの透すかしと、かすかな花の香かおりがついている。


　なんとなく、その手紙の向こう側に、「読みたいなら勝手にお読みなさいな」とでも言うような──つんとすました送り主アデイリシアの姿が見えた気がして、いつきはそっと眼帯を撫なで、それから手紙をポケットへしまった。


（…………）


　ひとつ、深呼吸。


　気持ちを、切り替かえる。


「……さ、さあ、逃にげなきゃ……」


　ゆるんだ表情を引き締しめ、自分に言い聞かせた。


　──思いがけない手紙に気をとられたけれど、作戦ミツシヨンは始まったばかりなのである。


「…………」


　呼吸を殺し、玄関の扉へ背をつけた。古めかしい木の肌はだ触ざわりを感じながら、そうっとノブに触ふれる。


　爽さわやかな夏の陽光ひが、瞼まぶたを差した。


（ああ、夏休みなんだ）


　その朝日を見て、いつきはやっと納なつ得とくした。さっきの手紙にも書いてあったのに、いまだ実感がなかったのだ。


　そう、夏休みなんだから遊ばなきゃならない。海も山もまだ行っていないし、例年山やま田だたちとひらく徹てつ夜やのゲーム合宿だって、義妹いもうとの勇ゆう花かとカリフォルニアへ釣つりに行く約束だってまだ果たしてない。


　無論、やるべきなのだ。


　これはもう至上命題といってもいいはずだった。


　どこかで、みーんみーんとセミの声が聞こえる。〈アストラル〉の事務所は、何かの間ま違ちがいみたいにビルとビルとの間に建てられた洋館だが、比ひ較かく的てき緑は多い。というか、いろんな事情のもと打ち捨てられた空き地を、勝手に庭扱あつかいしているのである。


　そんな灌かん木ぼくのひとつに、隠かくれこむ。


　きょろきょろと周囲を見回す。


　よし、大だい丈じよう夫ぶ。


　右目も痛くない。


　以前は、ここでつかまった。一いつ瞬しゆんの油断とともに魔ま女じよに発見され、問答無用で事務所へ押し戻されたのだ。


　あれから一週間。いつきも脱だつ出しゆつの計画は練りに練った。軟なん禁きん状態の中、窓から見える景色やインターネットによって地理を調べ上げ、社員全員のスケジュールから監かん視しの甘い時間を突つき止めた。呪的警報マジツク・アラームについては右目を使い、効果範はん囲いを確かく認にん済みである。


（今度こそ……っ）


　決意と期待に胸を焦こがし、いつきは抜ぬき足差し足ビルの谷間を歩き出した。なにしろ、あの魔犬オルトロスもまだ居座っているのである。うっかり起こしてしまえば、元の木もく阿あ弥みだ。


　一歩ずつ、確実に歩を進める。


　その一歩ごとに、夏休みが近づいてくる。


（もう少し……）


　たらり、と冷や汗あせが流れた。その冷や汗さえいとおしい。


（もう少し……）


　大通りまで十メートル……八メートル……六メートル……


（もうちょっと……）


「──いつきくん？　どうしたの？」


　眼帯を透かして、右目だけが視た。





　前方のビルの壁かべから、にゅるり、と女の子の顔が生えたのだ。





「うわあああああああああああああああああああああああああああああっ」


　大声をあげて、いつきが後方へすっころぶ。アスファルトに思い切り尻しり餅もちをつき、間かん髪はつ容いれず尾びてい骨の痛みに跳はね上がった。


「あいっ、たたたたたた──！」


「い、いつきくんっ？」


　苦く悶もんする少年に、少女が壁をすり抜けて駆かけ寄る。


　長い髪の少女だった。


　年の頃ころは十四か五。くりくりした瞳ひとみと潑はつ剌らつとした雰囲気が印象的な──クラスにひとりはいて、その子がいるだけで皆みながどこか和なごんでしまうような、そんな女の子だった。


　ただし、その女の子の場合、身体からだ中が半はん透とう明めいにすけてしまっているのだけど。


「く、黒くろ羽はさん……」


「ご、ごめんなさい。いまさらそんなに驚おどろくと思わなかったし……」


　ちょっと拗すねた声で、幽ゆう霊れい少女──黒羽まなみが頭をさげる。


「い、いや、その、ば、場合が場合で……」


「場合？」


「う、うん。その、あの、いろいろと」


　痛みをこらえ、青い顔でばたばたと両手を振ふった。なんとしてでも誤ご魔ま化かさなければならなかった。


　黒羽は『敵』ではない。


　むしろ、この事務所では唯ゆい一いつの、完全な味方といってもいい。ほかの社員と違って、いつきが社長になった後に自らスカウトした見習いなのだ。自分を見つけたのが彼女だったのは不幸中の幸いともいえた。


「いつきくん？」


「あ、えっと……」


　脳を猛もう回転させながら、いつきはぎこちなくうなずく。彼女なら、事情を話せば、あるいは分かってくれるかもしれない。


「実は……」


　──と。


「しゃ～ちょ～う、どうしたんですか～？」
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　いきなり、冷たい手が、むんずといつきの肩かたをつかまえたのである。


「…………っ！」


　ぐい、と引っ張られた。視界がくるりと回る。半回転する。


　気がつくと、目の前で、青年が扇せん子すを広げていた。


　平安風の羽織に身を包み、肩や頭や懐ふところに猫ねこを抱かかえた、いぶし銀の髪かみの青年である。


「ね……猫ねこ屋や敷しきさん……！」


「いやあ、朝っぱらから散歩かなーと思ってたんですけど、なんだか様子がおかしかったので。まだ検査も終わってませんけど、どうしたんですか社長？」


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃ」


「にぃ～あ」


　ちょうど四匹ひき、黒、白、ぶち、三毛の猫たちが賛同するように鳴く。


「ああああ、今日もよい鳴き声ですねー。三千世界に響ひびき渡わたりますねー。祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘かねの声も真っ青、五十六億年の彼方かなたで弥み勒ろく菩ぼ薩さつも御ご清せい聴ちようあれ。声といい、肉球といい、毛なみといい、猫とはかくもはずれざりけり。なんと素す晴ばらしきかなこの大霊れい長ちよう！」


　うっとりと讃さん美びする猫屋敷蓮れんに、我にかえったいつきが反論した。


「て……それより、もう検査はいいでしょっ？　だ、だってもう三日前から徹てつ夜やで泊とまり込んでやってるじゃないですか！」


「なに言ってるんですか社長。やーっと倉庫から器具を出してきたんですから、この機会に全部すませておかないと。せっかくの夏休みが無む駄だになっちゃうでしょ？」


　それは違ちがうと絶ぜつ叫きようしたかった。


　夏休みはそういうものじゃないだろう。


　なんというか、もっと自由で、もっと楽しいはずのものだろう。特に、高校一年生の夏休みといえば……


「……あれ？」


「──あ、猫屋敷さん、いたーっ」


　今度は屋敷から、もうひとりてけてけと、真っ赤なランドセルを背負った女の子が走ってきたのだ。


「みかんちゃん？」


　ランドセルの通り、年ねん齢れいは八歳になるかどうか。


　しかも、身体にあわせてアレンジはされているものの、襅ちはやと緋ひ袴ばかまの紅白拵ごしらえは──まぎれもない巫女みこ装しよう束ぞくである。


「猫屋敷さん！」


　その袖そでをぶんぶん振り回しながら、葛かつら城ぎみかんは青年を名指しした。


「は？　私なんですか？」


「そう！　猫屋敷さん、あたしの庭に白びやつ虎こと青せい龍りゆういれたでしょうっ！」


「へ？　その……そうだったんですか？」


　猫屋敷があわてて懐を見やる。


　すると、頰ほおをふくらませたみかんから逃にげるように、猫たちの二匹──白猫とぶち猫が羽織の内側へひっこんだのだ。


「あ、こら、白虎、青龍」


「に、にゃあ」


「うにゃ～」


　あからさまに弱々しい声をあげ、二匹の猫がうなだれる。


「もう。あたし、朝顔の自由研究してるから、白虎と青龍を花か壇だんにいれないでって言ったでしょ。鉢はち植うえがぽんぽんひっくり返されてるんだもんっ。飼い主だったらちゃんと言うこと聞かせなきゃだめ！」


　腰こしに手をあてて、みかんが説教した。夏休みなのにランドセルを背負っているのは、その自由研究のためだったらしい。


　ついで、いつきの方を向き、


「あ、お兄ちゃん社長、おはよっ。ねえ、お兄ちゃん社長からもなんか言ってやってよ！」


「う、うん。その、そうだね……」


　あははは、と乾かわいた笑いをいつきは漏もらした。


（…………）


　納なつ得とくのいかないみかんがもう一度猫屋敷へ振ふり返ったのを見計らい、じわじわとビルの壁かべにそって後じさりする。


　この期ごに及およんで、いつきは脱だつ出しゆつを諦あきらめていなかったのである。


　まだいける。夏休みは消えてない。


　悲ひ壮そうな思いを胸に、こっそり足を踏ふみ出して──黒羽と目があった。


「あ……！」


「あ」


　口を小さく開けた後、こくり、と黒羽はうなずいた。


（いいよ、今のうちに……）


　淡あわい唇くちびるが、そう動いた。一連の流れでいつきの意図を察してくれたのか、こっそり道を開けてくれている。


（あ、ありがとう……！）


　胸の中で、涙なみだを流して感謝する。今度こそ、夏休みを。


　走り出す。


　刹せつ那な。


　眼帯の下で、いつきの右目がぐりんとよじれた。


「──いっ?!」


「力の円えん錐すいのもと、我は乞こう。すなわち風とヤドリギの加護をもて、南西の災わざわいを阻はばめ」


　朝の空気に響ひびく、力ある言葉スペル。


　同時に、何かが路地裏を斜ななめに断たち割った。


　足元で、アスファルトが砕くだけた。真横にひびを走らせ、いつきの行く手を遮さえぎる。


　濛もう々もうと粉ふん塵じんがたち、やがて消えたその中心に、ごく可愛かわいらしいヤドリギの矢が生えていた。


「……あ、あ、あ」


　絶望とともに、いつきは空を見上げた。


　この呪じゆ力りよくの波形は、嫌いやというほど視知っていた。というより、この魔ま女じよが留守にしているからこそ、今朝を脱出の決行日としたのに。


「──朝から騒さわがしいけど、どうかしたん？」


　悠ゆう々ゆうと、箒ほうきが空に浮ういていた。


　オガム文字の刻まれた柄えに横座りし、栗くり色いろのセミショートは朝風に揺ゆれている。すっと通った鼻び梁りようは涼すずしく、薄うす縁ぶちの眼鏡めがねの下の瞳ひとみは凍こおった湖面のように蒼あおく澄すんでいた。学期中はいつもセーラー服だったマントの下も、今は品のよいワンピースにとって代わられている。


「……穂ほ波なみさん」


「あ、おかえりなさい、穂波お姉ちゃん！」


　黒羽とみかんの声に、箒の魔女は微び笑しようで応こたえた。


「ただいま、黒羽さん、みかんちゃん。それに猫屋敷さん」


　穂波・高たか瀬せ・アンブラー──〈アストラル〉ケルト魔術・魔女術ウイツチクラフト課正社員が、空から一礼する。ロンドン留学で仕込まれた礼は、どんな角度からでも優美この上ない。


　そして、


「で、どないしたんかな──社長？」


　ビルの壁にへばりついていた少年を、穂波が一いち瞥べつした。


「…………」


　が、少年の目は、今の魔法とも少女とも違ちがうものに釘くぎづけとなっていた。


　──箒の端はしだった。


　穂波の座る箒の端に、巨きよ大だいなスーツケースが四個もくくりつけられていたのである。


　胸を押さえる。予感というよりも確信が、心臓を高鳴らせていた。いや、むしろあからさまな恐きよう怖ふという方が近いか。


　震ふるえる指でスーツケースを差す。


「……あの、穂波。それ……は？」


「魔術書グリモアと社長業の参考書。とりあえず百冊ずつほど〈協会〉から借り出してきたんや。まともに買うと〈アストラル〉の金庫がおいつかへんし」


「……百冊、ずつ？」


　ずがん、と脳のう髄ずいの何かが砕かれた音がした。


　ああ、これは致ち命めい傷しようだ。とどめだ。人の身には耐たえられない必殺の一いち撃げきだ。


「まさか……」


「もちろん社長の強化勉強用。せっかくの長期休きゆう暇かなんやから、今日からは本格的にやるつもりやけど？」


　暗あん黙もくのうちに穂波が兼かねているもうふたつの役職は、こうである。


　──〈アストラル〉『社長秘書』兼けん『社長教育係』


「…………」


　絶望とともに、いつきが膝ひざからくずおれた。


　ずりおちたビルの壁に、古ぼけた銅の看板が貼はってあり、浮き彫ぼりでこんな文字が書かれていた。





〈魔法使い派は遣けん会社・アストラル


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　　　　２




　人が思うより、少しだけ世界には魔法が多い。


　人が思うより、少しだけ世界には神秘が多い。


　それをいつきが知らされたのは、もう三ヶ月近く前の春のことである。


　そして、失しつ踪そうした父親がそんな業界の会社を経営していたと知ったのも、同じときだった。


　──魔法使い派遣会社〈アストラル〉


　占うらない師やオカルトライターの派遣会社を装よそおいつつ、その実、世界各地から本物の魔法使いを集めた、『業界』でも異色の魔法集団である。ただし、父親が消えてからは、社員も三々五々と散ってしまい、今では廃はい業ぎよう寸前のおんぼろ会社にすぎない。


　その会社で、いつきは社長にまつりあげられたのだった。


　とはいえ、『魔法使い』を使う『社長』というものがどれほど過か酷こくな職業か、ましてや、クラス一のへっぽこかつ臆おく病びよう者ものがそうなるまでどのような地じ獄ごくが待ち構えているか、当時のいつきには想像もしえなかったわけで──


　とりわけ悪質かつ最悪な罠わなは、この夏休みに牙きばを研といでいたのである。








『──え、いつき兄さん、夏休み来れないの？』


「その、ごめん。ちょっとバイトがたてこんじゃって……」


　電話越ごしなのに、思わず頭をさげてしまう。もとより、この義妹には頭があがらないことだらけなのだが、さらにひとつ加わった気分。カリフォルニアの別べつ荘そうで、勇花が口をへの字にしているのが見えるようだった。


　ぱちんと、その義妹の指が鳴った。


『そうだ。バイトなんて、こっちでやればいいじゃない。日本よりアメリカのほうが絶対時給いいって。別に英語なんて喋しやべれなくても問題ないし』


「いや、その、それは無茶だろ」


『大だい丈じよう夫ぶだよ。日本食のレストランとかなら日本語だけでいけるもん。それに、ホントはバイトなんてしてるのが変！　ちゃんと母さんからの仕送りは届いてるでしょ？』


「それは届いてるんだけど……まあいろいろあって……」


　少し、間があった。


『──まさか兄さん、カツアゲされたりしてないよね？』


　うわ、限りなく真実に近い。当事者たちにはいじめの自覚なんてないだろうけど。


「……そ、それは、うん、だ、大丈夫だから」


『本当に？　だって兄さん約束は破ったことなかったのに……』


　声のトーンが落ちた。寂さびしそうな影かげに、引っ張られそうになる。


　そのとき、


「社長ー、まだですかー」


　隣となりから、お呼びがかかった。


「あ、は、はい。いま終わります」


『兄さん？　いま、社長って……』


「ば、バイト先の社長さんが来て！　後でまたかけるから！」


　あわてて黒くろ塗ぬりの受話器をガチャンと下ろした。


「……ふわあ」


　息をつく。危ないところだった。もう一歩で本当のことを話しかけていたのである。


　どさっと自分の椅い子すに腰こしかけて、周りを見る。


　──洋館。


　古ぼけたデスクと椅子が打ち並んだ、〈アストラル〉事務所内である。天てん井じようでは、斜ななめに傾かしいだシーリングファンがぬるい空気をかき混ぜている。冷れい房ぼうなんて気の利きいたものは〈アストラル〉の財政ではありえないわけで、現状、このシーリングファンだけが唯ゆい一いつの空調だった。


　で、


「はい社長、電話が終わりましたら、その点眼液を垂らして、こっち来てくださいねー」


　その一角で、嬉き々きとして猫屋敷が扇せん子すを振ふったのである。


　扇子の延長上には、ヘドロ色というかなんというか──実に不気味な色をした目薬が置いてあり、たちまちいつきの顔が情けなく歪ゆがんだ。


「……その薬、めちゃくちゃ痛いんですけど」


「そりゃそうですよ。水銀ですから」


「て、毒じゃないですか！」


　血相を変えるいつきに、あはははと猫屋敷が軽快な笑いを返した。


「いやいや、ほかにもいろいろ入ってますよ。砒ひ素そだとか、毒セリだとか、ゴルゴンの毒血だとか」


「あの……毒以外はないんですか……っ」


「半はん端ぱに弱い薬いれたら、ほんまに毒薬になってまうやろ。毒と毒との拮きつ抗こうに、ほんのかすかな薬効を見み出いだすのが魔女術ウイツチクラフトの秘ひ訣けつなんやから」


　これはそっぽを向いたまま、穂波が冷たく補足した。


　入り口側のデスクにどっさり本を積み上げ、いつき用教科書を選別している最中である。


　ちなみに、先週──夏休み前に、この目薬を調合したのも彼女だった。当時、いかにも魔ま女じよっぽい釜かまを少女がかき混ぜていたときから、嫌いやな予感はしていたのだが、やはり的中だったらしい。


　これに学校生活を加えたものが、すでに一季節も続いている、伊庭いつきの日常風景であった。


「…………………………………………………………………………………………はあ」


　ふたたび、未練がましいため息をついた後、いつきは猫屋敷の佇たたずんでいる一角を見やった。


　いつも護ご符ふやら杯さかずきやらタロットやらが散乱しているあたりに、巨きよ大だいな機械が置かれている。


　大小数十はありそうなレンズと、鏡と、金属の集合体である。よく眼科にある視力測定機を数百年退化させた後、手当たり次し第だいに合体変形させたような機械だった。


　普ふ通つうに歩いただけでみしみしいう床ゆかに、その化け物がどでんと居座っているのだ。さすがにデスクやソファなどはどけられているが、なんというか、やたらと緊きん張ちよう感かんのある光景である。


「それが……倉庫から出してきた検査機ですか？」


「ええ。倉庫のずーっと奥で埃ほこりをかぶってましてね。古い分品質はいいですよー。レンズは三百年もののステンドグラスと琥こ珀はくから削けずり出した品ですし、鏡も職人に磨みがき上げてもらった一品物の銅鏡ですからねー。呪じゆ力りよく反射効率は八十五％以上、補正収束度数は十八度から七十六度まで。いいお仕事してますよねえ」


　うっふっふーとハミングしながら、猫屋敷がくるくるレバーを回す。


　主人の喜びに応じてか、猫ねこたちまでが踊おどりはじめた。


　この奇き人じん陰おん陽みよう師じ、猫好きの上、マッドサイエンティストならぬマッドマジシャンの趣しゆ味みさえ備えているのだった。


「……嬉うれしそうですね」


「そりゃもー最高ですとも！──ま、本当はあんまり向いてないんですけど」


「え？」


「以前も話しましたけどね。陰陽道の呪力の波長は、呪じゆ詛そや占うらない、使し役えきの方に合っちゃってますから。純じゆん粋すいに学問としての側面もあるんで、こういう器具も使えますけど、幾いく分ぶん効率が悪いのは否いなめませんねえ」


　猫屋敷の語る言葉は、魔法の真理でもあった。


　あらゆる魔術系統には、それぞれの得意・不得意が存在する。無論個人差も大きいし、それなりに抜ぬけ道も存在するが、原則的にはこの属性に縛しばられることとなる。


　そして、その属性を突つき詰つめた先に、ひとつだけの究極をもつのだ。


　──『魔術特性』。


　たとえば、神しん道とうにて行う〈禊ぎ（Absolute Purification）〉──絶対結界。


　たとえば、陰陽道の利用する〈陰陽五行の式（Formula Of Five Element）〉──完全呪波制せい御ぎよ。


　たとえば、ソロモン王の魔術が誇ほこる〈王命の喚起（Evocation Of Solomon）〉──血脈強制召しよう喚かん。


　いつきの場合は、その右目であった。


　黒羽のような霊エーテル体を視し認にんする程度であれば、魔法使いなら誰だれでもやる。だが、いつきの右目は眼帯をも透すかし、魔法の源となる呪力そのものを視みることができるのだった。


　名を、妖精眼グラム・サイト。


　……というらしい。


（──そう言われても、よく分からないんだけどなあ）


　眉まゆをひそめて、いつきは眼帯を撫なでた。


　修しゆ行ぎようして覚えたものでも、望んだものでもない。


　ただ──視えてしまうだけなのだ。


　その手の気配であれば、たとえ壁かべの向こう側でも「あ、いる！」と認識してしまう。瞼まぶたを閉じても、眼帯の上から手で塞ふさいでも同様である。こうなると霊れい感かんというよりも欠けつ陥かんに近い。逆に化け物の方に目をつけられて、逃にげ回ったことも二度や三度ではなかった。


　おかげで、極きよく端たんに臆おく病びような性格になってしまい──『ドラえもんで気絶した男』などという不ふ名めい誉よな異名をとってしまったわけであるが……


「──でまあ、今のうちに、社長の眼めの特性を把は握あくしておきたいわけなんですけれど──聞いてますか？　社長？」


「あ、はい。聞いてます聞いてます」


　あわてて何度もうなずく。


　猫屋敷は、じっと目で見つめた後、「まあいいですけど」と呟つぶやいて、機械のレンズを起こした。


「だったら、目薬さしてそこに座ってもらえます？　痛くないですよー」


　機械からは、大きな鎖くさりと手て錠じよう・足あし枷かせが伸のびていた。ほとんどフランケンシュタインの実験さながらである。その鎖を伸ばしたまま、猫屋敷がにんまりと笑った。その笑えみが、今の言葉が大おお噓うそだと物語っていた。


「さあさあ早く早くハリーハリー。もっと早くハリー・アツプ！」


「あわわわあわわあわ」


　がちゃんがちゃんと頭の上で手錠をかちあわせながら、猫屋敷が顔を寄せてくる。異様な迫はく力りよくに後じさりながら、いつきは、ふと別の可能性に思い至った。


「あ、あの……じゃあそういう器具を扱あつかう魔ま法ほう使つかいもいるんですか？」


「は？　そりゃいますよ。あらゆる呪物フエテイシユは、なんらかの魔術に従属するものですからね。こういう解かい析せき系の呪物フエテイシユなら、知り合いにひとり専門家がいましたけれど、あの人なら目薬で呪力を固定化するなんて小細工もいらないでしょうね」


「……じゃ……じゃあその人に頼たのんだらどうかな？　とりあえず今日は無しにして」


「しゃーちょーうー？」


　猫屋敷が、間近でいつきを見下ろす。


「どこからそんなお金が出てくるんですかー？　これだってホントは新しい器具が欲しかったんですけど、倉庫からひねりだして我が慢まんしてるんですよっ？」


　物欲というか私し怨えんというか、ぐわあっと、青年の肩かたから巨きよ大だいな炎ほのおが立ち昇のぼるようだった。


　と──その炎が、急に鎮ちん火かした。


「……それに、あの人は音信不通になって長いですからね」


　顔を離はなし、猫屋敷が呟いたのだ。


「音信不通、ですか？」


「魔法使いなんてそんなもんですよ。まあ生きていれば──あるいは死んでいても、どこかで道を同じくすることがあるでしょうし」


（あれ……？）


　いつきは、眉まゆ根ねを寄せた。その目が、なにか懐なつかしいものでも見ているように思えたのだった。まるで、普ふ段だんのはちゃめちゃさが全部噓みたいな、うってかわった静かな表情。


「あの……」


「少しええ？」


　唐とう突とつに、穂波が割り込んだ。


　それまで、興味なさげにいつき用の参考書を積んでいた少女は、いつのまにかすぐそばで立っていた。


「えっ？」


「これ、何かな？　社長」


　しなやかな指の間に、一枚、優美な手紙が挟はさまれていた。


「──あ」


「……ふうん。アディからの手紙？」


　ちら、と蒼あおい瞳ひとみが裏に捺おされた蠟ろうの印章をなぞる。さっき後じさった時に、床ゆかへ落としたらしかった。


「────」


　なぜだか、ひどくまずい気がした。


「あ、あ、うん」


　薄うす縁ぶちの眼鏡めがねを正視できず、足元に視線をそらしてうなずく。


「……ま、ええけどね。それで、あたしも〈協会〉から社長宛あての手紙をもらってたん、思い出したんやし」


　手紙をデスクに置き、穂波はマントの裏からもう一通手紙を差し出した。


　アディリシアのそれと対照的な──漆しつ黒こくの封ふう筒とうだった。


　闇やみを凝こごらせた紙面に、血のごとき真しん紅くの印章が捺されている。アディリシアが鷲獅子グリフオンと魔法円をかたどった典てん雅がな印章ならば、それは剣けんと天てん秤びんとをもってつくられた、どこか不ふ吉きつな紋もん様ようだった。


「──〈協会〉から？」


　いつきが瞬まばたきする。


　それは、魔法使いたちを取りまとめる、総元もと締じめの名であった。世界の魔法集団の七割から八割を登録し、隠いん然ぜんたる影えい響きよう力りよくを有する集団。あの、ありとあらゆる表情を削けずった男──影かげ崎ざきを擁ようする組織。


「そうや。──〈アストラル〉の先代社長・伊庭司つかさから、後こう継けい者しやへの預かり物があるので、相続手続きをしてほしいって言うてた」


「…………！」


　途と端たん。


　空気が、冷えた。


　いつきだけでなく、猫屋敷までが顔をこわばらせたのである。が、それも一いつ瞬しゆん。すぐにゆるんだ表情に戻もどった陰おん陽みよう師じの前で、少年はいまだ目を見張っていた。


　眼帯に、自然と右手が触ふれている。


　そして、


「父さん……から、僕への、預かり物？」


　と、その唇くちびるがこぼした。





　　　　３




　沈ちん黙もくは、数秒かそこらだった。


　意外な言葉で、綺き麗れいに思考が止まっていた時間。


　呆ほうけてＯの字になっていたいつきの唇へ、とても冷たい指が触れた。


「──社長」


「あ……穂波？」


「何、ぼうっとしてんの。そないに変なこと言うた？」


「いや、そういうわけじゃないんだけど──て、指っ、指っ」


　耳まで赤く染めながら、あわてて顎あごを引く。


　当の穂波は、なんともない風に指を離して、栗くり色いろのセミショートを梳すいた。


「そんならええけどね。社長がぼうっとしてるんじゃ、こっちも仕事にならへんし。──で、とりあえず手紙を開けてみたら？」


「あ……うん」


　黒い封筒を指で開き、内側の便びん箋せんを取り出す。


　紙面には、ごく短い挨あい拶さつと手続きの日時が載のせられていた。封筒は古式ばった品なのに、その便箋はごく平へい凡ぼんなコピー用紙にワープロの文字である。それがまたなんともいえぬ不気味さと無機質さを醸かもし出していた。


「何を相続されるのかは……書いてないね」


「契けい約やくで、相続時点までは秘密みたいやね。もったいぶったやり方や」


　覗のぞきこんだ穂波が、目を細めて感想を漏もらす。


　その言い方が気になって、訊きいてみた。


「あのさ、穂波は父さんのこと知ってるの？」


「……知らへんよ」


「そっか……」


　眼帯を撫なでる。ちり、と奥の眼がん窩かが痛む。その痛みに押されるようにして、言った。


「うん。この手続き、受けてみる」


「ふうん？」


　穂波が、意外そうに首を傾かしげた。


「な、何？」


「なんでもあらへん。てっきり、そういうのは気味悪がるんちゃうかと思ってたから」


「……いや、だって、一応、社長だしさ」


　ぼそぼそと言った答えをどう思ったのか、かすかに唇をほころばせて、少女は踵きびすを返した。


「分かってるやん。──なら明日、〈協会〉の支部に連れてく。スーツぐらいは出しといたげるから、社長は先にやることやっとき」


「やることって……？」


　ぎくっといつきが振ふり返った。


　その手首に、がしゃんと鉄の手て錠じようが下ろされたのである。


「ね、猫屋敷さんっ！」


「はーい。じゃあ検査に協力してくださいね。目薬も私がさしてあげますからねー、その後は魔ま法ほうの勉強ですよー猫ねこも一いつ緒しよですよー嬉うれしいですねー」


　にこにこと笑う青年が、囚しゆう人じんさながらに少年をひきずっていく。


「あ───、あ───、あ────────────────────────────！」


「…………」


　最後まで見ずに、穂波は事務所を出た。


　そして数分後。


　世にも恐おそろしい絶ぜつ叫きようが、〈アストラル〉の洋館を駆かけ巡めぐったのだった。





　　　　＊





　昼下がりになって、穂波はひとり書庫へ足を向けた。


　ラテン語で『汝、触れるなかれノリ・メ・タンゲレ』と書かれた扉とびらを開けると、むっと古紙と黴かびの臭においが押し寄せた。


　薄うす暗ぐらい。


〈アストラル〉事務所の外側に設けられた書庫だが、遮しや光こうだけはしっかりしている。直射日光が本の大敵であるためだが、それだけでもない。陽光という概がい念ねんが、どうしても魔術と相反するからだ。


　だから、昼なのに、ランプを灯ともす。四方を埋うめ尽つくした古書の中から厳選した数冊を机に広げ、穂波は革かわ張ばりのノートと羽根ペンを手に取った。


「さ、やろか」


　一声いれて、流れるように写しだす。


　魔術書の仰ぎよう々ぎようしい文字に対して、丸っこい少女文字だったが、スピードは凄すさまじかった。ページを開くたびに一いち瞥べつするだけ。それだけで、ノートに的確なまとめが書かれていくのだ。しかも、単なる概要ではなく、自分なりの考察・注ちゆう釈しやくまでもが添そえられていた。


　間ま違ちがった魔法円には訂てい正せいがされ、自分の流派と異なる呪じゆ文もんには、その違いについての論説が加えられた。もともとの書物の骨子テーマには傷ひとつつけず、繊せん細さいに、かつ大だい胆たんにまったく新しい魔術書が織り上げられていく。


　──つくられているのは、『源書オリジナル・グリモア』であった。


　魔法とは、自分の中に世界システムを形成することにほかならない。他人の書いたものを吸収するだけでは、魔法使いとはなりえないのである。


　ゆえに、魔法使いは、自分だけオリジナルの魔術書を持つ。


　古き酒を自らの器うつわへと汲くみ、長い時間をかけて醸じよう造ぞうさせる──その行こう為いによって、はじめて魔法は魔法使いへと根づくのだ。


「…………」


　その途と中ちゆうで、ふと、穂波は人差し指を持ち上げた。


　くすりと、目の端はしが和やわらぐ。羽根ペンを持ったまま、その指先にくちづけて、


「いっちゃんやなあ……」


　と、呟つぶやいた。


　思い出したのは、いつも小動物みたいに怯おびえている少年の、真っ赤になった顔。


　そして、もうひとつ。


　羽根ペンは書写を再開しながら──もうひとつの記き憶おくが胸の中で明めい滅めつした。


『お前の虚きよ栄えいは──お前が償つぐなえ！』


　アディリシアと共きよう闘とうしたときの、いつきの姿。


『さあ……来い……』


　歓かん喜きにも似て、震ふるえる声。


　普ふ段だんのいつきからは考えがたい、しかし忘れることもできない変へん貌ぼうだった。その変貌のどれもが、眼帯をむしりとり、妖精眼グラム・サイトを露あらわにしたときに起きていたのだ。


　その眼帯を用意した人物こそが、〈アストラル〉の先代社長だった。


　伊庭司。


　伊庭いつきの、実の父親。魔法を使わない魔法使い。最後の妖精博士フエアリイ・ドクター。


　穂波にしても、直接会ったことは三度しかない。


（……いっちゃんは、もっと少ないんちゃうかな）


　瞼まぶたを閉じれば、思い出す。





『──いっちゃん！　いっちゃん！　いっちゃん！』


　泣き叫さけぶ、昔の自分。


〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉。追いかけられていたものから、助けてくれた少年。魔女になると決めた、あの日のこと……





　──と。


「検査は終わったん？」


　回想を打ち切り、穂波は入り口を振ふり返った。


　開け放たれた扉のそばで、困ったように頭を搔かいている影かげは、猫屋敷のものだった。


「どない？　あの目のこと、分かりそう？」


「あーいや全然駄だ目めです。そもそも呪力の反応がまったくないんで、波長スペクトル分ぶん析せきも何もできずじまい。あれだけの器具と劇薬使えば、ちょっとぐらい反応が出ると思ったんですけどねー」


　あっさり青年が首を振る。ちなみにこの場合、最も哀あわれなのは、仮か眠みん室で両目を押さえて悶もだえているいつきであろう。


　その光景を想像して微び苦く笑しようした穂波に、猫屋敷が問いかけた。


「──さっき、どうして知らないなんて言ったんです？」


「司社長のこと？」


「ええ。会ったこと、ありましたよね？」


　首を傾かしげる。その陰かげで、白しろ猫ねこの白虎が同じく首を傾げた。


「あるよ。そやけど、社長に言うことはあらへんもの。他人から受け身で聞いても、魔法使いのことなんて分からへん。社長が自分で調べて、自分で解かい釈しやくして、それではじめて分かることやろ」


「なるほど。じゃあ、もうひとつ。手紙を渡わたすのを忘れてたってのは、本当ですか？」


「どういう意味？」


「──本当は、黙だまっていたかったんじゃないかと思いまして」


　猫屋敷の言葉に、穂波が小さく息をついた。


「なんで？」


「〈協会〉と以前の〈アストラル〉──というか司さんとは、あまり仲が良かったわけじゃないですからね。きなくさくないと言えば噓うそになります」


　実際、そうだったのだ。


〈協会〉という古色蒼そう然ぜんたる組織において、新しい魔ま術じゆつ集団などおいそれと認められるものではない。ましてやそれが、〈アストラル〉のような魔術系統さえ統一されていない集団となれば、風当たりは必然的に強くなる。


　敵対とは言わないまでも、両者の間にあった空気は険悪なものであった。


「そんな〈協会〉が、なんで司社長から物を預かっていたか？　そりゃあ気になりますよ。──でも、穂波さんとしては、まだそんな事情と今の社長を遭あわせたくなかったんじゃないですか？」


「遭わせたくなくても、向こうはこっちの都合なんかおかまいなしやん」


　そっぽを向いて、穂波は唇くちびるを尖とがらせた。


「そりゃそーですが」


「どうせ分からへんのやったら、変に事前情報吹ふき込むより、でたとこまかせの方がましや。そういうこと」


「ははあ」


　うなずいた猫屋敷が、扇せん子すで顎あごをつついた。


　これもまた、わざわざ襟えり元もとの白虎までもが前まえ肢あしを曲げて同じポーズをとる。猫屋敷の四匹ひきの猫の中でも、白虎は一番の目立ちたがり屋で物もの真似まね好きなのである。


　それから、


「あ。ところで、その本はどうなさるんです？」


「あたしの『源書オリジナル・グリモア』やけど？」


「いえ、ですけど──わざわざ二冊も写すことないでしょ？」


　猫屋敷が扇子で差した方向を、あわてて穂波が背中で隠かくした。


　ノートは、二冊あったのである。


「こ、こっちは丸写ししただけのやつ。後で呪じゆ物ぶつ商に売るんや」


「は？　呪物商に？」


　少し赤くなって、穂波は言った。


「ま、魔法使いが直じかに書いた写本なら結構いい値になるし……うちの赤字もちょっとはマシになるやろ。……で、でないと、いっちゃんの教科書もそろえられへんし」


　最後を、小声で付け足す。焦あせったせいか、昔の呼び方になったのも気が付いてない。


「ほほう、いっちゃんですか」


「────っ、猫屋敷さん！」


　にやにや笑う猫ねこ又また陰おん陽みよう師じに反はん撃げきするように顔をあげて──


　突とつ然ぜん、穂波は目を見張った。


　その蒼氷色の瞳アイスブルー・アイに、書庫の天窓と、その枠わくに潜ひそむ小さな影が映っていたのだ。


　人ならざる──魔の影が！


「猫屋敷さん！」


　その響ひびきだけで、青年も察した。


「──疾チツっ！」


　振ふり返りざま、早九字ドーマンを切り、羽織から白い札を解き放つ。


　たったひとつの天窓へ、その符ふが弧こを描えがいた。この場にいつきがいれば、符が空中に残す白い呪力の線を視みたかもしれない。


　だが、


「ＱＷＪＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」


　その符は、影かげが放つ鳴き声に打ち消された。ただちに魔術の反動が猫屋敷の腕うでへ切り傷となって走り、影はばさばさと天てん井じように羽ばたいた。


「──え?!」


「……今の……禍まがつ声は？」


　腕を押さえる猫屋敷と、前に出た穂波が、ふたりして影を見上げた。


　その頭上で、影は高らかに叫さけんだ。


「我は警告する！」


　それは、黒い鳩はとだった。


「我は警告する！──〈アストラル〉！　穂波・高瀬・アンブラー！　汝なんじら、〈協会〉には近寄るべからず！　伊庭司の遺産には──」


　喉のども裂さけよと言わんばかりの、甲かん高だかい声。


　人の魂たましいまでも届けんとする激しい叫びだった。


　その絶ぜつ叫きようとともに、鳩はぼおっと蒼あおい火を嘴くちばしから噴ふき出した。


　たちまち火は黒鳩自身の身体からだを包み、一いつ塊かいの炎ほのおと化して、書庫の床ゆかへと落ちた。


「…………」


　穂波がしゃがんで触ふれても、床には焦こげ目ひとつ残っていなかった。ただ、一いち握あくの灰が散っているばかりだった。


「穂波さん、今のは……」


　問いに、茫ぼう然ぜんと少女がうなずいた。


「うん……。アディの……七十二の魔ま神じんの一柱……シャックスや……」


　見み間ま違ちがえるはずもない。つい二ヶ月ほど前には、〈夜〉の核かくを賭かけて争ったソロモンの魔神であった。


「じゃあ、アディリシアさんは……」


　どちらも、続きを言葉にしなかった。


　魔法使いの使い魔が──それも血の盟約で繫つながれたアディリシアの魔神が自ら燃え上がるというのがどういうことか、ふたりとも嫌いやというほど分かっていたのである。


　よくても瀕ひん死し。悪ければ……


「伊庭司の遺産て、言うとったね」


　ぽつり、と穂波がこぼした。


「穂波さん？」


「アディには悪いけど、行かないわけにはいかへん。意地でも確かめる」


　顔をうつむけたまま、呟つぶやいた。


　握にぎり締しめた拳こぶしの内側で、黒鳩シヤツクスの名残なごりの灰が──くしゃりと鳴った。





　　　　４




　入道雲が、夕ゆう映ばえに霞かすんでいく。


　熱せられたアスファルトも家々の屋根も、皆みな同じ色に染まり、時々、寝ねぼすけな蟬せみの声と風ふう鈴りんの音が路地を吹ふき抜ぬける。


　昼には耳みみ障ざわりな蟬の声も、不思議とこの時間には柔やわらかい。


　そんな、七月も終わりの商店街。


「いったたたたたたた……」


　眼帯を押さえたまま、いつきは帰路についていた。


　あの後、左目の痛みはすぐに消えたのだけど、肝かん心じんの右目の激痛はいまだ断続的に続いていたのだ。


　結局、いつもの社長業と魔術の勉強──初期型流動経済学から類感魔術の基き礎そまで──を終えた後も完全には癒いえず、「まあ明日には治ってますよー」という猫屋敷のあてにならないアドバイスを受けて、事務所を後にしたものである。


「ううう、あの目薬も五回目だからちょっとは慣れたと思ったのになあ……」


　呟いて、よろよろと夕焼けの道を歩く。おおよそ十六の若人わこうどとは思えない、疲ひ弊へいしきった足取りだった。


　いつきの自宅は、〈アストラル〉から電車で一駅ほど離はなれた住宅街にある。


　アメリカに出張している叔父おじの家だ。勇花を含ふくめた家族全員が向こうへ行っているため、いつきがひとりで留守を預かっている形である。


　ほかの社員からは〈アストラル〉の事務所に住みついたら、とも勧められているが、そんなことになれば絶対に死ぬと全力で遠えん慮りよ──抵てい抗こう中だった。そういうわけで、今のところ、自宅は唯ゆい一いつの安住の地なのである。


（……父さんからの、預かり物かあ）


　ふと、思う。


　父親のことは、ほとんど覚えていない。


　物心ついた頃ころには叔父夫ふう婦ふに預けられていて、父と会うことはほとんどなかったためだ。だから、魔法使いの父なんて、いつきには想像もつかない。その父が自分にあてた預かり物とやらにも、まるで思い当たることがなかった。


（──どんな社長だったんだろ）


　まがりなりにも一季節、自分もやってきた『仕事』。


　名目だけとも、単なるなりゆきともいえるけど、それだけじゃないと、いつきは思う。


　多分、好きなのだ。あの〈アストラル〉という会社が。文句は山ほどあっても、ひどい目に遭あっても、あそこにいられることが心ここ地ちよかった。


　だけど、それだけでいいのか。


　いつきは、考える。


　父は、どんな社長だったのだろう。


　そして、自分は、どうあるべきなのだろう。


（アディリシアさんならどう言うんだろうな……）


　あの、当然のように人の上に立つ、その権利も責任も意味も知っている高こう慢まんなお嬢じよう様さまなら、どんな風に答えるだろう。


　──あるいは。


（穂波なら、どんな風に……）


「あいたたたたたたたたたたたっ」


　また、右目に稲いな妻ずまが走った。


「あわがぎゃばぐらびゃあああああああああああああああっ」


　さんざっぱらのたうちまわって、ようやくいつきはよろよろと立ち上がった。


「ぜえっ、はあっ、ぜえ……と、とりあえず家に帰ってから考えよう」


　でないと、途と中ちゆうで野垂れ死にしかねない。


　ビニール袋ぶくろの特上水みず羊よう羹かんを、大事に抱かかえなおす。閉店直前の水すい蜜みつ堂どうで買った、自分へのご褒ほう美びである。せめて大量の宿題の前に、これとお茶ぐらいは許されると思う。


　ほうほうのていで路地を曲がると、急に足が止まった。


「──え？」


　きょとんと、声が漏もれた。


　いつきの近道コースは、商店街の裏道を駆く使しした、ほぼ地元民と小学生ぐらいしか知らない直線ルートである。


　ゴミ袋や空き缶かんが乱雑に打ち捨てられたその路地裏に。





　少女が、うずくまっていた。





「────っ！」


　だけど、いつきが絶句したのはそのためではなかった。


　少女の様子は、あまりにも不自然だった。東とう欧おう系かと思われる十二歳ほどの顔立ちではなく、吸い込まれそうに黒いツーピースや燃えるように赤い髪かみでもなく、そんな少女が商店街の路地裏にうずくまっていることでさえなく、その全体のありざまが危あやうかった。


　──たとえば、どうしようもなく白い肌はだ。


　──たとえば、ぴくりとも動かない胸むな元もとと指先。


　──たとえば、開いているくせにどこも見ていない、虚うつろな瞳ひとみ。


　つう、といつきの頰ほおを冷や汗あせが伝う。血液という血液が凍とう結けつし、逆流した。


（まさか……）


　いつきは、思う。


　ごくり、と唾つばを呑のむ。


　どうしようもない予感に心臓を摑つかまれながら、壁かべに手を当て、ゆるりゆるりと近づいていく。足裏から胃袋にかけて、嫌いやなものが流れ込んでいく感覚。なんでこんなに、と思うのに、身体からだが勝手に拒きよ絶ぜつ反応を示す。


　だって、それは。


　その少女が、あまりにも、生きていなくて。


「死ん、で……？」


　そう。少女が、死んでいるのかと……





「…………？」





　少女の顔が、ぎこちなく持ち上がった。


「わわあああああああああああああああああああああああああああああああああああっ」
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　飛び跳はねたいつきが、その勢いで路地裏の壁に頭を打つ。たんこぶ間ま違ちがい無しの衝しよう撃げきで、抱えていた水羊羹の竹たけ筒づつがからからと地面に転がった。


「……び、び、びっくりしたああ」


　涙なみだ目めになって、後頭部を押さえたまま、顔をあげる。


　その前で、少女は白い首を傾かしげていた。


「あ、あの、キミ、大だい丈じよう夫ぶなの？」


「…………」


　返事がなかった。


　真っ赤な長い髪を、古風なツーピースの背中にさげ、左右対たい称しように切りそろえている。あんまりに赤くて綺き麗れいな髪で、袖そでや襟えり元もとを彩いろどった繊せん細さいなフリルやレースと比べても、まるで遜そん色しよくがなかった。


　布ふ留る部べ市はもともと異人の多い土地柄がらだが、だとしてもこれほど整った──なんというか、フランス人形のような相手は、いつきも見るのは初めてだった。


（アディリシアさんも凄すごかったけど、あの人はものすごく生き生きしてたし……）


「あの……」


　もう一度声をかけようとして、


「ラピスは大丈夫」


　と、答えが返ってきた。


　外国語だったらどうしようかと思ったが、幸い日本語だった。


　胸を撫なで下ろして、いつきは相手の視線まで膝ひざを曲げた。穂波の瞳ひとみとはまた違う、鮮あざやかに透すき通った碧へき眼がん。美しいガラス玉に似ている。


「あの、ラピスっていうのが、キミの名前？」


　訊きくと、少女は膝を抱かかえ込んだまま、相変わらずとつとつとした口調で言った。


「ラピスは待ってる」


「人を、待ってるの？　こんなとこで？」


「…………」


「あの、本当にここで大丈夫なの？　間違えてない？」


「…………」


　困ったなあ、と思った。


　本当に待ってるのかどうかは分からないけれど、こんなところに置いておくわけにもいかなかった。


　かといって、勝手に引っ張っていくわけにもいかない。


　困ったので、そのまま地面にしゃがみこんだ。少女──ラピスは何も言わずにずっと壁を見つめていた。


（日本と外国じゃ壁の色とか違うのかな）


　能天気なことを考えつつ、ぼんやりといつきも壁を眺ながめた。


　いつのまにか、右目の痛みも和やわらいでいた。眼帯の下に、時折疼うずきが走る程度のものである。夏休みの宿題だとか、〈アストラル〉の宿題だとかいろいろ悩なやましい問題もあったが、とりあえず放置することにした。


（夏休みだもんなあ）


　と、思う。


　蟬せみの声が遠い。


　どこかでガラガラと、店のシャッターの閉まる音が聞こえた。


　かすかに、夕ゆう餉げの匂におい。ハンバーグだろうか、フライパンで肉の焼ける懐なつかしい香かおり。


　きゅううう……と可愛かわいい音が鳴った。


　おなかの音だった。


「あ」


　自分かと思ったが、発生源はすぐ隣となりであった。うつむくでもなく、恥はずかしがるでもなく、不動で壁を睨にらんでいる。


「おなか……すいてるの？」


「…………」


　さっき拾い上げた特上水みず羊よう羹かんの竹筒を、ビニール袋ぶくろから出した。


「あのさ、これ……食べる？」


　しばらく惜おしそうに特上と焼印の押された表面を触さわってから、思い切って差し出す。


「…………」


　竹筒を受け取ったラピスが、不思議そうにくるくる手の平で回した。


　食べ方が分からないようだった。


「えーと、筒の後ろの穴をぷっと吹ふいて」


　取り返して、目の前でやって見せる。


「…………！」


　黙だまったまま、ものすごく驚おどろいた顔をした。その顔のまま、もう一度竹筒を受け取って、はむり、と小さな口にはみでた水羊羹をくわえる。


「……！！！」


　あ、今度は硬こう直ちよくした。


「美味おいしい？」


「…………」


　ぶんぶん首を振ふってうなずいた。


　それまでが彫ちよう像ぞうみたいだっただけに、落差が微笑ほほえましかった。さっきのがよほど面おも白しろかったのか、はみでた水羊羹を食べては、ぷっ、ぷっ、と少しずつ竹たけ筒づつを吹いていく。そのたび、ガラス玉のような瞳が輝かがやいて──まあこれなら特上水羊羹も仕方ないか、という気持ちになるのだった。


　ちょうど水羊羹を食べ終わったところで、ラピスが立ち上がった。


「来た」


「待ってた人？　送ったげようか？」


　こくりとうなずいた後、送ったげようかという言葉には、ふるふると首が横に振られた。


　一歩踏ふみ出して、振り返り、


「ラピスまた来る」


「へ、ここに？」


　間ま抜ぬけな声が漏もれた。


「あ……えーと、それだったらこれあげる。住所書いてあるから、こっちにおいで」


　あわてて、ポケットからケースを取り出し、一枚を渡わたす。


〈アストラル〉の名めい刺しだった。少し──いやかなり迷ったのだけど、ほかに渡せるものがなかったのである。


「うんっ」


　水すい晶しようの透すかしが入った名刺を握にぎって、ラピスがとてとてと走っていった。


　結局、迎むかえに来た人の姿は見えなかったけど、その後ろ姿がとても嬉うれしそうだったので、あれなら大だい丈じよう夫ぶだろうといつきは頰ほおを搔かいた。


（まあ……魔ま法ほう使つかい派は遣けん会社の名刺なんてうさんくさいの見たら、親も気をつけてくれるかもしれないし）


　そう苦く笑しようしたときに、ぴり、と右目が痛んだ。


「……つっ」


　眼帯を撫なでる。そのときにはもう痛みは消えている。


（今のが最後だったかな？）


　そんな風に、のんびりと錯覚した。





　──だから、気が付かなかったのだった。





　　　　＊





　ひとしきり走って、ラピスはある病院に辿たどり着いていた。


　すでに廃はい棄きされた、小さな総合病院である。この十年ほど、布留部市のベッドタウン化に伴ともない、いくつもの病院が軒のきを連ねたが、結局、その半分以上はより大規模な病院に駆く逐ちくされた後、取り壊こわされることもなく、こうして無残な姿を晒さらしている。


　錆さびた裏口から、ラピスは入った。


　リノリウムの廊ろう下かを渡り、こつこつと足音を響かせるうち、別の音が聞こえてきた。


　カチ、カチ、カチ。


「──こっち」


　その音を聞いて、ラピスは〈薬やく剤ざい室しつ〉と書かれた扉とびらを開けた。


　独特の臭しゆう気きとともに、異様な光景が目に入った。


　名前どおり、大量の薬くすり壜びんが置かれた棚たなのほか──壁かべという壁、ばかりか天てん井じようや、床ゆかに至るまでに──おびただしい数の時計が取り付けられていたのだ。


　種類も、大きさも一定ではない。


　骨こつ董とう品と思おぼしいからくり時計もあれば、ごく新しい掛かけ時計もある。


　だが、見るものが見れば、そのすべてがぜんまい式であり、かつある種の規則に則のつとっていることを看破できたかもしれない。


　カチ、カチ、カチ。


　カチ、カチ、カチ。


　カチ、カチ、カチ。


　カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ。


「……あにさま、あにさま？」


　魔術とは、実のところ規則の集合体である。そのルールに従って配置し、呪じゆ力りよくを通せば、ただの時計でさえ魔術の媒ばい体たいとなりうる。


　たとえば、あらかじめ決めた人間をのぞき、ほかの誰だれも近づけない結界をつくるような──


「──一分十七秒遅おくれたな」


　時計たち結界のただ中で、重い声が響ひびいた。


　ラピスの顔がぱあっと輝いた。


「ユーダイクスあにさま！」


　薬剤室の奥で、男はあの白銀の懐かい中ちゆう時計を持って、座っていた。


　彫ほりの深い顔立ち。窓からの残照に踊おどる、ラピスと同じ色の赤せき髪はつ。二メートル近い巨きよ軀くは座っていても圧あつ倒とう的で、純白のインバネスが王の纏まとうガウンのようにも思われた。


「……明日からは〈協会〉での直接交こう渉しようになるゆえ、いささか下準備をしていた。──私の帰き還かんには気がついたろう。なぜ遅れた？」


「あ……ラピス、人に会って」


「…………」


　ラピスの弁明を、男はろくに聞かなかった。少女の言葉に、何ら関心などないようでもあった。


　冷たい眼まな差ざしで、すっと少女の腰こしのあたりを見やる。


「何か、持っているな？　かすかだが、結界と呪波干かん渉しようを起こしている。新しい呪物フエテイシユでもつくったのか？」


「あ」


　示し唆さされて、黒いツーピースのポケットを少女が押さえた。


「ラピス……もらった」


「誰に？」


「これ」


　少し躊ちゆう躇ちよした後、名めい刺しを差し出す。


　受け取ったユーダイクスが、かすかに眉まゆを寄せた。


　水すい晶しようの透すかしが入った名刺には、こう書いてあったのだ。





〈魔法使い派遣会社・アストラル


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　コピーの横に住所と、取とり締しまり役やく社長・伊庭いつきという箔はく押おしの名前。


「あにさま？」


　ラピスが困こん惑わくの声をあげる。


　男は、ぶるぶると身体からだを痙けい攣れんさせていた。


　自分の肩かたを押さえ、痙攣したままうずくまる。──何かの発ほつ作さでも起こしたかのようだったが、すぐその誤解は解けた。


「……くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく」


　と。


「──あっはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！！！！！！！」


　と、実に愉ゆ快かいそうに、ユーダイクスは哄こう笑しようしたのである。


「くっくはははははははは、そうか！　〈アストラル〉か！　伊庭いつきか！　よりにもよって、お前が先んじて伊庭いつきに出会ったか！　これはまあ因果というかなんというか。我らの身に偶ぐう然ぜんなどという言葉はないにせよ、ああ、ああ、まったくもって欠片かけらも微み塵じんも存在せぬにせよ、これはいささか皮肉すぎてはいないかね」


　ようやく笑い終えた後、目を大きく開いたラピスへ笑いかけた。


「ああ、なんでもない。これは返しておこう」


　萎い縮しゆくしたラピスに名刺を押しつけて、ユーダイクスは立ち上がった。そして、懐中時計をぱちりと閉じ、これは『妹』に聞こえぬよう、静かに呟つぶやいた。


「伊庭いつき、か。なるほど、あの子供はそんな風に成長していたのだな──」


　そのとき。


　ガラーンガラーン、と。


　時計たちが、時報を吼ほえたてた。すべてというわけではなく、おそらく時計たちの半分ほどであったろうが、それはまるで災さい厄やくの訪おとずれを告げるように、けたたましい地じ獄ごくの銅ど鑼らのように、廃はい院いんを揺ゆるがしたのだった。


　そして、ユーダイクスは唇くちびるを歪ゆがめ、インバネスを打ち振ふった。


「さて開幕だ。開演だ。我らを迎むかえる準備はいいか？　我が師よ。我が故郷──〈アストラル〉よ」




第２章　魔法使いと空飛ぶ船




　　　　１




「──すっごいすっごい！　格かつ好こういい！　お兄ちゃん社長、映画の人かなんかみたい！」


「いつきくんて、そんな服似合うんだ……」


　ちっちゃな手を叩たたいて、みかんがぴょんぴょん飛び跳はねた。その隣となりで、幽ゆう霊れいの黒羽が軽く瞬まばたきして頰ほおを染める。


　翌朝の、〈アストラル〉事務所。


　魔まよけの香こう炉ろが置かれた窓から、斜ななめに朝日が差し込んでいる。昨日から放置されっぱなしの検査機が不満そうにその光を浴びていた。


　そして、検査機の隣では、新しいスーツを着せられたいつきが、ロボットよろしくかしこまっていたのだ。


「え、映画の人……？　ていうかこれ、すっごく動きにくいんだけど……」


「それぐらいは我が慢まんしてくださいな。〈協会〉へ直接契けい約やくに行くんですから、いつものスーツってわけにはいかないでしょう？」


「「「「にゃ～にゃ～にゃあ～」」」」


　猫屋敷の返答に、四匹ひきの猫ねこたちまでが同意する。


　が、いつきの抗こう弁べんもむべなるかな。


　数ある紳しん士し服の中でも、肩かたまわり、腰こししぼりのキツさでは定評のあるジャーマン・コンチネンタルなのだ。軍服にも似た、直線的・鋭えい角かく的なデザイン。人間こそが服に合わせろというドイツ主義の真骨頂。オーダーメイドによる逸いつ品ぴんを、年ねん齢れいも貫かん禄ろくも足りない若人わこうどに着せようというのだから土台無理がある。


　それでも、見かけの滑こつ稽けいさや不自然さは出ないあたり、もはや服に着られているのを飛び越こえて、服に乗っ取られているというべきか。


「司社長のお古なんですけどね。とりあえず基本サイズは合ってるみたいで良かったですよ、あっはっは」


「基本以外、全部外れてますよ、これ！」


　必死の訴うつたえも、実にあっさりと無視された。


「……………………………………………………はぁ」


　ため息をついて、いつきはネクタイを締しめた。この数ヶ月、会社に来るたび着き替がえているせいで、ネクタイの締め方だけはなんとか覚えている。


（……社長っぽいことは何にもしてないけどなあ）


　そう考えたところで、玄げん関かんの扉とびらが開いた。


「どない？　そっちは準備できたん？」


「あ……穂波？」


「ふうん」


　と、穂波の瞳ひとみが、いつきの頭から足元までをねめつけて、


「悪くないみたいやね。でもネクタイの結びはそれやとおかしいよ。今回はウィンザーノットやって言うたやろ」


　すっと手が伸のびた。


　しなやかな指が喉のど元もとに触ふれる。いい匂においが鼻び孔こうをかすめ──どぎまぎしながら、いつきはしゅっしゅっとネクタイを直された。


「……て、なんで穂波はセーラー服なわけっ？」


「学生の正装が制服なんは当たり前やろ。社長は別やけど」


　すげなく切り返して、つんと上を向く穂波である。


「それと、これ持っといて」


「──ん、手帳？」


　重じゆう厚こうな黒くろ革かわの手帳を突つきつけられて、いつきが眉まゆをひそめた。


「気ぃつけてね。前の半分は普ふ通つうの手帳やけど、後ろ半分は呪じゆ符ふになってる。おいおい使い方を教えていくけど、すぐできそうなんは裏にメモしてあるから、読んどいて」


　ぺらぺらめくると、その言葉どおり、いくつもの紋もん様ようが手帳の後半に描えがかれていた。そういえば穂波に習ったような……という程度だが、かろうじて陰おん陽みよう道どうの札だとかルーン文字だとかの区別はつく。


　呪波干かん渉しようを起こさぬよう簡略化してはあったが、それらは素人しろうとでも扱あつかえる簡易魔術の呪物フエテイシユだったのだ。


　ごくり、と唾つばを飲みこむ。


「──あの、穂波、なんかまずいことあった？　それとも〈協会〉の支部って怖こわいとこなの？」


　小さく、穂波の耳元で囁ささやいた。


「どうして？」


「だって、前にこういうのくれたのも、いろいろまずいときだったでしょ」


　社長になった後、最初の大きな事件の夜、同じように名めい刺しと社章を貰もらったのだ。それぞれスーツの胸ポケットと襟えりにあり、昨日ラピスに渡わたしたのもそのうちの一枚である。穂波の説明によれば、それぞれが〈アストラル〉の業務に合わせた呪物フエテイシユであるということだが、いつきは詳くわしくは知らない。


　それでも、分かることはある。


　これは、非常用の装備だ。いざというときのために備えた、〈アストラル〉ならではのツールだった。


（あ……そういえば……ホントはあの名刺も気軽にあげちゃいけないとか言われてたっけ）


「ん、何？　冷や汗あせが出てるけどどないしたん？」


「あ、いや、その、何でもないです」


「……ふうん？」


　あわあわするいつきに顔をちかづけて、穂波がくすりと微び笑しようする。


「まあ、ええけど？──後、〈協会〉については着いたら分かるんやから、説明せんでもええやろ」


「んな無茶な──」


「だって、もう来たみたいやし」


「え？　来た？」


　その言葉の意味を、一いつ瞬しゆん、いつきははかりかねた。


　悪戯いたずらっぽい笑えみを含ふくんで、穂波がすっと人差し指を天てん井じようへと向ける。


「わーっ！　〈協会〉が来たよ、穂波お姉ちゃんーっ！」


　ほぼ同時、窓から外を見上げたみかんが、歓かん声せいをあげた。





　その天空から、ごぅんごぅん、と重くて低い、不ふ吉きつな音が響ひびいた。
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　──そして今。


　空が青かった。


　太陽が近く、ぎらぎらと輝かがやいている。普段見ているそれとは、同じでありながら、まるで別物のようだった。


「あ、あの……」


　真っ青な顔で、いつきが口をぱくぱくさせている。


「どうかなさいましたか？　伊庭いつきさま」


　紫し檀たんの机を挟はさんで、応対に出てくれた〈協会〉の秘書が首を傾かしげた。


　その背後で、布留部市の市街が雲に霞かすんでいた。市のシンボルであるクリスタル・タワーがミニチュアのように縮み、その下では豆まめ粒つぶみたいな自動車の列が行き来している。つい十五分前までいた〈アストラル〉の事務所なんて、もうビル街に埋うもれて見えなくなってしまっていた。


　そう。


　ふたりは、布留部市上空──地上二千メートルを渡る飛行船に乗っているのである。


「ご気分が優すぐれないのでしたら、乗り物酔よいの薬もございますが」


「い、いや、大だい丈じよう夫ぶです」


「無理せんときや。肝かん心じんの話になったときに倒たおれたらあかんやろ」


　いつきの隣となりで、紅茶を飲みながら、穂波が口を挟んだ。


　こちらは、いつも通りにすましたものである。むしろ、〈アストラル〉以上に馴な染じんでいる気さえする。


「んなこと言ったって……」


　いつきは、もう一度窓を覗のぞいて、上うわ目め遣づかいに船体を眺ながめた。


　巨きよ大だいな気き囊のうのごく一部だけが垣かい間ま見みえる。全長百メートル、横よこ幅はば二十五メートルというその白い気囊に、いつきたちの乗るゴンドラが吊つり下がっている。


　信じがたいことには、この飛行船自体が、〈協会〉の支部のひとつだというのだ。


　事務所でのやりとりの後、近くの空き地へ下ろされたリフトに半ば無理やり乗せられて、いつきと穂波は飛行船の乗客となったのだった。


　秘書が部屋から出て行った後、


「てっきり……電車か何かで行くのかと思ってたけど」


「布留部市みたいに小さな街に、いちいち〈協会〉の支部があるわけあらへんやろ。それでなくても、魔ま法ほう使つかいは縄なわ張ばりにうるさいんやから。地脈や霊れい脈みやくはいつも奪うばい合いやし、そやかて離はなれすぎてると細かい事情が分からへん。古くて大きな支部ほど、お役所仕事になる理り屈くつやね」


　そういえば、それでアディリシアはたらいまわしにされたのだった。


「特に、日本は国土が小さいくせに人口密集が激しいやろ。〈協会〉が極東地域へ根を張り始めたんはこの五十年ぐらいのことやから、そのときにはほとんどの場所はほかの魔術集団におさえられとったわけ。結果として、こういう代案が採用されたんや」


「でも、空なんて飛んでたら、法律とか問題ないの？」


「この飛行船は、国に正式登録されてるもん。八や神がみコーポレーションって知ってる？」


「あ……」


　その名前は、いつきでも知っている。というか、毎日の新聞とテレビと──穂波の社長業の授業でお馴染みだった。


　エネルギーと情報を支配する、世界でも五指に入るコングロマリット。あるいは日本産業の最後の巨きよ人じんと言い習わすものもいる。全世界百二十二ヶ国に系列会社と支社を持ち、数百の関連、無関連企き業ぎようを傘さん下かにおさめる、〈アストラル〉とは比ひ較かくにもならない超ちよう巨大企業グループの雄ゆう。


　その名前をあげて、穂波はこう口にした。


「それ、〈協会〉が使ってる名前のひとつ」


「へ？」


　間ま抜ぬけな声をあげた数秒後、いつきはもっと重要な事実に気がついた。


「──ひとつぅっ?!」


「魔術集団いうたかて、表向きの名前も必要やからね。魔術には金がかかるし、誰だれかが馬ば鹿かやったときの情報工作や呪じゆ波は汚お染せんからの隔かく離りにも権力がいる。そういう理由で、長年の間に〈協会〉は表の財界とも結びついていったわけ。──そんな不思議がらんでもええやろ？　どこぞの大国の大統領やって直属の占うらない師を雇やとってるんやから。現げん役えきの魔法使いがその能力を利用したらあかんて法もない」


「……占い師って……自分のことは占えないって……言わない？」


「魔法使いは、もともと自分のためにだけ魔法を使うもんや。その魔法自体が真理に近づくための手段にすぎへんとしてもね」


「じゃ……じゃあ……〈アストラル〉は？」


「うちにはそんなコネあらへんやろ」


　至し極ごく簡潔に切り落とした穂波である。


　紅茶の湯気に蒼あおい目を細め、薄うすく笑って話を続ける。


「たとえば、この飛行船やってそうや。カモフラージュはしてるけど、軽量化から風素アネモスによる気流制せい御ぎよ、浮ふ揚ようガスの精製に至るまで、現代技術と魔術とのハイブリッドだらけ。もちろん大量生産はできへんし、採算が取れるもんやないけど、ピンポイントで使えば十二分に有効や」


　以前、猫屋敷に逆のことを言われたことがある。


　現代では、魔法使いなんて必要ない。空を飛ぶには飛行機があればいいし、使い魔が欲しいならアイボでも買えばいい。結局のところ、魔法は現代技術に及およばないと。


　だが、ここにあるのはその融ゆう合ごう形であった。


　それは、〈協会〉と猫屋敷のスタンスの違ちがいなのか。それとも、資金とか規模だとかもっと別の理由なのだろうか。


「…………………………………………………………………………………………………はー」


　驚おどろきと思考が臨界点を超こえて、いつきはソファに沈しずみ込んだ。


「知ち恵え熱でも出た？　いっちゃん」


「……ちょっと」


　仰あお向むけた額に、ひやっとした手がおかれる。


「はわっ？」


「じっとしとき」


　優やさしい声が、いつきの反応を止めた。


　さっきとは違う微び笑しようを瞳ひとみに宿し、穂波が少年を見つめていた。なんだか、とても懐なつかしいような微笑。


　かあっと耳が熱くなるのを感じながら、


（……あれ、今、穂波、なんて言ったっけ？）


　ふと、思う。


　すると、また別のことが口をついて出た。


「あの、さ」


「何？」


「前にも訊きいたような気がするけど──穂波ってどうして〈アストラルうち〉に来たの？」


「え？」


　急に、穂波が硬こう直ちよくした。


「いや、だって穂波って、イギリスの学院じゃトップで、ほかの魔ま術じゆつ集団からも引く手あまただったんでしょ？　みかんや猫屋敷さんみたいに元から〈アストラル〉にいたわけじゃないし、黒羽さんみたいにほかに行き場所がなかったわけでもないし。てっきりどの魔術集団でもそんなに差がないのかなって思ってたけど、ここ見てると、全然そうじゃないから」


「…………」


「だから、どうしてうちを選んだのかなって……」


「…………」


「……穂波？」


　いつきが、驚いて訊く。


　──それは。


　この数ヶ月、ずっとつきっきりで授業を受けているいつきにしても、初めて見る表情だった。


　少年の額に手を置いたまま、かちんかちんに頰ほおをこわばらせ、セミショートの下では首筋までも赤くなっていた。


　まるで、魔女なんかじゃなくて。


　どこにでもいるような──たまさかそれだけ忘れた宿題を指し摘てきされた女子生徒のような──思いがけない不意打ちをくらった優等生のような──そんな顔。


「な、なんか……僕悪いこと言った？」


「ち、ちゃう。そういうんちゃう」


　穂波が、かぶりを振ふる。セミショートの下に顔が隠かくれた。


　しばらくして意を決したように、少女がきゅっと赤い唇くちびるを引き結んだ。


「いっちゃん……ほんまに思い出さへん？」


「思い……出す？」


「あたしは……」


　言いかけたときだった。


　客室の──扉とびらが開いた。


「え？」


「あ」





「──いつき」





　さきほどの秘書かと思われたがさにあらず、扉の側そばには、古風なツーピースを身に纏まとった異国の少女が佇たたずんでいたのである。


「ふぇ？　ラピスちゃんっ？」


　いつきが、少女の名前を呼んだ。


　すると、


「いつき、ラピス来たぞ」


　たちまちその少女が駆かけ寄って、いつきの手を握にぎり締しめ──嬉うれしそうに頰ほお擦ずりまでしたのである。


「わっ」


「……その子、社長の知り合いなん？」


　問うた穂波の声は、すでにいつもの調子──どころか、ぞくりとする妖よう気きまで漂ただよわせている。


「あ、あ、うん。この前、帰りに会った子なんだけれども……」


「……ふーん」


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが凍こおる。たちまち氷点下。バナナで釘くぎが打てそうな絶対零れい度どの地じ獄ごく。


　いつきを存分に凍りつかせた後、


「で、その子がここにいるわけを説明してもらえる？」


　もう一度、扉に穂波が向いた。


　今度こそ、そこには、〈協会〉の秘書が戻もどってきていた。


「はい。……こちらが伊庭司さまよりお預かりしていたケースなのですが、その前に、伊庭いつきさまの遺産相続手続きへ別方面からの抗こう議ぎが入りまして」


　銀のアタッシェケースを机に置き、申し訳なさそうに頭を下げる。


「抗議？」


「──どういうこと？」


　穂波の眉まゆが寄った。


「ええ、それが……」


　ためらいの間があった。


　その後、秘書はすっとラピスを指した。


「簡潔に申しますと、こちらの魔術集団の首領が、『伊庭いつきには〈アストラル〉の社長の資格がない』とおっしゃられているのです」





　　　　＊





「猫屋敷さん、いつきくんは……」


　黒羽が、心配そうに半透明の顔をしかめた。その爪つま先さきが、数十センチほど床ゆかから浮ふ遊ゆうし、〈アストラル〉事務所の窓から飛行船の去った方向を見つめている。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。穂波さんも一いつ緒しよですし」


　対して、自分のデスクに腰こしかけ、のんびりと猫ねこたちをあやす猫屋敷である。


「でも、〈協会〉って、七月に会ったあの人とかのことですよね……？」


「影崎さんですか」


　困った風に、猫屋敷は苦く笑しようした。


「あの人なら、飛行船には乗ってないはずですよ。特定の支部には属してませんからね。どっちかというと、〈協会〉でも特とく殊しゆなタイプの人ですし」


「……そう、なんですか」


　それを聞いて、やっと安心したように少女は胸を撫なで下ろした。


（まあ、最初に会ったのが影崎さんだと仕方ないですかね）


　左手では玄げん武ぶと白虎の喉のどをくすぐりつつ、残る右手では今夜が締め切りのオカルト誌の原稿を仕上げながら、猫ねこ又また陰おん陽みよう師じは新入社員を見返した。


　名前どおりの、つややかな黒い髪かみと、シンプルな赤いバレッタ。


　どこかしら子猫を思わせる、大きな瞳。


　そして、少女の霊エーテル体は、窓越ごしの陽光を綺き麗れいに透すかしていた。


　──黒羽まなみ。


　以前の事件で、いつきが〈アストラル〉へ勧かん誘ゆうした幽ゆう霊れいの少女だった。


　病院で、ひとりぼっちで過ごしていた少女である。


　本当の幽霊は、そこらの霊れい能のう者しや程度には感じることもできない。魔ま法ほう使つかい以外には視みることも話すこともかなわない少女は──誰だれにも振ふり返られず、ずっとひとりで時間を削けずってきたのである。


　だから、彼女は孤こ独どくを知っている。


　ひとりぼっちというのが、どれだけ辛つらく、どれだけ重いかを身にしみて知っている。


　それを考えれば、少女が第一の友人であるいつきの安否を案じるのは当然なのだけれど──猫屋敷は別の可能性にこっそり微笑した。


（……うちの若社長も、ずいぶん苦労しそうですねえ）


　──と、


「ね、猫屋敷さんっ」


　そこに、玄げん関かんから幼い悲鳴があがった。


「ほえ？　みかんさん？」


「ね、ね、ね……猫屋敷さん～っ！」


　今にも泣き出しそうな顔で、正面から巫女みこ服のみかんが飛びついたのだ。羽織の腹部に頭から激げき突とつされ、ぐええっと猫屋敷が呻うめく。


「な、何があり──？」


　目を白黒させながら訊きこうとして──猫屋敷は、呼吸を止めた。同時に、身体からだにまとわりついた猫たちもびくりと毛を逆立てた。


「…………」


　みかんの頭を撫で、背中に隠かくしたまま、立ち上がる。


〈アストラル〉事務所の開いた玄関。


　眩まぶしいほどの夏の陽光の中に、ぽっかりと、不ふ吉きつな人ひと影かげが浮うかび上がっていたのである。


「……影崎さん」


「これはどうも。先の蔵くら名な神社での一件以来ですな」


　影崎は、教本のように、ぴたり六十度腰を折り曲げた。


　だが、そうしても、この男らしさというものは見み出いだせなかった。


　おおよそ二十代前半から四十代後半まで、いくつといっても通りそうな容よう貌ぼう。中肉中背の身体とありふれた背広。目の大きさも、眉まゆの太さも、鼻の高さも、すべてが平均的すぎて、逆に整った印象すら受ける。


　まるで、ありとあらゆる特とく徴ちようを剝はく離りしたかのような──悪魔にも似た異貌。


「何のご用です？　社長でしたら、もう〈協会〉へ出頭しましたが」


　かぶりを振って、猫屋敷は訊いた。


　冷ややかな眼まな差ざし。それを前にしても、影崎はうわべだけの笑えみを崩くずさない。


　この、異常なまでに平凡な男は、業界では別の名前で呼ばれている。


　禁きん忌きを犯おかした魔法使いを裁く、〈協会〉の断罪者。


　──いわく、魔法使いを罰ばつする魔法使い。


　と。


「知ってますよ。それに、今日は〈協会〉の構成員として来たわけじゃありませんから」


「じゃあ、どういう用件で来られたんです？」


　ひとつ間をおいて、影崎が薄うすく笑った。


「実は昨日、〈アストラル〉の相続に異議申し立てがありまして。──伊庭いつきは〈アストラル〉の社長としての要件を満たしていないと」


「……はっ？」


　瞬しゆん間かん、


「それっ、どういうこと！」


　ふたりが一いつ斉せいに振り向く。


　叫さけんだのは、いままで背中で震ふるえていたみかんだった。


　猫屋敷の羽織の裾すそをつかんでいたけれど、その手はこわばっていたけれど、みかんは一生懸けん命めいに背せ伸のびして、影崎に詰つめ寄っていた。


「お兄ちゃん社長が社長じゃないって！　そんなわけないじゃない！　なんでそんなこと言ってるのっ？」


「おやこれは。……葛城の姫ひめ様さま」


　影崎が唇くちびるを歪ゆがめた。表情だけ見れば笑っているようなのに、やはりその瞳ひとみには欠片かけらも感情が浮かんでなかった。


「一応申し開きをしておきますと、〈協会〉は申し立てを受けただけですよ。結論が出たわけじゃありません」


「その申し立てをしたのはどなたです？」


　猫屋敷が問うた。


　対して、影崎はもったいぶるでもなく答えた。


「トロイデの錬れん金きん術じゆつ師し」


「…………っ」


　硬こう直ちよくした猫ねこまみれの陰おん陽みよう師じを前に、くすくすと影崎が笑む。


「ええ、あの人ですよ。伊庭司に最も近しい──伊庭司に最も心しん酔すいしていた人。いや、あそこまでいくと執しゆう念ねんか執着、いやいや盲もう信しんか狂きよ信うしんと言ったほうが正しいですか。魔ま法ほう使つかいは多かれ少なかれ、自分の信念に殉じゆんずるものですが、あの人は伊庭司が死ねと言えば、秒瞬を待たずに自分の喉のどをついたでしょうね」


　芝しば居いがかった台詞せりふなのに、口調には一いつ切さい感情がこもってなかった。


　しかし、誰だれもが耳を貸さずにいられぬ、ねっとりとした吸引力があった。


「──ちょ、ちょっと待ってください。さっきから全然話が分からないんですけれど。伊庭司さんって、いつきくんのお父さんのことですよね？　そのお父さんに憧あこがれていた人って、一体誰のことなんですか？」


　猫屋敷の頭上から、黒羽が身を乗り出した。くりくりした瞳をきりりと寄せて、浮ふ遊ゆうした高みから覗のぞきこむ。


　影崎は、ああとうなずいた。


「あなたは〈アストラル〉に入ったばかりですからね。それは分からないでしょう」


　そして、こう言ったのだった。


「ユーダイクス・トロイデ──〈アストラル〉の創設メンバーにして、元取とり締しまり役やく。つまり、あなたの元上司にあたる方ですよ」





　　　　３




「父さんの……右みぎ腕うで？」


　茫ぼう然ぜんと、いつきが漏もらした。


〈協会〉の秘書はゆるりとうなずき、銀色のアタッシェケースへ指を滑すべらせる。


「はい。〈アストラル〉の創設時、ユーダイクス・トロイデ氏は伊庭司氏に続く取締役として、経営権の二割を委い譲じようされています。最近まで連れん絡らくがとれていなかったのですが、先週になって、こちらのラピスさんを通じて異議申し立てをされました。そのため、現状ではこのアタッシェケースの中身を引き渡わたせません」


「…………！」


　いつきと、穂波と──ふたりの視線が、ラピスという少女に集中した。


　あどけない、黒いツーピースの少女。みかんより数歳年上という程度だろう。いつきの手を握にぎったまま、不思議そうに首を傾かしげている。


　その少女から、もう一度〈協会〉の秘書へと視線を戻もどし、


「──どういうことなん？」


　穂波が、静かに繰くり返した。


　けして度を越こしてはいない。


　だが、その言葉は火を噴ふくようだった。


　蒼あおく揺ゆれる、激しい炎ほのお。若き魔女の瞳が、厳しく〈協会〉の秘書を見み据すえた。


「理り屈くつは分かる。経営権の一部を持ってるんやから口出しぐらいできるやろ。でも決定権まではないはずや。それに、前社長──伊庭司の経営権が宙に浮ういたとき、後こう継けい者しやは血けつ縁えんを優先してくれ言うたのは、〈協会〉の方ちゃうん？」


「ほ、穂波？」


　慌あわてていつきが押さえようとしたが、穂波はきっと手を振ふった。


「社長は黙だまって聞いてて。なんぼなんでも、こんなん許されへん」


（やって、そんなん、あんまりいっちゃんを馬ば鹿かにしてる）


　赤い唇を嚙かむ。


　その様子に、かすかにたじろぎつつも、秘書はぼそぼそと答えた。


「〈協会こちら〉としましても前例のないことですので……」


「じゃあ、そのユーダイクスは、会ってもない社長の何に文句がある言うん。それも言わんと社長の資格だけあげつらうんって、どないいうこと！」


　紫し檀たんの机を、白い手が叩たたいた。アタッシェケースと、机に置かれたティーセットが大きく揺れて、危あやうくひっくり返りそうになる。


　しばし沈ちん黙もくがゴンドラを支配し──


「いつき」


　きゅ、といつきの袖そでを誰かが引っ張った。


「へ、ラピスちゃん？」


「ラピス、あにさまの言葉持ってきた」


「え、どういうこと？」


「よく聞いて」


　少女の瞼まぶたが閉じる。


　もともと感情の色の薄うすかった顔から、ありとあらゆる表情が失われた。息を呑のむほどに──まるで人形そのものに変わったように滑なめらかな肌はだが透すき通り、そのまま、ことんと隣となりのソファにくずれおちる。


「ラピスちゃんっ？」


　次の瞬しゆん間かん、


「聞こえるか？」


　と、まったく違ちがう男の声が、そのあどけない唇くちびるからこぼれたのだ。


「なっ……」


「ふむ、時間どおりだな。正確に精密に物事が流れることは、それだけでひとつの価値だ。まして魔ま法ほう使つかい同士の時間であれば、一秒は黄金の林りん檎ごにも勝まさろう」


「まさか……人間を、使い魔アガシオンにしてるん？」


　ぞっとした顔で、穂波が漏らした。


　やがて、ラピスの双そう眸ぼうは、別人の威い厳げんをもって開き、愉たのしげにいつきと穂波とを見上げた。


「はじめまして──と言っておこう。私がユーダイクス・トロイデだ。〈アストラル〉の伊庭いつきに、穂波・高瀬・アンブラーだな」








　いつきは、愕がく然ぜんと息を呑み、眼帯を押さえた。


　じりじりと、右目の眼底から焼けつくような痛みが広がってくる。


　その痛みこそが、呪じゆ力りよくの視覚化であった。少女──ラピスの身体からだから一本の糸パスが伸のびて、彼方かなたへと繫つながっている。糸パスを通じて流れる膨ぼう大だいな呪力に、いつきの右目が悲鳴をあげているのだ。


（この人は……）


「昨日は、ラピスが世話になったようだな」


　突とつ然ぜん、男の声がそう促うながした。


「あ、あ、あ」


「どうした？　兄として礼を言っているだけだ。かしこまる必要もない」


　ラピスの身体で言われると違い和わ感かんがあったが、これはうなずかざるを得ない。


「は、はい……」


　いつきは口くち籠ごもる。


　兄、とユーダイクスは言った。


　とすれば、自分の妹に対して、この男は糸パスを繫いでいることになる。


　それがどういう意味かぐらいは、いつきにも分かる。


　使い魔アガシオン。


　魔女においては黒猫フアミリア。陰おん陽みよう師じならば式神。──あるいは、アディリシアの扱あつかう〈七十二の魔神〉。


　そういう契けい約やくを、ユーダイクスとラピスがしているということだ。


（…………）


　唾つばを飲み込んだ。


　魔法使いに真っ当な神経などありえないとしても、そんなものは欠片かけらも存在しないとしても──これは、ひどく異様な、異質な兄妹きようだい関係といえた。


「ふん」


　くすり、とラピスであるユーダイクスは笑う。


「おおよその話は、ラピスの記き憶おくから汲くみだしている。今、話題になっているのは、私が〈アストラル〉の後こう継けい者しやについて異議申し立てをしたことだろう？」


　男の声に、穂波が反応した。


「そやね。──どういうこと？」


「私が、ツカサ・イバに『続いて』いるものだからだ」


　至し極ごく当然に、男の声は言ってのけた。


「続いて、いる？」


「当然だろう？　魔法使いは、すなわち、はじまりの異形をずっと『続ける』ためだけに存在しているものなのだから」


　座ったまま、いつきの問いにラピス＝ユーダイクスが答える。


「魔法使いとは、結局、血の積み重ねだ。個人の意思など関係なく、努力や才能など程ほど遠とおく、いかにその血が魔に近いか、それだけを競うために生まれた純血の奇形種サラブレツドだ。歯車がひとつずれただけで人間を止めてしまう、こちらとあちらの境界線上の存在だ」


　韻いんを踏ふんだ、呪文のような言葉がゴンドラを流れた。


　少女の──今やユーダイクスのものと化した赤い瞳ひとみが、いつきの怯おびえる顔と銀のアタッシェケースを映し出している。


　ふ、とその瞳が微び笑しようした。


「本来ならば、確かに君が受け取るべきものだろう。血の積み重ねである以上、余人の関かかわる余地などない。──だが、君は受け取りたいのか？」


「────っ」


　訊きく。


　ずくん、といつきの心臓を刺さし貫つらぬいて、まっすぐにラピス＝ユーダイクスが訊く。


「君が社長になったいきさつぐらいは知っている。この数ヶ月、まがりなりにも〈アストラル〉を率いてきた事実も承知の上だ。その上で訊きたい。純じゆん粋すいの異常。純血の異い端たん。純白の狂きよう気き。──君が見てきた魔法使いという生き方に、君は『続いて』いきたいのか？」


〈アストラル〉の社長として、父親の──伊庭司の後に『続きたい』のか。


　社員たちの、魔法使いとしての生き方を、背負っていいのか。


　それは、今の今まで、誰だれも訊かなかった問い。


　伊庭いつきが、ずっと避さけてきた問い。





　──右目と、胸が、身体の内側から疼うずいた。





「僕は……」


「社長」


　穂波が、横から遮さえぎる。


「卑ひ怯きようやろユーダイクス。うちの社長が素人しろうとや言うといて、言こと霊だまにかけるつもり？」


「私に、そんな技術はない。今のはただの問いかけだよ。本当にね。そして、伊庭いつきが『続かない』のであれば、私がその代わりを担になってもいいと言っているだけだ」


　ソファに座ったまま、ラピス＝ユーダイクスは悠ゆう然ぜんと語った。


「担う？　誰もそんなん求めてへん。あんたに担われる理由なんかない」


「だが、〈アストラル〉には担い手が必要なのだろう？」


　ラピス＝ユーダイクスは知りきった声で言う。


「相続者がいなければ、〈協会〉はすぐさま〈アストラル〉の登録を外すだろう。そうなれば──少なくとも、葛城みかんと猫屋敷蓮は本来の魔ま術じゆつ集団に戻もどることになるはず。だから、どうしても伊庭いつきを社長にしなければならなかったんじゃないのか」


「こっちの内情はお見通しやって言いたいわけ？　でも、血のつながってないあんたがどうやって『続く』いうん？」


「決めるのは、伊庭いつき本人だ。そして、私なら、〈アストラル〉の抱かかえる内ない憂ゆうをよりよい形で処理できるというだけだ。加えて言えば、血の問題も、私とツカサ・イバに限っては問題にならん。それを克こく服ふくするために──私はずっと時間を費やしてきた」


　ラピスの顔で、賢けん者じやの声で、断言した。


　さしもの穂波が、その言葉に秘ひめられた圧力に、後じさる。


「〈アストラル〉の誕生、発展、衰すい亡ぼう──そのすべてを、私は見てきた。ツカサ・イバのすぐそばでね。ツカサ・イバという人間に触ふれ、ツカサ・イバという人間にずっと憧あこがれ、ツカサ・イバという人間にずっとずっと傾けい倒とうしつづけた。ずっとずっとずっと彼に『続く』ためだけに、ずっとずっとずっとずっとずっと時間をやすりにかけつづけてきた。


　ずっと、ずっと、ずっと、ずっと、ずっと、ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっと──。


　──だからこそ、私は、〈アストラル〉も含ふくめた、ツカサ・イバのすべてを継承したい」


「すべて、を……？」


　呼吸が、痛かった。


　ただの問いかけと言ったラピス＝ユーダイクスの言葉は、いつきの四し肢しを呪じゆ縛ばくし、肺と気管を怖おそれの炎ほのおで炙あぶった。


　怖こわい。


　この男が、怖い。


　この男が垣かい間ま見みせた──どうしようもない執しゆう念ねんが怖い。


　これほどまでに根深い執着を、欲望を、いつきはぶつけられたことがない。何世代も何世代も『続いていく』という魔法使いの生き方を直視したことがない。


　だから、たとえ魔法でなくても。


「僕……は……」


　押しつぶされるように、言葉が漏もれる。


　委ゆだねてもいいのかもしれない。


　自分と違ちがって、本当に社長として〈アストラル〉を率いてくれる相手なら。


「僕……は……」


　もう一度、呟つぶやく。


　そのとき、曖あい昧まいにぼやけた視界の中で、いつきは視みた。


「穂波……？」


　蒼あおい瞳ひとみの少女が、セーラー服の胸むな元もとを押さえていた。


　もどかしそうに、何か言いたげに唇くちびるを動かして、だけど何も言わずに、ただいつきをじっと見つめていた。


　口にはしなくても、いつかのやりとりが耳に届いた。





　──『でも……これは『仕事』だと思う』


　──『父さんが受けた『仕事』なんだろ。だったら、二代目の僕にも責任があると思う』





（──そうだ。そう、言った）


　だから。


　奥歯を、嚙かみ締しめた。


「社長？」


「……それ、でも」


　穂波の前に出て、自分の弱気を叱しつ咤たする。拳こぶしをきつく握にぎり締め、震ふるえる膝ひざ頭がしらを叩たたき、青い顔を無理やりにあげた。


「それでも、僕は〈アストラル〉の社長です。穂波も、みかんちゃんも、黒羽さんも、猫屋敷さんも、僕の大事な社員です。会ったばかりの他人に、任せられるはずがない」


「──社長」


　穂波が唇をほころばせ、


「おや」


　意外そうに、乗っ取られたラピスが眉まゆをひそめた。


「なるほど、思ったよりも適性があったらしい。──では、どうするね」


「どうする……って？」


「私が二割の経営権を持っているという事実は覆くつがえるまい。君の決意がどうあれ、〈協会〉に承しよう認にんさせるには必然私の推すい薦せんも必要になる」


　一いつ瞬しゆん、ラピス＝ユーダイクスの視線が〈協会〉の秘書へと投げられ──すぐにいつきへと舞まい戻もどった。


　すっと、レースの手て袋ぶくろに包まれた人差し指が立つ。


「──なれば、〈アストラル〉と『遺産』を賭かけたフェーデを提唱しよう」


「ふぇー、で？」


「魔術決闘フエーデ……魔法使い同士の主張が不ふ一いつ致ちを起こしたとき、勝者を決めるための儀ぎ式しきや」


　穂波が補足した。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイには、力強い光が戻っている。その瞳でラピスの姿をした錬れん金きん術じゆつ師しを睨にらみつけ、


「社長、受ける必要はあらへん。社長が来てから、〈協会〉の入札やってこなしてるんや。いくら〈協会〉でも、実績のある魔ま術じゆつ集団を簡単に切ったりはできへん」


「だが、ツカサ・イバが残した『遺産』は得られなくなる。私も、君も」


「……このアタッシェケースが……あなたの望みなんですか？」


「…………」


　答えはない。


　代わりに、ラピスの口はおかしなことを告げた。


「それとも、アディリシアから、遺産には近づくなとでも聞いたかね」


「──え？」


　予想だにしなかった名前に、いつきは左目を見張った。


　その空白をついて、ラピス＝ユーダイクスがさらに告げる。


「アディリシア・レン・メイザース──ソロモンの末裔すえ。確かに、あれは素す晴ばらしかった。魔法使いが魔法使いたるすべてを備えており、かつそれに呑み込まれない。けなげとも言ってもいい。……私の資料など、見つけなければよかったのに」


　七十二の魔神を操り、誇ほこらしげに微笑ほほえんでいた〈ゲーティア〉の首領。金きん髪ぱつの縦ロールと漆しつ黒こくのドレス、いつも穂波と張り合っていた隣となりの席のクラスメイト。高こう慢まんで、勝気で、でもあんな風になれるなら社長って仕事もいいかと、そう思わされてしまった相手。


　そして。


　──『イツキに伝えておくことがあります』


　──『調べ物をしている際、あなたとも関係のある名前を見つけたのです』


　──『来週には日本へ戻れるかと思いますので、そのときはっきりしたことを伝えます』


「あ……」


　茫ぼう然ぜんと、いつきは呻うめく。


「あの……手紙……」


「さて。フェーデに乗るかね。私が勝てばツカサ・イバの遺産を貰もらう。君が勝てば〈アストラル〉の継けい承しよう権けんを渡わたそう。──乗ってもらえるなら、懸け念ねんしているらしいソロモンの姫についても話すが」


　切り札を見せたギャンブラーの笑えみで、ラピス＝ユーダイクスがゆったりと笑う。


「…………」


　歯は軋ぎしりする。悔くやしかった。でも、ほかに手が浮うかばなかった。


　うつむき、ぽつりと訊きいた。


「何を、やるの？」


　いつきの問いに、ラピス＝ユーダイクスが後ろを振ふり返った。


「こちらです」


　すっと、〈協会〉の秘書が、机のアタッシェケースの隣へ羊皮紙を滑すべらせる。


　ごわごわした革かわの上に赤黒い溶よう液えきで走り書きされた、年代物の契けい約やく書であった。


「──準備しとったん？　最初から、そのつもりやったんやね」


「いいや。使わずにすめばそれでいいと思っていたよ」


　穂波とユーダイクスのやりとりの後、〈協会〉の秘書が説明をはじめた。


「では、契約の説明をしましょう。まず、『遺産』のアタッシェケースを伊庭いつきさまにお譲ゆずりします」


「え、これを？」


　目の前のアタッシェケースを指して、いつきが瞬まばたきした。


「ええ。ただし決着まで『鍵かぎ』は〈協会〉で保管します。──そして、これより三日の内、三度まで、ユーダイクス・トロイデと〈アストラル〉の関係者は魔術戦せん闘とうを行うことを許されます。三日が経たつか、三度の決けつ闘とうが終わったとき、『遺産』を奪うばうことができればユーダイクスさまが、奪えなければ伊庭いつきさまが勝者となります」


「…………」


　つまり、このアタッシェケース自体が、魔術決闘フエーデの争そう奪だつ品になるということだった。


「呪じゆ波は汚お染せんなどの禁きん忌きに触ふれぬ限り、魔術決闘フエーデの場所、時間は問われません。〈協会〉の名のもと、魔術決闘フエーデとそれに関わる事象は処理されます。また、これらの魔術決闘フエーデの結果を保護するため、当事者のふたりには、この契約書を媒ばい体たいとした契約儀式ゲツシユを履り行こうしていただきます」


「契約儀式ゲツシユ？」


「誓ちかいの儀ぎ式しきです。伊庭いつきさまとユーダイクスさまの血と言葉をもって、魔術決闘フエーデを破れぬ契約を行います。ゆえに、一度出た魔術決闘フエーデの結果はけして覆くつがえせません」


「あの……もし破ったら？」


　訊くと、〈協会〉の秘書は淡あわく微笑んだ。


「あらゆる災わざわいが裏切り者を襲おそうでしょう。──過去に破った方の話を聞きますか？」


「い、いや、け、結構です！」


　いつきは真っ青になって、ぶんぶんと両手を振った。想像しただけで、気が遠くなりかけたのである。


　それから、秘書は、銀のナイフをいつきとラピス＝ユーダイクスの間へ差し出した。


「では、おふたりとも心臓に連なる薬指の血にてサインを」


「私は使い魔まの身だ。血は先に封ふう印いんしてあるものでよいかな」


「かまいません。他人の血であれば、契約ゲツシユ自体が起動しませんから」


　鷹おう揚ようにうなずき、ラピス＝ユーダイクスは懐ふところから取りだした試験管の血で、契約書に署名する。


「う……」


　次に、いつきがこわごわナイフを握にぎり、かなりの時間をおいてから薬指の表面を薄うすく切り、契約書へ書きこんだ。


「結構です……では、蒼そう天てんの落ちて汝なんじらを潰つぶさぬ限り、白き海の荒あれ狂くるい汝らを呑み込まぬ限り、緑の大地の裂さけて汝らを呑み込まぬ限り、汝ら、この誓約ゲツシユを破らぬと誓うか？」


「誓おう」


「……誓います。……っ？」


　途と端たん、心臓に楔くさびを打ちこまれた感覚があった。


　息苦しさに胸をおさえ、机につっぷしたいつきの隣で、満足げにラピス＝ユーダイクスは唇くちびるをつりあげた。


「聞いたな〈協会〉。契約ゲツシユは成立した。これよりは魔術決闘フエーデの時間だ。誰だれにも触れられない、誰にも干かん渉しようできない──私と〈アストラル〉の領域だ」


「承しよう認にんします。契約によりて、〈協会〉は決闘に干渉しません」


「それでいい」


　一礼して退席した〈協会〉の秘書を追って、ラピス＝ユーダイクスもまた立ちあがった。


　──と、


「ま、待って。アディリシアさんはっ？」


　机にうつぶせたままのいつきの言葉に、魔法使いは軽く鼻を鳴らした。


「死んだよ」


「え…………」


「私の工こう房ぼうに忍しのび込んだ罰ばつで死んだ。互たがいに魔法使いであれば、仕方のない結末といえるだろうな」


　言い捨てて、踵きびすを返す。


　扉とびらを開ける直前、その首が猛もう烈れつに振ふり返り、眉み間けんのあたりで右手を振った。


　指の間に、ヤドリギの矢が挟はさまっていた。


「──待ち」


　厳しい声があがる。


「もう、魔術決闘フエーデの最中や。あんたの使い魔に手を出しても、たとえそこが〈協会〉の支部であっても、誰にもとがめだてはされへん」


「なるほど。確かにそのとおりだな。ならば、この場を、三回の内の一回目とさせてもらおうか。──いずれ私の徒弟になるものの腕うでも、見る必要があるしな」


　ユーダイクスが──ラピスの身体からだで目を細める。


　そうしなければいられないほどの、膨ぼう大だいな呪じゆ力りよくが立ち昇のぼっていたのだ。


「アディの仇かたき……とらせてもらう」


　部屋の中央で、穂波・高瀬・アンブラーの瞳ひとみは怒いかりに燃えていた。




第３章　魔法使いと翼
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〈アストラル〉事務所の庭で、黒羽はやっとその背中に追いついた。


「待って……待ってください」


「おや、どうしました？」


　影崎が振り向く。


　猫屋敷たちとの話が終わり、事務所を退室したところであった。


　正午近くの陽光が、ビルの谷間から庭を照らしている。みかんが丹たん精せいをこらした朝顔たちも、その庭の端はしで瑞みず々みずしい花を咲さかせていた。


「なんで……さっきのこと、教えてくれたんですか？」


「その方が面おも白しろそうだから、じゃいけませんかね。〈協会〉の人間として来たんじゃないと最初に言ったでしょう？」


「それは、聞きましたけれど」


「なら、それでいいでしょう。それともほかに訊ききたいことでも？」


　陽光を透すかす黒羽の霊エーテル体を見ながら、影崎が促うながす。


　相変わらず、感情のつかめない顔だった。あまりに平均的な容よう貌ぼうは、喜き怒ど哀あい楽らくのどの感情も曖あい昧まいにしてしまう。


　だから、この男の人の顔は、見たものの心をそのまま映すのかもしれないと、黒羽は思った。


　──怖おそれには怖れを。


　──怒りには怒りを。


　──憂うれいには憂いを。


　まるで、それは能のう面めんのように。


「……あの、じゃあユーダイクスさんって、どうしてそんなにいつきくんのお父さんに、その、執しゆう着ちやくしているんですか？」


「ふむ、執着ですか。それはふさわしい言葉ですね。何より、彼の生き方にふさわしい」


　眉まゆをひそめもせず、影崎は顎あごへ手をやった。


「もっとも、あのふたりの関係を説明することは、ある意味、〈アストラル〉の成り立ちを説明するのと同じ意味になりますが。果たして部外者の私が説明していいものかどうか」


「だったら、お願いします。だって、あたし、まだ何も知らないんです」


　ぺこり、と黒羽が頭を下げた。長い髪かみが生前の重力ならわしを思い出して揺ゆれる。


　影崎は、少しの間をおいて、


「では」


　と、言った。


「いくつかありますが、かいつまんで教えるとなると、やはりあのカタブツ錬れん金きん術じゆつ師しの出自からでしょうね」


「出自？」


「ええ、魔ま法ほう使つかいにも当然過去はありますから。むしろ魔法使いなればこそ、自分と関係ない過去にさえ因果を持つこととなります。彼の場合は、あの砂の国……」


　そこで、台詞せりふが止まった。


「影崎さん？」


　黒羽がいぶかしんで、首を傾かしげる。


「いや……どうやら交こう渉しようは決けつ裂れつしたようです」


　そう答えて。


　遥はるか上空を、影崎は見上げたのだった。
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　一辺八メートルばかりの四角い部屋に、壮そう烈れつな呪じゆ力りよくが渦うず巻まいた。


　机とソファとを挟はさみ、穂波とラピス＝ユーダイクスが向かい合っている。


（六つ……ううん七つ）


　自分にある手札を、穂波は冷静に数えていた。


　穂波の扱あつかう魔術は、魔女術ウイツチクラフトとその源流たるケルト魔術。その魔術特性は〈霊樹の末裔（Descendant of Taliesin）〉──自然界より呪力を得る、森と岩と歌の魔術である。人工的な品しかないゴンドラ内では、必然、使える術にも制限が出てくる。


　そして、ラピス＝ユーダイクスの手の内は謎なぞのままだった。


　──錬金術。


　一口にそうくくられるが、これほど多様なバリエーションを持つ魔術はほかにない。


　ギリシャ、アラビア、中国、ルネッサンス華はなやかなりしヨーロッパ。あるいは隔かく離りされ、あるいは相そう互ごに交流を持ちながら、世界の各地で発展していった魔術の総そう称しようこそが、錬金術なのである。


（せめて、国だけでも分かったら……）


　そうすれば、有効な術を編むこともできるだろうに。


「どうしたね？　たかが使い魔相手に随ずい分ぶんと悩なやんでいるようだが」


　ラピスが、ユーダイクスの声で訊く。


「好きに言い」


　答えつつ、穂波はセーラー服の内側から右手を放った。


「我、霊れい樹じゆの加護もて、呪をつむぐ。されば風と岩の導きにて、北西の忌いみ児を穿うがて！」


　ざあああっ


　空気が切れる。ヤドリギの矢。


「……ふん」


　半身になってその矢を避さけ、だがラピス＝ユーダイクスは目を見張った。


　矢は、ひとつではなかった。


　一いつ斉せいに解き放たれたヤドリギの矢たちが、ゴンドラの天てん井じようと壁かべぎりぎりを伝い、あたかも生ける蛇へびのように、四方八方からラピス＝ユーダイクスへと襲おそいかかったのだ。


「ほう」


　肩かたをすくめ、ごく小さなフラスコを放り出す。


　すると、床ゆかで砕くだけたフラスコの中身が、たちまち蒸発し、霧きりとなって少女とヤドリギの矢をとりまいた。


「あっ！」


　その霧に包まれた瞬しゆん間かん、ヤドリギにこめていた呪力が消えた。


　ばかりか、すべての矢がひるがえって、穂波自身へと殺さつ到とうした。


「っ！」


　ほとんど勘かんだけで穂波は床に転がった。代わりに矢の嵐あらしを受けた壁がぐずぐずに破は壊かいされ、青い空を覗のぞかせる。


　ごおっと吹ふき込む風に赤せき髪はつをなびかせ、ラピス＝ユーダイクスが微び笑しようした。


「方向感覚の問題だ。生物・無生物を問わず、この霧は方向感覚を失わせる。今風に言えば、慣性をねじまげるとでも言えばいいか」


　一歩、進む。


「…………」


　無理に立ち上がらず、穂波は膝ひざ立だちのまま錬金術師を見み据すえた。


　見据えたまま、思考する。


（……中国とかギリシャやない）


　そうであれば、硝子ガラスのフラスコなどは使わない。例外はあれど、呪物フエテイシユはほぼ正確に使い手の魔術をあらわす。


　そして、使い魔に同調しながら、魔術を使ったという事実。


（……呪的技術が半はん端ぱやあらへん。術式速度もめちゃ速い。多分、猫屋敷さんと同じか、それより上。四階かい梯ていから五階梯最高位。フラスコを使ってるから対価は触媒カタリストによる消しよう耗もう式。じゃあ、魔術特性は……）


「基本に正しく相手の術の分ぶん析せきからか？　間ま違ちがえてはいないが実戦不足だな」


「なっ……」


「自分の魔術を信じすぎだ愚おろか者。だから無様を晒さらす」


「っ！」


　惑まどわされるな。


　自分の魔ま術じゆつを信じずに、魔法使いがいられるものか。


「ならば、今度はこちらから」


　ラピス＝ユーダイクスの指が、続けてふたつの試験管を取り出し、放り投げた。


　相打った試験管は、空中で液体を混合させ、凝ぎよう固こした槍やりの雨となって、魔女に降り注いだ。


「…………！」


　同時に、穂波も両手の指からヤドリギを放った。


「我、再度つむぐ！　すなわち天にも地にも属さぬ霊樹の加護もて、我に仇あだなすものを撃うたん！」


　空気を、激げき突とつの波は紋もんが渡わたった。


　幾いく十じゆうの水の槍と、同じ数のヤドリギの矢が乱らん舞ぶする。


　まるで、時ならぬブリザードのように、砕けた槍が床やソファに飛び散り、じゅっと煙を立てた。


「酸っ？」


　強きよう烈れつな酸であった。水の槍は、その実、酸で形づくられたものだったのだ。


「──我、三み度たび乞こう！　すなわち霊樹と円石の祝福もて、母なる護まもりと憎にくしみの剣つるぎを鍛きたえん！」


　さらに、唱える。


　ヤドリギの矢とともに、穂波は護ご符ふの円石サークルストーンも転がし、簡易結界を周囲に張る。


　だが、飛沫しぶきまでは押さえきれなかった。部屋の外装が徐じよ々じよに溶とけていき、穂波のセーラー服もあちこちが酸に焼けて、焦こげた臭においを放つ。


　なのに、ラピス＝ユーダイクスは揺ゆるがない。


　ヤドリギの矢も、飛沫も届かない。目に見えていても、彼女だけは別世界に立っているようだった。


「社長、ごめん！　裏の扉とびらから逃にげて！」


　振ふり返らず、穂波が声をかける。


　──返事がなかった。


「社長っ？」





「──穂波」





　それは。


　脳のう髄ずいから爪つま先さきまで突つき抜ぬける、抗あらがいがたい声だった。


「社長命令だ。右斜ななめ四十五度。下方修正三・六度。ヤドリギの矢、射て」


「────っ」


　聞いた瞬しゆん間かん、穂波の指は自らの意思も離はなれて、ヤドリギの矢を操あやつっていた。


　しゅん──！


　ただ一条。それまで数え切れぬほど撃った矢と違って、その矢は空中で停止した。


　いや、停止したその場所から、つうと白い血が滴したたり、もうひとりのラピス＝ユーダイクスが姿を現したではないか。


「え……」


　と、穂波が息を呑のんだ。


「単純な罠トリツクだ。あの霧きりが幻げん覚かく剤ざいにもなっていただけ。最初から、そいつはそこに立っていた」


　確かに、少年いつきの声だった。


　だけど、それは、まったく異質な声だった。


「……お前、その目は……」


　焦げた床ゆかから妖よう々ようと立ち上がる姿に、傷ついたラピス＝ユーダイクスまでもが絶句した。


　右手にアタッシェケースと眼帯を握にぎり、少年はうつむいていた。


　うつむいているのに、垂れた前まえ髪がみの奥から、右目の色だけが朧ろう々ろうと浮うかび上がっていた。


　まるで、鬼火ウイル・オー・ウイスプのように。


　まるで、柘ざく榴ろのように。


「社長……」


「……報むくいは受けてもらうぞ、ユーダイクス」


　それは赤く禍まが々まがしい──人間の色素ではけしてありえないはずの──紅玉カーバンクルの瞳ひとみだった。
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「……お前、その目は……」


　目前のラピス＝ユーダイクスの呻うめきを、いつきは遠く聞いた。


　ひどく、現実味がなかった。


　世界と自分とが、薄うす皮かわ一枚で隔へだてられている。


　あらゆるものに実感がなく、自分の身体からださえ、別人のものとしか思えない。


「…………」


　そんな中、右目だけが炎ほのおを埋うめ込んだように熱かった。


　いや。


　よう、じゃない。


　これは、まさしく炎だった。マグマであった。眼がん窩かが焼け、焦げた肉が剝はがれ、脳の爛ただれる感覚まで、いつきははっきりと自覚した。


（でも……それがどうした）


　苦痛よりも吐はき気よりも激しい何かに、衝つき動かされる。


（アディリシアさんが……死んだ？）


　ただの言葉だ。


（僕のために……ユーダイクスの工こう房ぼうへ忍しのびこんで……殺された？）


　いつきは、確かめていない。


　だが、あの台詞せりふがハッタリじゃないぐらい分かる。分かってしまう。「死」など魔ま法ほう使つかいにとっては日常的な概がい念ねんゆえ、それはハッタリにすらならない。





【……見ロ】





　ぎちり、と。


　右目が、喋った。


　ごく稀まれに、脳のう裏りに響ひびく声。


　その声と思考とが、いつきの中で交わり、混こん濁だくする。





【……見ロ。視みロ。観みロ。アノ脆ぜい弱じやくナ魔法ヲ】





　そう、見る。


　呪じゆ力りよくの流れを見る。魔法の本質を視る。神秘の真実を観る。


　妖精眼グラム・サイト。幻まぼろしの瞳。伊庭いつきの持つ、たったひとつの魔法。


「……報いは受けてもらうぞ、ユーダイクス」


「それは御ご免めん蒙こうむる。──だが、その眼めとやりあう愚ぐは避さけよう」


　次の瞬間、ラピス＝ユーダイクスの取った行動は、思いがけないものだった。


　躊ちゆう躇ちよ無く、少女の姿は床を斜めに転がり、最初の攻こう防ぼうで壁かべに開いた穴から身を投げ出したのである。


「えっ──」


　穂波が、穴に駆かけ寄って見下ろす。


　眼下に、黒いツーピースが花のごとく広がった。


　飛行船のふたりへ微び笑しようを送り、ラピス＝ユーダイクスは試験管のコルクを指で抜ぬいた。


「ライモンドゥス・ルルスの秘薬っ？」


　それは、霊エーテル体の翼つばさをつくる薬であったろうか。


　一瞬、雲のように少女を包み込んだ秘薬は、ただちに白い翼となって少女の背中で羽ばたいたのだ。


　飛行船の方角と逆に流れ、翼持つ少女が遠ざかっていく。


「──社長」


　振ふり返った穂波の手に、棒状の物体が投げられた。


　交こう渉しようの前に置いていた、穂波の箒ほうきだった。


「追う。僕を乗せろ」


「う、うん」


　有無を言わさぬ少年の命にうなずき、穂波は瞬まばたきした。


（本当に……これがいっちゃん？）


　穂波も、いままでに何度か見た。


　妖精眼を解放した、いつきの姿。


　普ふ段だんの弱気が反転した、圧あつ倒とう的な威い厳げん。


　穂波の知らない、もうひとりのいつき。いや、それとも、こちらこそが本当の少年なのだろうか。


「どうした？」


「……………………………………………………………………………………ううん。行くで」


　悩なやみを振り切り、ふたりもまた、蒼そう穹きゆうへと飛び出した。








「決けつ裂れつ──って、いつきくんと〈協会〉の?!」


　黒羽は思わず叫さけび、宙に浮ういていた。


　飛び立った飛行船が見えるはずもないが、一生懸けん命めいに目を凝こらす。その黒羽へ手を振って、影崎が落ち着くよう促うながした。


「いえ、おそらくはユーダイクスでしょう。〈協会〉内部で呪力の気配があったということは──多分魔術決闘フエーデでしょうね」


「フェーデ？」


「要は、〈協会〉の許可を得た決けつ闘とうですよ。騎き士しだろうが魔法使いだろうが、結局、最後の考え方に大差はありません。欲しいものは力ずくでももぎとるというだけのことです」


「でも、あの飛行船の中で！　そんなの滅め茶ちや苦く茶ちやです！」


「むしろ、〈協会〉にとっては好都合でしょう。あの領域であれば、呪波汚お染せんの心配もないですし、隠いん蔽ぺいもしやすい。実際に墜つい落らくでもしない限りは、偽ぎ装そう魔術が補ってくれますしね」


「でも、そんなの……」


「まだ、普通の人間の考え方が抜けてないようですね」


　苦笑するでもなく、影崎が指し摘てきした。


「…………」


　黒羽は黙だまり込む。


　生身でないはずの身体からだが──ぞっと冷えた気がした。


　ビルの谷間にある〈アストラル〉の庭。その向こう側の商店街からは、そろそろ昼休みということもあってか、雑多な話し声や足音も聞こえる。


　明るい太陽の下。頭上の空では、異能の戦いが行われているとも知らず。


　ああ。


　こちら側と向こう側──こんなに近いのに、とてつもなく遠い。


「こちら側は、ずっと昔からそういう場所です。魔ま法ほうといえば賢者の作業アルス・マグナにも聞こえるでしょうが、やっていることは野や蛮ばん極きわまりない。〈協会〉のやっていることはその野蛮や禁きん忌きが世せ俗ぞくを侵しん食しよくせぬように目を光らせている──それだけのことにすぎません」


「魔法使いなのに？」


「魔法使い、だからこそ」


　影崎が、三日月のように唇くちびるを歪ゆがめる。


「魔法なんて、とうの昔に忘れ去られた遺物にすぎませんよ。──そんな過去に『続こう』とするものなど、最初からどこかがおかしいんです。目的のために手段を選ぶような人間なら魔法使いになどなりません。ユーダイクス・トロイデという錬れん金きん術じゆつ師しはその筆頭です」


「…………」


「もっとも、命の心配をする必要はないですがね。仮にも伊庭司の血脈を、ユーダイクスが途と絶だえさせるとは思えません。半死半生とか、それよりもっとひどい目には遭あわされるかもしれませんが」


「いつきくんは、大だい丈じよう夫ぶです！」


　唐とう突とつに、黒羽が強く言った。


「ほう？」


「だ、だって、穂波さんが一いつ緒しよにいるんです。絶対、穂波さんはいつきくんに怪け我がさせたりしません。それに……いつきくんには、あの赤い目があるんだもの」


　黒羽も、何度か〈アストラル〉の事件に携たずさわってきた。


　貸し出し魔法使いレンタルマギカ、魔法がらみのトラブルに派は遣けんされるスペシャリストたち。ケルト魔術の穂波、陰おん陽みよう道どうの猫屋敷、神しん道とうのみかん……皆みな、強くて、凄すごくて、格かつ好こう良くて……


　だから、憧あこがれた。


　見習いである自分も、いつかそうなりたいと。あのとき、手を伸のばしてくれたいつきみたいに、自分もなりたいと。


　ひとりぼっちだった黒羽にとって、それは幽ゆう霊れいになってから、はじめて見つけた目標でもあった。


　そんな黒羽の様子をあの無表情で見つめ、影崎は訊きいた。


「妖精眼グラム・サイト、ですか？」


「あ、あたしのときも、あの目で助けてくれたんです。だから、いつきくんは……」


「妖精眼を使わずにいられればいいですがね」


　静かに、口にした。


「えっ──？」


「あの若社長は、社長ではあっても魔法使いではないでしょう」


　庭の雑草を踏ふみ、影崎が言う。


　なぜだか、ひどくまずいことを聞いた気がした。


「どういう……意味です？」


　影崎が、そっけなく肩かたをすくめる。


「対価のない魔法なんてありません。たとえ、すぐには分からないものであろうと、強力な魔術であればあるほど、膨ぼう大だいな対価を支し払はらうことになる。ですが、魔法使いならぬいつき社長はまだそのことを身にしみては理解していますまい」


「対、価……」


　黒羽にも、その意味は理解できない。


　魔法使いでない彼女に分かるのは、ただ不ふ吉きつな予感だけ。悪魔と取引するような、暗あん澹たんとした重い感覚。


「等価交こう換かんともいいます。──それと、もうひとつ。最初の質問に答えておきましょう。ユーダイクスは、〈アストラル〉の結成時、唯ゆい一いつ伊庭司の推すい薦せんで加入した人物です」


「いつきくんのお父さんの？」


「ええ。〈アストラル〉はもともと別の魔法集団なり、独立した魔法使いなりが寄り集まってできた組織ですからね。その中で、ユーダイクスだけは、ほぼ無名のまま、伊庭司の肝きも煎いりで入ってきたんですよ。でも、彼の能力は誰だれもが認めざるを得なかった。中でも、呪じゆ力りよくの解かい析せきについてはずば抜ぬけていましたよ。今に至るまで、私はあれ以上の魔法使いを知りません。そう、〈アストラル〉にとっては、あれが黄金時代だったでしょうね」


　事務所を振ふり返り、影崎が語る。


「ですが、ユーダイクスはその黄金時代から何も受け取ろうとはしませんでした」


「受け取らない？」


「文字通りですよ。金銭も、宝物も、呪物フエテイシユも、魔術も、その他一いつ切さいの報ほう酬しゆうを彼は受け取らなかった。例外は〈アストラル〉の経営権ですが、これは伊庭司自身を含ふくむ創始メンバー全員に分け与あたえられたものです」


　からっぽの手をあげて、影崎がひらひら振った。


「目的のために手段を選ばない、とさきほど言いました。でも、本当のところ、彼の目的は誰も分からなかった。ただただ伊庭司に付き従う──目的はなくても手段は選ばない──そういう魔ま法ほう使つかいでしたよ」


「…………」


　黒羽は、呼吸を止めた。


　無欲な人間の、執しゆう着ちやく。


　そういう人間の執着は、この世で最も恐おそろしいのではないだろうか。


「何にせよ、ユーダイクスはただ伊庭司の命令だけを聞きつづけました。そして、伊庭司が姿を消すと、最初に〈アストラル〉から脱だつ退たいした」


　そこで、話は終わった。


　庭では、変わらず夏の光が輝かがやいていた。どこかで、みーんみーんと蟬せみが鳴いていた。


「では、これで」


　一礼して、離はなれようとした影崎へ、


「……あ、待ってください。お話、ありがとうございました」


　と、黒羽は丁てい寧ねいに頭を下げた。


「別に。礼を言われるほどのことでもありませんよ」


「でも、ありがとうございます。親切にしてもらったら御お礼れいを言うものだと思います」


「は？　親切──ですか」


　真顔で言う幽ゆう霊れい少女に──これはほとんど奇き跡せき的なことに──影崎が目を丸くした。なんというか、歯車の調子が狂くるってつい人間に戻もどってしまった、という感じだった。


　こほんと咳せき払ばらいしてから、影崎は口を開いた。


「……最後にひとつ、私から訊いていいですか？」


「え？　あ……はい。あたしに答えられることなら、なんでも」


　ひどく神しん妙みようにうなずいた黒羽へ、ゆっくり問う。


「あなたは、〈アストラル〉が好きなんですか」


「──はいっ！　もちろんです」


　夏にふさわしい、天真爛らん漫まんな笑え顔がおだった。


　その笑みを、どこか眩まぶしそうに見つめてから、影崎はもう一度くたびれたスーツの背を屈かがめた。


「……では、これで」


　さきほどと同じ言葉を告げ、魔法使いらしくもなく、その足で歩いてビルの谷間へと消えていったのだった。





　　　　＊





　流星か、稲いな妻ずまだった。


　太陽と入道雲しかない青空を、魔女の箒ほうきと天使とが、絡からみ合いながら翔とんでゆく。


　箒を操あやつる穂波の髪かみが、ちぎれそうなぐらいたなびいていた。雲に突とつ入にゆうするたび身体からだが濡ぬれ、しかし、あまりの速度にすぐさま乾かわいてしまう。水分が染しみ込む前に、風圧で吹ふき飛んでしまうのだ。


「いつっ──！」


　かじかむ手で、握にぎり締しめる。


　すっとんでいきそうな箒を、力ずくで押さえ込む。


（──滅め茶ちや苦く茶ちやや！）


　珍めずらしくも胸中で弱音をこぼし、穂波はラピス＝ユーダイクスを見定めた。


　少女は、いまだ箒の前を飛んでいた。


　──ライモンドゥス・ルルスの秘薬。中世、イギリス国王に逆らったため、倫敦ロンドン塔とうに幽ゆう閉へいされた錬れん金きん術じゆつ師しが作ったという飛ひ翔しよう薬だった。穂波も、イギリスの学院にいたとき、その伝説ぐらいは習っている。


　だが、こんな異常な速度が、霊エーテル体の翼つばさだけで出せるとは！


「社長っ、大だい丈じよう夫ぶ？」


「──大丈夫だ。こんなもの」


　背中から、よどみない声が返る。少年は自分の背後に座っている。


　なのに──こんなに近くにいるのに、ひとりぼっちな気がしてならなかった。


「穂波、向こうに呪じゆ力りよく集中」


「──あっ」


　ラピス＝ユーダイクスが、新たなフラスコを放ったのだ。


　割れた硝子ガラスが、酸を纏まとった散さん弾だんと化して、穂波たちに迫せまった。


　だけど、


「高速詠えい唱しよう。魔力強度は一階かい梯ていで十分。円石サークルストーンによる簡易結界を二時方向、下方十五度に一秒展開」


「──わ、我は繰くり返す！　風と岩の加護もて災わざわいを弾はじく盾たてとなす！　存あれ！」


　命令のまま形づくったわずか十センチばかりの結界が、穂波たちに命中する散弾「だけ」を的確に防いだ。


（────！）


　その結果に、穂波は戦せん慄りつする。


　あまりにも精密すぎる命令と、その命令に瞬しゆん時じに従えた自分に愕がく然ぜんとする。


　それこそ──魔ま法ほう使つかいが言ってはならないことに──魔法を見ているようだった。


「……どこまで……食い下がる……！」


　こちらを振ふり向いたまま、ラピス＝ユーダイクスがこぼす。


　背面飛行でも、速度はまるで緩ゆるまない。安定性や最大速度については、向こうの方が上らしかった。


「加速、右六度旋せん回かい」


　再び放たれたフラスコの散弾の間を、箒がぎりぎりで抜ぬけていく。


「下降六度、右捻ひねり七度」


「最大加速、左きりもみ、五度上じよう昇しよう」


「左下方六度、結界展開。最大加速」


　フラスコは雹ひようとなり、嵐あらしとなり、穂波たちに降り注いだ。


　なのに、そのすべてを避さけて、跳はね返して、箒は少女への距きよ離りを大だい胆たんに詰つめていった。


「馬ば鹿かな……」


　慄おののくラピスの右方向から、箒は入道雲へ突入した。


「穂波、後部のみ最大減速、機首上昇二百七十度」


「えっ──」
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　雲の中で、ぐるりと視界が回る。


　スピードはそのまま、箒が縦回転する。最大速度で前進しながら、箒の先だけがでんぐり返りして下方向へ向いた。


（クルビット──っ？）


　イギリス空軍で、そう呼ばれた極限の曲芸飛行。


　強きよう烈れつな遠心力に悶もん絶ぜつしながら、穂波は見た。


「いっちゃん……」


　いつきの右目を。


　凄すさまじい機動の中、悠ゆう然ぜんと身を持ち上げたいつきの右目が、さらに赤く輝かがやくのを。


　入道雲を抜けた瞬間、直立した自分たちが、ぴたりラピス＝ユーダイクスの真上数十センチへ出現したのを。


「ユーダイクス──！」


「なっ……」


　頭上を見上げたラピス＝ユーダイクスが、大きく喉のどを鳴らす。


「……お前は……！　なんという……」


　そして、その眼前へ、いつきは高々と、これまで魔ま性しようを打ち崩くずしてきた拳こぶしを振り上げた。


「お前の執しゆう着ちやくは──」


　息を吸って、


「──お前が償つぐな」





【──我ガ喰くラオウ】





「?!」


　刹せつ那な。ラピス＝ユーダイクスの鳩みぞ尾おちを強打した、まさにその瞬間。


　ぐらり、といつきの上半身が揺ゆらいだ。


　直立した箒ほうきから、いつきが放り出されるのはあっという間のことであった。


　──上空三千メートルから。


「いっちゃん──！」


　穂波の叫さけびが、届いたかどうか。


　そのとき、すでに、いつきの意識は右目だけに捕とらわれていた。


（あ……あ……あああああああああああ……）


　身体からだは完全に硬こう直ちよくし、五感は脳と切り離はなされ──なのに、少年の右目だけが、おぞましく嗤わらっていた。





【我ガ、喰ラウ】





　最後に、そんな声が遠く響ひびき。


「いっちゃん──っ?!」


　気絶したラピスとともに、少年の身体は、青空を逆しまに流れていった。





　　　　＊





　カチ、カチ、カチ


　カチ、カチ、カチ


　カチ、カチ、カチ。


　カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ。





　百の時計。百の秒針。一秒ごとに百度時間の刻まれる部屋。


　カーテンに遮しや光こうされた薬やく剤ざい室で、ユーダイクスはかっと瞼まぶたを開いた。


「げほっ……がはっ……」


　同時に唇くちびるを押さえ、激しく咳せき込む。


　膝ひざを落とし、四つん這ばいになって、巨きよ大だいな肩かたを上下させる。純白のインバネスが波打ち、裾すそに触ふれた時計と薬剤が、床ゆかでけたたましい音をたてて割れた。


「がはっ、ごほおっ……ぐごおおおおっ……」


　悪あく臭しゆうと歯車の中、インバネスの背骨が折れそうなほどに痙けい攣れんする。


　ほとんど内臓を吐はき出さんばかりの勢いで床にうつぶせ、そのくせ吐と瀉しや物の欠片かけらも吐かずに、ユーダイクスは悶もだえていたのだ。


　やがて──


　カーテンが風に揺れ、似つかわしからぬ夏の光をもって巨漢の顔を照らし出したとき、その頰ほおは別人のように削そげ落ちていた。


　幽ゆう鬼きか、亡もう者じやか。


　魔ま術じゆつの反動──返かやしの風ともいわれる現象であった。


　空間を超こえ、いつきの一いち撃げきは恐おそるべき威い力りよくをもって、この錬金術師を打だ撃げきしていた。使い魔を破られたとき、魔法使い本人もまた傷を負ったのである。


「……糸パスを構成していた呪じゆ力りよくを、直接断たち切ったか」


　分厚い唇を拭ぬぐい、椅い子すにすがりついて、ユーダイクスが立ち上がる。


　足元はいまだ定まっていなかった。


「なるほど、予想以上だった」


　硝子ガラスと歯車をにじり潰つぶしながら、呟つぶやく。


　だが、見るがいい。


　その唇には、会心ともいっていい笑えみが刻まれていた。


　そして、巨漢の白き錬金術師は、窓の端はしからたぎり落ちる陽光を見つめ、にんまりと囁ささやいたのだった。


「しかし、私の唯ゆい一いつの懸け念ねんは見たぞ。妖精眼グラム・サイト」


　と。





　　　　３




「──いつきくんっ？」


「お兄ちゃん社長?!」


〈アストラル〉の事務所へいつきが運び込まれたのは、すでに夕ゆう陽ひも落ちようかという頃ころ合あいであった。


　地面に激げき突とつする直前、ぎりぎりで穂波がすくいあげたのだ。


　だが、ラピスはともかく、いつきは無事とはいかなかった。


　駆かけ寄った黒羽とみかんが、昏こん睡すいしたいつきに眼めを見張る。特にみかんの方は、すぐさま大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべて、いつきの身体へすがりついた。


「あー駄だ目めです駄目です。どういう状態か分からないんですから、昏睡した人を無理やり揺ゆさぶっちゃ毒ですよ」


「やーっ、やーっ、だってお兄ちゃん社長、眼覚まさないんだよっ」


「だ、だからとりあえず大人しくしてくださいってば」


　そんなみかんを猫屋敷がなんとか羽は交がい締じめにし、


「一体、何がありました？」


　と、玄げん関かんをうかがった。


「…………」


　少女──穂波はうつむいたまま、玄関で唇を嚙かんでいた。


　栗くり色いろの髪かみが、べったりと夕陽の色に染まっていた。アタッシェケースを握にぎった手が小刻みに震ふるえ、眼鏡めがねの奥は逆光になって見えなかった。


「フェーデで、やられた」


「ユーダイクスさんに？」


「ううん。社長が眼帯を取って、あの状態になって、ユーダイクスの使い魔の糸パスを断つのと同時に倒たおれた」


　声は、冷静なままだった。


　むしろ、いつもよりも平静なぐらいだった。寒冷地ツンドラの、凍こおった湖面を思わせた。


「なるほど」


　うなずいた猫屋敷の懐ふところで、にゃあと首を出した白虎が鳴いた。


　その白虎の鳴いた方角を向いて、


「では、こちらの女の子は？」


「ラピス。ユーダイクス・トロイデの妹や。さっき言った使い魔」


「……ははあ」


　さすがに一いつ瞬しゆん、猫屋敷の眉まゆがひそまった。


「…………」


　女の子──ラピスは黙だまって、ただいつきを見つめていた。敵意どころか、自意識すら朧おぼろな様子だった。白い手首には魔ま封ふうじとして、穂波のリボンが魔女結びウイツチ・ウイツトで縛しばってある。ユーダイクスに再び糸パスを繫つながれないための処置だった。


「ふむ……ま、いいでしょう。とりあえず大変なのは社長の方ですし」


　顔を撫なでて、猫屋敷はもう一度いつきを見み据すえた。


「外傷はないですが、呪力の乱れが激しいですね。特に右半身がひどい。半ば、呪波汚お染せんになりかけてますよ」


「にゃあ～お」


「なあなあ」


「ふにゃーおう」


　ぽろぽろと羽織からこぼれたさらに三匹びきの猫ねこ──青龍、玄武、朱雀すざくが歩み寄り、いつきの頰ほおを舐なめる。


　舐められた個か所しよだけが猫の体温でかすかに赤くなり、だけど、少年の瞼まぶたはぴくりとも動かなかった。


「うん。──すぐ治ち療りよう始める。呪じゆ力りよくの洗せん浄じようから徹てつ底てい的にやるから、猫屋敷さんも手貸して。後、〈アストラル〉の呪物フエテイシユも借りる」


「まあ待ってくださいな」


　横を通り過ぎようとした穂波の手首を、猫屋敷がつかんだ。


「猫屋敷さんっ？」


「今日は、私がお茶を淹いれますよ。治療はそれを飲んで、事情をゆっくり聞いてからです」








　少しして、ほっとする焙ほうじ茶の香かおりが、事務所のキッチンに広がった。


　いつきとラピスのことをひとまず黒羽たちに任せ、猫屋敷が急きゆ須うすに熱湯を淹れたのである。


　蒸むらしている間にううんと背筋を伸のばして、青年はふと隣となりを向いた。


「アディリシアさんが？」


　と、穂波に訊きいたのである。


「そう、あいつは言ってた。それで魔術戦になったときに、社長が眼帯取ってて」


「──まあ、無理はないですかね。もとより強い情動は魔術に影えい響きようを及およぼしますし、特に社長の場合、自分ではまともに制せい御ぎよできてないわけですから」


　蒸らした急須を、軽く揺らした。ついで茶ちや碗わんを並べ、こぽこぽと注ついでいく。どこが、というわけでもないのに、猫屋敷の手並みは茶道を思わせる優ゆう雅がなものだった。


「アディリシアさんは、イギリス時代の同級生でしたっけ」


「一応。あたしは中ちゆう途と入学やったけど」


「首席は穂波さん？」


「首席はね。アディは〈ゲーティア〉を継つぐために途中で退学してもうたし。──テストやと、三回に二回はアディが上やったかな。あたしはテスト期間も外でフィールドワークしてる方が多くて、そしたら、いつもアディに怒おこられてた」


「おや、どうしてです？」


「──そんなのあたしが気に入らないからちゃんと勝負しなさい、やって。アディらしいやろ？」


「そうですね」


　柔やわらかく笑って、猫屋敷が焙じ茶をすすめた。


　その笑えみがすっと消えた。


　受け取った穂波の手の中で、焙じ茶の水面が小刻みに揺ゆれていたのだ。指が震えていたためだった。


「ん、お茶ありがと。……もう話はええやろ。あたしも、社長の呪力洗浄手伝う」


「穂波さん」


「何？」


「穂波さんは、まだ待っててください」


「なんで！　フェーデはまだ二回も残ってるんやで。早く社長に復帰してもらわへんとやられたい放題やんかっ」


　激げつ昂こうが、猫屋敷の顔を叩たたく。


　かすかに眼めを細めて受け流し、青年陰おん陽みよう師じはこう訊いた。


「アディリシアさんについて、どう思ってます？」


「……どう思ってるも何も、魔法使いが死ぬなんて、そんなん当たり前やろ。現代でこんなことをやってるんやから仕方あらへん。それやのに……それやのに、あたしがここで止まってたら、それこそアディが無む駄だ死じにやんか！」


「前向きなのと浅せん慮りよなのは違ちがいますよ」


　あっさりと、猫屋敷は首を振ふった。


「整理できないことを無理に整理するのが大人というわけでもありません。立てないときに無理に立ち上がるのは、治る傷も治らなくする、愚おろか者の行こう為いですよ」


「…………っ」


　びくりと、穂波の肩かたが震ふるえた。抗こう議ぎしようと持ち上がった顔は、結局何の言葉も発することがなかった。


「呪力の洗浄はみかんさんと私でやります。その間、休んでいてください。──では」


「ふにゃあ」


「にぃ～あ」


　お盆ぼんを猫たち──白虎と朱雀の背中に載のせて、猫屋敷が背中を見せた。


　そうしても、今度は引き止められなかった。


（さてさて……ここが、いろいろ正念場ですかね）


「……にあ」


　と心配げに鳴く玄武の喉のどをくすぐり、猫屋敷は廊ろう下かの角を曲がった。


「あれ黒羽さん？」


「あ、猫屋敷さんっ」


　廊下の端はしに、長い髪かみの少女が立っていたのである。


「あ、あの、ごめんなさい。なんか、キッチンに入りづらくて」


「かまいませんよ。で、どうしました？」


　促うながすと、黒羽はややも慌あわてた口ぶりで、


「地下室で、みかんちゃんが──お兄ちゃん社長を傷つけた人なんかと一いつ緒しよにいられないって、ラピスちゃんと喧けん嘩かになっちゃって」


「それはそれは」


　聞き終わる前に、猫屋敷は急ぎ足で歩き出していた。


　階段を降りる。


〈アストラル〉事務所・地下室。大がかりな儀式魔術リチユアル・マジツク用に、複雑な選せん択たく的結界を張り巡めぐらせた部屋であった。ある意味において、地上の事務所以上に〈アストラル〉の肝きもといえた。





「──はらいたまい、清めたまう」





　その長い階段を降り、青銅の大きな扉とびらを開けた途と端たん、





「はらいたまい、清めたまう。いわまくもあやにかしこきはらえどおおかみのおおみいずをこいのみまつり、すべてのまがごとつみけがれをはらいのぞかむと、あまつのりとのふとのりとごとのる──」





　舌っ足らずな祝詞のりとが、十メートル四方の地下室に反はん響きようした。


　ぱん！


　くわえて、拍かしわ手でが打ち鳴らされる。


　目には見えず、しかし清らかな何かが、結界の中にさらなる線を引いた。


「ふーっ、ふーうっ」


　その中央で、巫女みこ服のみかんは、獣けものさながらに威い嚇かくしていた。背中には昏こん睡すいしたいつきとそのベッドが置かれており、いまの〈禊みそぎ〉によって凛りんと澄すんだ空気に浴している。


「…………」


　対して、ラピスは黙だまったまま、今みかんが拍手を打った少し前で、立ち往生していた。


　いつもどおりの無表情だが、同じ場所で小さく足あし踏ぶみしているのは、なんだか困っているようにも見えた。


「──みかんさん」


　と、猫屋敷は声をかけた。


「あ」


「あ、じゃないですよ。喧嘩しないようにって言いましたよね？」


　たじろぎつつも、みかんは反論した。


「だ、だって、この子が、お兄ちゃん社長を怪け我がさせたんでしょ。だから離はなれてって言ったのに、ずーっとお兄ちゃん社長にくっついてるし。それに……この子の身体からだ、絶対なんかおかしいもん！」


　みかんの──神しん道とうの魔ま術じゆつ特性〈禊ぎ〉は、あらゆるケガレを祓はらう絶対結界だ。ほとんどの魔術・呪じゆ力りよくを拒こばむが、逆にいうと人間そのものにはまったく影えい響きようを与あたえない。


「……じゃあ」


　視線を滑すべらせる。


　黙ったままのラピスの肩かた口ぐちに、白いものが滲にじんでいた。


　最初、ペンキか何かと思った。今の〈禊ぎ〉の衝しよう撃げきで、机か何かの塗と料りようが剝はく離りしたのかと。


　だけど。


　それは白いのに、確かに馴な染じみ深い臭においを放っていた。やっと生き地じへ滲む程度の量なのに、ねっとりとした錆さびた鉄の臭いを、潮のように広げていた。


「白い……血……？」


　黒羽が、大きな目を見開いた。





　　　　４




「なるほど」


　と、猫屋敷は得心した。


「……ホムンクルス、というわけですか」


「な、なんですかそれ？　なんのことです？」


　後ろで、黒羽が瞬まばたきする。霊エーテル体である彼女もまた、みかんの〈禊ぎ〉に近寄ることができないのである。


「錬れん金きん術じゆつによる人工生命ですよ。ラテン語でいえば『小さな人ホムルス』。パラケルススの論文通りなら、試験管の中だけでしか生きられない生物ですけど、あの人はそのくびきから逃のがれたのですね」


「あにさまは、天才だから」


　ラピスは、無表情に言った。誇ほこらしく、と見えないこともなかった。


　裏腹に、ツーピースに滲んだ血を押さえようともしない。あるいは、痛覚がないのかもしれなかった。それとも、痛覚があっても、傷を癒いやすという思考がないのかもしれなかった。


　──ホムンクルス。魂たましいなき小人ホムルス。


　その能力は、伝承によって大きく異なっている。


　生まれながらに自然界のあらゆる知識を身につけているという文ぶん献けんもあれば、人間の乳幼児と変わらないという伝説もある。その製作方法や材料についても、人間の精液と数種のハーブであるとか、馬ば糞ふんと生き血が必要だとか、一定する記述が極きよく端たんに少ない。ゆえに、ホムンクルスを創造できる錬金術師は〈協会〉でさえ数人しかいないはずだった。


（……ばかりか、新しく手を加え、ほとんど人間と変わらないホムンクルスを形づくる？）


　ユーダイクス・トロイデ。


　伊庭司が失しつ踪そうしてからの七年で、彼は何を得たのか。


　なんとなくため息をつくと、ラピスはその顔を猫屋敷へ向けていた。


「あなた、知ってる。あにさまが言ってた。猫屋敷蓮。〈アストラル〉にひとりだけ残った後こう輩はいだって」


「あの人は〈アストラル〉のことなんて、すっかり忘れてると思ってましたけどね」


　猫屋敷が頭を搔かく。いぶした銀色の髪かみがわしわしと揺ゆれる。


「──で、みかんさんの言うとおり、ここから離れるつもりはありません？」


「ラピスは、いつきのそばにいる」


　短く言って、ラピスはまたいつきに向いた。


「あの……」


「嫌いや」


　一言で拒きよ絶ぜつした。首を振ふりさえしない。


　どこか、忠犬にも似ていた。昏こん睡すいした少年へのまなざしは、ひたむきでさえあった。


　断固として、少女は言う。


「ラピスここにいる」


「……ふむ」


　頭を捻ひねって、猫屋敷は代案を出した。


「でしたら、この部屋の前にいることまでは許可しましょう。徹てつ底てい的に呪力を洗せん浄じようするとなるとホムンクルス程度の呪波干かん渉しようでも避さけたいところですし」


「猫屋敷さんっ？」


　その譲じよう歩ほに、みかんが目を丸くする。


「それ、おかしいよ！　その子がお兄ちゃん社長に何かするつもりだったらどうするのっ？」


「ホムンクルスに、他人を傷つけるほどの自我はありませんよ。ユーダイクスの指令がない限りは、社長を傷つけることもないでしょう。穂波さんの魔女の結び目ウイツチ・ウイツトがある以上、新たな糸パスは繫つなげませんしね」


「でも……」


「ラピスは、いつきを怪我させない」


　と、ホムンクルスの少女がきっぱり答えた。


「むーっ、何言ってんの。じゃあ、なんでお兄ちゃん社長がこんなになってるのさっ」


「あれはあにさま。──ラピスは、いつきを怪我させない」


「…………」


　猫屋敷と黒羽は、無言で少女を見み詰つめた。


　なぜだか、みかんもそれで黙だまりこくった。いつきを背中にかばったまま、不満たらたらに頰ほおをふくらませながらも、「……じゃあ分かった」とうなずいたのだ。


　それはそんな、ひどく切実な物言いだった。


「ではそれで決まりということで。待っている間、お茶でもどうですか。でないと冷めちゃいますし」


「お茶？」


　ラピスが首を傾かしげる。


「にゃあ」


「ふにぃ～あ」


　その足元で、ずっとお盆ぼんを持たされていた白虎と朱雀が、小さく抗こう議ぎの鳴き声をあげた。








　穂波は、ソファの上で膝ひざを抱かかえていた。


　スプリングが効きかなくなった〈アストラル〉事務所のそれは、その上でうずくまるだけだったら、まだ十分な柔やわらかさを備えていた。


　目の前のデスクには、飲めなかった焙ほうじ茶が放置してある。ソファとデスクの間の床ゆかには、銀色のアタッシェケースが転がっていた。


　そのアタッシェケースへ、穂波が人差し指を向ける。


「我、月の光のもと乞こい願う」


　すると、窓からさしていた月光がすうと伸びた。


「されば、霊れい樹じゆと月の加護をもって南方の呪じゆ縛ばくを解き放たん。撃うて！」


　月光の絡からまったヤドリギの矢が、アタッシェケースへ一直線に走った。淡あわい白熱灯だけの室内に月光が弾はじけ、二度三度とアタッシェケースの表面に激げき突とつした。


　だが、砕くだけたのは、一方的にヤドリギの矢の方であった。


「……傷ひとつなし、か」


　苦く渋じゆうの顔で、穂波が呟つぶやく。


　すでに、かなりの数の魔ま術じゆつを試ためしてみたが、アタッシェケースの材質すら正確に知ることはできなかった。ばかりか、アタッシェケースには鍵かぎ穴あなも継つぎ目さえもなかったのである。


　唯ゆい一いつ分かったのは、このアタッシェケース自体が、最小規模の結界として機能しているらしいことだけだった。


（さすがは伊庭司の遺産やね……）


〈協会〉がフェーデの決着の前にアタッシェケースを渡わたしたのは、『鍵』なしには開けられないという絶対の自信があったからだ。伊庭司が何を残したかは知れないが、このアタッシェケースの結界だけでも、十分稀け有うな呪物フエテイシユといえた。


（ユーダイクスが欲しがるのも、当然かな……）


　息をつく。


　呪力とともに、どっと力が抜ぬける。脱だつ力りよくが、あの言葉を思い出させた。





『立てないときに無理に立ち上がるのは、治る傷も治らなくする、愚おろか者の行こう為いですよ』





（…………っ！）


　奥歯を嚙かむ。


　分かってはいるのだ。


　猫屋敷の指し摘てきは正しい。今、穂波が無理をしてどうなるものでもない。それでも、悔くやしいのはどうしようもなかった。怖こわいのが、許せなかった。


　そう。


　怖かったのだ。


『自分の魔術を信じすぎだ愚か者。だから無様を晒さらす』


　魔ま法ほうになってしまった魔法使いオズワルドとは違ちがう、あくまで同じ土俵での魔法戦せん闘とう。それで敗北を予感したのは、穂波にとって初めてのことだったから。


　なにより。


　──なにより悔しくて、怖かったのは。


「──あたしは……また……いっちゃんに……」





　──ＰＲＲＲＲＲＲＲ……





　突とつ如じよ、思し索さくにデジタル音が割り込んだ。


　携けい帯たいの着信音だった。いつきの携けい帯たい電話である。昏こん睡すいした少年から脱ぬがしたジャーマン・コンチネンタルのスーツに入れっぱなしになっていたのだった。


「あ……」





　──ＰＲＲＲＲＲＲＲ……





　着信音は諦あきらめずに鳴りつづけた。粘ねばり強いともいえる。


　その根気に負けて、穂波はスーツのポケットから携帯を取った。胸に手をおいて、おそるおそる着信ボタンを押して、


『やっとでたあ！　どうしてたの、いつき兄さん？』


　いきなり、快活な少女の声が耳じ朶だを叩たたいた。


「えっ？　兄さん？」


『はいっ？』


　しまった。迂う闊かつに返事をしてしまった。深呼吸。気持ちを落ち着けて、もう一度。


「あ、あたし……穂波・高瀬・アンブラーいうて、社長……やなくて伊庭くんのクラスメイトで……」


『クラスメイト？　でも、今の日本って夜の九時だよね？』


「あ」


　虚きよをつかれる。なんて、らしくない失態の連続。


　が、驚おどろいたのはこちらばかりではなかった。


『あ、あ、あ！　あの、ま、まさか！　兄さんのガールフレンドだとか？』


「ええっ」


『あー！　だから、兄さんあんなに言ったのにアメリカに来なかったんだ！』


　一人合点して、電話の向こうの妹がうなずく気配があった。明らかにまずい方向に進んでいるという感覚が穂波の胸を粟あわ立だたせた。


「ちゃ、違ちやいます！　そういうんやなくて、そう、クラスメイトで、それでバイト友達で！」


『ふぇ、違うの？』


　きょとんと、妹が訊きく。


『じゃあ、いつき兄さんはそこにいる？』


「それは……あの……伊庭くんがバイト先に携帯を忘れてたから、あたしが預かってるんです」


『ちぇ。つまんないの。でも、相変わらずだね！』


　妹は人ひと懐なつっこく笑って、手を叩いた。


『いつき兄さんね、昔っからあっちこっち忘れ物するのよ。筆箱とか消しゴムとかならいいんだけど、ひどいときはランドセルごと忘れて学校行ったりしてたもの。結局高校に入っても治ってないんだ』


「ランドセルごと？」


『うん。えっと……内ない緒しよだけどね。お弁当忘れていっちゃって、べそべそ泣いて帰ってきたりしてたよ。最近もあったりする？』


「さすがに、それはあらへんね……」


　微び笑しようしながら、罪悪感に心を刺さされる。


　あんまりに、それは日常的な会話だった。


　少年は、こんな普ふ通つうの生き方ができるはずだったのだ。


　それを引きずり込んだのは自分たちだ。魔ま法ほう使つかいの『遺産』があるからと、勝手な都合で呼び出して、勝手な都合で社長に据すえた。


　そして、あんな目に遭あわせた。


（勝手な都合で……勝手な約束や）





　──『……いっちゃん！　いっちゃん！　いっちゃん！』


　──『あたし、ここの魔女になる』





　たとえ、それがずっと昔の約束であったとしても、本人が忘れているなら、何の意味もないというのに。


『あ、あれ、どしたの？　なんか、あたし、悪いこと言った？』


「ううん。そうやないです」


　弱々しく、穂波は否定した。


　でも、これ以上話す気力はなかった。話せば話すほど、自分の罪をつきつけられる気がした。それを直視する力は、今は失われていた。


『じゃあ……いつき兄さんにひとつ伝言をお願いできます？』


「あ……うん。かまわへんよ」


『ありがとう。えーと父さん──いつき兄さんの叔父おじさんからの伝言。なんか、ずっと昔、司さんから言われてたんだって』


　と言って、妹はこう続けた。





『もし、ユーダイクスって人が来たら……』





　穂波の表情が、まるでメデューサの顔を見たように固まった。




第４章　魔法使いとホムンクルス




　　　　１




　──いつきは、闇やみの中にいた。


　光の一いつ片ぺんだにない、完全な闇。夜というよりも黒。黒というよりも虚きよ無む。


　虚無の闇。


　その闇の中で、何かが喋しやべった。





【見タカ？】





「え……っ」


　振ふり返る。何も見えない。


　音もない。


　臭においもない。


　気配だけがあった。


　重く、黒く、ほとんど物質的なまでに密度の濃こい気配がすぐそばにあった。


　小さな島にも匹ひつ敵てきするのではないかという──桁けた外はずれに巨きよ大だいな気配が、息のかかりそうなほど近くに生まれていたのだ。


「…………っ！」


【見タカ、ト、キイテイル】


　気配が訊きいた。


　鼓こ膜まくを叩たたいているのか、直接脳のう裏りに響ひびいているのか、それすら分からなかった。ただ気配と自分とが渾こん然ぜんとなり、境界がなくなり、


「誰だれ……っ？」


　動どう揺ようするいつきに、気配は嗤わらう。


【オ前ハ、見ルダケデイイ。見テ、視みテ、観みルダケデイイ】


「あ………………っ」


　目が。


　いつきの右目の瞼まぶたが、勝手にあがった。


　いつきの意思を離はなれて、眼球が剝むき出しになる。その瞳ひとみに触ふれそうな距きよ離りで、気配が覗のぞき込んでいる。


「ひ……あ……ひ……」


　尖とがった何かが、瞳の表面を優やさしくなぞり、





　──ぷつっ





「あああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！」


　何かが、眼球を破った。


　どろりと粘ねん液えきが噴ふき出し、目玉に異物が潜もぐり込む。痙けい攣れんするいつきを無視して、深く深く、奥へ奥へと食い込んだ。吐はき気と涙なみだがいっぺんにこみあげ、内臓が裏返る。


　発はつ狂きようしそうな激痛なのに、意識だけははっきりと冴さえて、右目に侵しん入にゆうするそいつを認にん識しきしていた。





【オ前ガ我ヲ見ル時、我モマタオ前ヲ見ヨウ】





　いつきの脳を、業ごう火かが灼やいた。





　　　　＊





「──いつき？」


　誰かに、呼ばれた。


「…………っっっ！！！」


　その声で、ひきずられるように覚かく醒せいする。破は裂れつした眼球が再生し、裏返った内臓が表返る。嘔おう吐と感と涙が引き戻もどって、鉛なまりのように重い瞼がぎこちなく開いた。


「はぁっ……はぁっ、はぁっ……」


　仰あお向むけのまま、荒あらい息が肺から搾しぼり出される。自分でも驚おどろくほど、額から胸にかけてが寝ね汗あせでぐっしょりと濡ぬれていた。


　どうやら、ベッドで寝ねていたようだった。


　蠟ろうの煤すすに汚よごれた石いし天てん井じように、見覚えのある何重もの魔ま法ほう円えんが描えがかれていた。


「……〈アストラル〉の……地下室？」


　切れ切れに呟つぶやくと、隣となりからもう一度、硬こう質しつの声がかかった。


「いつき、起きた？」


「あ……ラピスちゃんっ」


　慌あわてて、ベッドの上から瞳だけを向ける。地下室の扉とびらのそばに、黒いツーピースの少女が立っていたのである。


　まじまじとその少女を見つめて、いつきはほっと息をついた。


「えっと……今は、本当のラピスちゃん……だよね。──なんで、そんなに離れてるの？」


「入らないように言われた。呪じゆ波は干かん渉しようが起こるから」


「じゃあ……ずっと、そこで待っててくれたの？」


　ラピスが、無表情にうなずいた。軽くウェーブした赤せき髪はつが、ある種の蠱こ惑わくを漂ただよわせて、陶とう器きのように白い胸むな元もとでそよぐ。


　──その、人形的な美の極きよく致ち。


「────っ」


　ぞくり、と思い出す。


　いつきの意識ではついさっきのことだ。眼帯を取った自分。いくらアディリシアのことがあったにせよ、怒いかりに任せ、ユーダイクスに乗っ取られたラピスへ、拳こぶしを振ふるった自分。


　すんでで気絶したからこそ助かったが、あのままだと、自分は何をしていただろう。


　あるいは。


　この少女を殺してしまったのではないか。


（殺す……？）


　思っただけで喉のどがひきつった。自分の思考に、自分で恐きよう怖ふする。ぶり返した吐き気を飲み込んで、強く奥歯を嚙かむ。うるさいほどに鳴る心臓に、必死で耐たえた。


「──いつき？」


　そんな少年の様子に何かを感じたのか、赤髪の少女が、小さく首を傾かしげた。


「なんでも、ないよ」


　曖あい昧まいに笑う。


　とにかく、無理やりに、自分への違い和わ感かんを押し込めた。そうだ。今やるべきは、こんな葛かつ藤とうじゃないだろう。


（ああ、そうだ）


　まず────────────────謝らなきゃ。


　ぬるま湯な考えと思うけれど、そんな考え方ができることに、ちょっとだけ、いつきは安あん堵どした。自分の知っている自分。臆おく病びようでも、情けなくても、中ちゆう途と半はん端ぱでも、十六年間付き合ってきた伊庭いつきの思考法である。


「ラピスちゃん──」


　呼びかけ、上半身を持ち上げようとした。


　持ち上げようとしたのに、だらんと右手がベッドから落ちた。


「えっ……」


「どうか、した？」


「あ……うん。……ちょっと……力が入らなくて」


　実際は、それどころじゃなかった。


　まるっきり身体からだが動かなかったのである。


　力を入れた端はしから、虚こ空くうに消えていくような感じだった。


　以前にアディリシアと〈夜〉を視みたときにも同じことがあったが、あのときよりもずっとひどい。肩かたから上と、かろうじて指が動くけれど、ほかはさっぱりである。痛みはないのだが、その分暑いとか寒いとか、そういう感覚も朧おぼろだった。


「寝てていい。いつきの声、聞こえるから」


「……あ、ありがと」


　恐きよう縮しゆくして、いつきは縮こまった。……といっても、首がちょっぴり動いただけだが。


「……………………それと、ごめん」


　ラピスは怪訝けげんそうに眉まゆをひそめる。


「何がごめん？」


「あの……痛かったでしょ。眼帯取ると、気が大きくなるっていうか、怒おこりっぽくなるっていうか……なんか喧けん嘩かっ早くなっちゃうみたいなんだ。それで……ああ、えっと……とにかくごめんなさい！」


「意味が分からない。殺そうとしたのは、あにさまも同じ。いつきが謝る理由がない」


「でも……あれはラピスちゃんじゃないでしょ？」


　反論するいつきへ、赤髪の少女は振り子のようにかぶりを振る。


「ラピスは、あにさまのホムンクルスだから。優先されるのは、ラピスの嗜し好こうじゃなくてあにさまの意思。ラピスはいつきを怪け我がさせないけど、あにさまは怪我させる。だから同じ」


　ひどく、単純な論理。


　あまりにも、魔ま法ほう使つかいらしすぎる結論。


「……ホムン、クルス？」


「擬ぎ似じ人間。無から生み出された錬れん金きん術じゆつの小人ホムルス。分からなかったら化け物でいい」


　ラピスは、ツーピースの肩かた口ぐちを指してみせた。黒いサテンの生き地じに滲にじんだ、真っ白な血。


　その血を見て、いつきはたちまち青ざめた。


「…………」


　一いつ瞬しゆんだけ、ラピスが泣きそうに表情を歪ゆがめ、すぐ元に戻もどる。


　いつもの反応だったからだ。


　魔法使いなら興味津しん々しんで近づき、そうでないなら逃にげ去っていく。それまでラピスを可愛かわいがってくれた相手でも、それまでラピスが懐なついていた相手でも関係なく、その反応だけはいつだって同じだった。


　真実、といってもいい。


　ホムンクルスの少女にとっては、短い生しよう涯がいでたったひとつ信用できる真実。


　──そして、


「血っ……て、手当てしないとっ」


　と、少年は血相を変えてわめいた。


「？」


「だ、だって、服に滲むような怪我でしょ。すぐ手当てしないとばい菌きん入っちゃうよ！」


「…………」


「ああもう、なんで皆みな、怪我人ほったらかしてどっか行ってるのっ？　ラピス、悪いけど穂波か猫屋敷さん呼んで。あ、猫屋敷さん分からない？　あの、ちょっと灰色の羽織着てて猫ねこを纏まつわりつかせてる人なんだけど。うん、見たらきっと分かるから！」


「…………」


「ラピス？」


　いつきが、きょとんとする。


　ラピスは、びっくりしたような顔で固まったのである。


　間をおいて、少女が言う。今度の声には、苛いら立だちに近い何かがこもっていた。


「もう、止まってる。滲んだのはさっき喧嘩したから、傷口が開いただけ」


「け、喧嘩？　誰だれとっ？」


「みかん。いつきに触さわっちゃ駄だ目めって言ったから」


「だ、駄目だよ！　喧嘩なんかしちゃ駄目。一応、ここ、皆の会社なんだから」


「…………」


　目を白黒させるいつきに、ラピスはなぜか苛々した様子でそっぽを向く。


「え、と……怒った？」


「違ちがう」


　どこが違うのか、と訊ききたかった。普ふ段だん表情がないだけに凄すごみのあるオーラを纏まとって、少女は床ゆかを見つめている。どうかすると、石の床に穴が開くんじゃないかと思えるほどだった。


　そのまま、ぼそりと、こう告げた。


「いつきは、この会社嫌きらいなんだから関係ない」


「ふえっ？」


「あにさまから、いつきは最近になって、無理やり会社を受け継つがされたって聞いた」


　ラピスの面おもてがあがる。


　いつもと同じ──でも、遥はるかに真しん剣けんな瞳ひとみが言う。


「──だったら、嫌いなはず」








「…………」


　しばらく、いつきには答えられなかった。


　いいかげんな返事はできなかった。それだけの何かが、ラピスの台詞せりふにはあった。思想とか、信念とか、正体は分からなくても、誤ご魔ま化かせないものを感じてしまった。


「……う～ん」


　腕うでを組めないので、天てん井じようを見上げて考える。


　ラピスの言葉に、応こたえうるもの。


　匹ひつ敵てきするもの。


　沈ちん思しし、黙もつ考こうし、省察する。


　さして、時間はかからなかった。


「──いつき？」


　と、咎とがめるようなラピスの声に、





「あ、うん。少なくとも──今、僕はここが好きだよ」





　と、きっぱり答えたのである。


「……どうして？」


「最初は無理やりだったよ──今だって滅め茶ちや苦く茶ちやだ。社長だからって、わけのわからない魔法の勉強させられるし、経営学のドリルだとか株式講座の本だとかもう何百冊も読まされちゃうしね……。頭おかしくなっちゃうんじゃないかって、何度も思った。しかも、怖こわい目にもいっぱい遭あっちゃうしさ」


　いつきが微笑ほほえむ。


　その弱々しい微び笑しように、ラピスは小さく息を呑のむ。


「じゃあ、やっぱりどうして？」


「それでも、ここは……うん、穂波も、みかんちゃんも、猫屋敷さんも、黒羽さんも、僕の家族だもの。目を閉じても、耳を塞ふさいでも、逃にげ出したくなっても、そのことには変わりないよ」


「……家族」


　ラピスには分からない。


　家族というのが、社会生活を営む上での共同体概がい念ねんであるという、それぐらいの知識しかない。血けつ縁えんでなくてもそういうのだろうかという、その程度の疑問しか湧わかない。


　でも、目の前のいつきは、当たり前のように、ひどく穏おだやかな顔をしている。


（…………）


　だから──不意に怖くなった。


　自分の知らない何かが、自分を侵しん食しよくしているような気がして。


「最初は……無理やりだったけどね。でも、途と中ちゆうから楽しくなってきて……やりたいこととは違ったけど、楽しい。そんなこともあると思う」


「……たいせつな、ところ？」


　ラピスがまたうつむく。


「うん、そう」


　照れくさくなって、いつきもそっぽを向いた。鼻の頭も搔かけないのがもどかしい。


「──お兄ちゃん社長っ」


　いきなりの声に、その顔を引き戻もどされた。


　慌あわただしい足音が、外の階段を駆かけ下りてきたのである。


「お兄ちゃん社長、お兄ちゃん社長、お兄ちゃん社長っ！」


「あ、みかんちゃ──ぐええええっ！」


　ラピスの後ろから現れたのは、不意打ち気味に首元へ飛びついてきたみかんと──穂波だったのだ。穂波はどうやら着き替がえたらしく、ワンピースの上に魔ま女じよのマントととんがり帽ぼう子しをかぶっていた。


「社長、起きたん？」


「あ、穂波も。よかった、穂波も帰ってたんだ」


　抱だきつかれたままいつきが漏もらすと、穂波は、無言でずけずけと地下室に入ってきた。いつきのすぐ側そばまで歩み寄り、間近で眼帯を覗のぞき込む。


　よく見ると──その頰ほおが妙みように赤かった。


「あり、どしたの？」


「な、なんでもあらへん。……あたし、そんな、無茶な勉強はさせてへんもん」


「え、何？」


「や、やからなんでもないっ。……だいたい……あ、あたしは自分がでけへん勉強を他人に押しつけたりせえへん。それでついてこれへんのは、あたしのせいちゃうもん。社長が、もっと集中して勉強したらええねんっ」


「あ、はいっ、はいっ！」


　支し離り滅めつ裂れつな勢いに押されて、いつきが思わずうなずく。


　穂波は耳まで赤くなったまま、ぱんぱんとワンピースの裾すそを叩たたいて、そのいつきに尋たずねた。


「そんなことより……身体からだはどないなん？」


「あ、うん。うまく動かないんだけど……でも、ちょっとずつましになってきたかな。うん、大だい丈じよう夫ぶそう。痛くないし」


　あはは、と笑う。なんとか動く肘ひじを使って、ひらひらと左手を振ふった。


　が、穂波は──急に表情を凍こおりつかせたのだ。


「動かない？　右目やなくて、身体が？」


「え……うん」


「みかん、ちょっとどいて。──社長、手貸して。ううん借りるで」


　ぐいっと、穂波が手を引っ張る。感覚はないけれど、柔やわらかそうな手首と、ほのかに甘い匂においを感じて、いつきはかすかな目眩めまいを覚えた。


「な、何、穂波？」


「動かないのは、全部？　右、左？」


「え、え～と、どっちかっていうと、右かな。左は感覚戻ってきたし」


「そう」


　すると、右手と左手を交こう互ごに取って、穂波が試行錯さく誤ごしはじめた。手の皮をつねったり、撫なでたり、引っ張ったりする。


「あ、あいたたたた！　穂波、だから左は感覚あるんだってば！」


「いいから！」


　一いつ喝かつされて、いつきの文句が引っ込んだ。


「ど、どうしたの？」


「いいから黙だまってて。ちゃんとあたしの言うこと聞いて」


「う、うん。分かった──」


　いつもの調子で言い負かされたいつきだが、「え？」と──すぐに眉まゆをひそめた。


　眼鏡めがねの奥で、穂波の蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが、涙なみだに滲にじんでいたのである。


「すぐ治ち療りようするから。じっとしてて！」


　いつきが確かめる前に、少女はとんがり帽子を引き下げて、顔を隠かくしてしまった。





　　　　２




　──一方、その頃ころ。


〈アストラル〉洋館・バルコニーの安楽椅子ロツキングチエアで、猫屋敷はへたばっていた。


　月光の呪じゆ力りよくを取り込むべく、庭へと張り出した半円のバルコニーである。


　膝ひざや足元では、四匹ひきの猫ねこたちもバターみたいに伸のびている。どうかすると、そのまま猫屋敷の羽織に溶とけ込んでしまいそうなぐらいであった。


「──気分、どうですか？　紅茶淹いれましたけど」


　淡あわい月光を透すかして、黒羽が覗き込む。その隣となりでは、騒霊現象ポルターガイスト──念動力によって、ティーポットとカップが浮ふ遊ゆうしていた。


「やあ、すみません」


　と、猫屋敷が手をあげた。


　それでも安楽椅子から身を起こさないのだから、疲ひ労ろうはよほどのものなのだろう。


「あの……本当に大丈夫ですか？」


「いやいや、大したことじゃありませんよ。ただ本格的な魔術儀ぎ式しきがひさしぶりだったんで、思いのほか消しよう耗もうしちゃっただけです。同じ魔術系統ならいいんですが、みかんさんと私みたいに別系統で協力すると、どうしても呪力のロスが大きいですしね。いやはや、年はとりたくないもんです」


「一応、前に穂波さんに習ったハーブティーにしました。疲つかれがとれるそうです」


「や、それはありがたい」


　拝むように指を伸ばすと、その手の平へカップがふわふわと載のった。


　ついで、ティーポットが傾かたむけられ、琥こ珀はく色の液体をこぽこぽ満たしていく。


　ちなみに、ここまで黒羽が騒霊現象ポルターガイストを制せい御ぎよできるようになったのは、ごく最近のことである。最初のころはティーカップをひっくり返しては、いつきに熱湯を浴びせていたものだった。


　それを思い返してか、くすりと微笑ほほえんで、猫屋敷が訊きいた。


「でも……黒羽さんも社長のところに行きたかったんじゃないですか」


「あ、あの、あたしはいいんです。だって……みかんちゃんも疲れてたのに、絶対お兄ちゃん社長が起きるまで待つって、あんなに頑がん張ばってましたし。穂波さんも、きっと責任感じてたと思いますから」


「……なるほど」


　苦く笑しようして、猫屋敷はカップを唇くちびるに近づける。


　花の香かおりが広がった。身体からだの奥までも染しみ入る、慎つつましやかで優やさしい香りだった。紅茶には淹れた人の性格が出るというけれど、確かにこの紅茶ならそうだろう。
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「うん、美味おいしいですよ」


「ありがとうございます。……あの、ひとつ訊いていいですか？」


「はい、何でしょう」


　のんびりと返事をすると、黒羽は逡しゆん巡じゆんした後、思い切った顔でこう尋たずねた。


「いつきくんの眼めの対価って、何なんですか？」


「──黒羽さん」


「え」


　猫屋敷が、上半身をもたげていた。


　普ふ段だんから薄うす目めな瞼まぶたがはっきりと開いている。その奥の瞳ひとみには、驚おどろいた顔の黒羽が映し出されていた。


「あ、あの、訊いていけないことだったら、ごめんなさい。でも……」


「いいですよ。あなたも〈アストラル〉の社員なんですし」


　弁解する少女を、猫屋敷がとりなす。


「それより、眼の対価って話は、どこから聞きました？」


「あ……影崎さんが、そう言ってましたから」


「影崎が？」


　一いつ瞬しゆん、瞳に影かげをよぎらせて、


「相変わらずですね。何を考えているのやら」


　と、青年陰おん陽みよう師じは複雑な顔で、膝の猫の頭を撫なでた。


「まあいいでしょう。……先の質問ですが、対価っていうのは、今の私の疲労みたいなもんですよ」


「疲れ、なんですか？」


　おずおずと訊く黒羽の口調は、どこか不安げであった。


「あくまで、例のひとつですよ。軽いものなら、単なる精気オドの欠けつ乏ぼうやちょっとした触しよく媒ばい、ある程度ひどくても、まあ数ヶ月ほど寝ね込こむぐらいですむでしょう。ですが、それは危険度や呪じゆ詛そ対価の低い魔ま術じゆつなら、の話です」


　ひとつ間をおいて、猫屋敷が紅茶を飲む。


「危険度と呪詛対価。前者は制御の難しさで、後者は文字通り対価の大きさのことです。対価の大きい魔術は、時に術者の知らぬところで、ひとつの呪詛をも形成します。未熟な魔法使いが魔術に失敗した場合、本人はおろか、肉親や一族の身体が腐くされたり……小さな国ひとつを呪波汚お染せんに蝕むしばむことだってありえます」


　夏の夜に、つかのまの静せい寂じやくが流れた。


　黒羽に実体があれば、大きく唾つばを呑のみ込む音がしただろう。空になったカップを机へ戻もどし、猫屋敷が自分の手で二杯はい目を淹れる。二杯目からはたっぷりとミルクも入れ、猫たちの口にも軽く含ふくませてやった。


「じゃあ、社長の眼は……」


「分かりません」


　青年が、じっと幽ゆう霊れい少女を見た。


「あの眼について、詳くわしく知っているのは前の社長──伊庭司ぐらいなものでしょう。伝説ならばいくつかありますが、妖精眼グラム・サイトは稀き少しようすぎて、その実態は分かっていません。どんな対価があるかも……あるいは、その対価が他人に降りかかるかも分かりません」


　まして、猫屋敷はいつきの呪じゆ力りよくに触ふれたばかりであった。


　ここまで彼が疲ひ労ろうしたのは、単にみかんとの呪力調整のためだけではない。いつきを蝕んでいた呪力を刺し激げきせず、払ふつ拭しよくするために、極度の集中力を必要としたからだ。万が一、洗せん浄じように失敗した場合、どれほどの呪詛が生まれたか。


　だけど、


「じゃあ、あたしたちが頑張らなきゃですね」


　と、黒羽は目の前でガッツポーズをつくってみせた。


「は？」


「だって、あの眼をいつきくんに使わせないようにしなきゃいけないんでしょ。いつきくんだって危ないし、他の人がひどい目に遭あっても、いつきくん絶対傷つくから」


　すると、猫屋敷は目を丸くしていた。


　一瞬呆ほうけた顔が、すぐ笑えみ崩くずれ、腹部を抱かかえて笑い出したのである。


「──あっはははははははははは！」


「な、何ですか、猫屋敷さん。あたし、変なこと言いましたっ？」


「いえいえいえいえ。いや、確かにそのとおりですよ。うん間ま違ちがいありません」


　笑いながら、手を振ふる。恥はずかしそうにしゅんとなった黒羽を眺ながめて、猫屋敷はふといつきのことを思い返した。


（皆みな、あなたを慕したってますよ）


　それは、人の上に立つものの、第一の資質だ。


　単純な能力ではなく、その人に何かをしてやりたいと自然に思わせる天性の魅み力りよく。


（いや、天性というのは失礼ですかね）


　そう、多分。


　彼らがいつきのために何かをしてやりたいというのは、ちゃんと理由がある。


　だから──


「──あなたがその理由に気がつけば、ひとつは進んだことになりますけどね……」


「え？」


「独り言ですよ。じゃあ、社長も起きてる頃ころでしょうし、迎むかえにいきますか」


　まだ疲つかれのとれぬ身体からだをゆっくりと持ち上げ、猫屋敷が黒羽に手を伸のばす。





　──そのとき、猫屋敷は気づいた。





　　　　＊





「──乞い願うハイル。我が力の円えん錐すいと霊れい樹じゆの加護もちて、千年の森の命を分け与あたえたまえ。されば、成せ」


　ひとくさりの詠えい唱しようとともに、穂波は緑色の軟なん膏こうをいつきの右手から右みぎ肩かた、眼帯にまで塗ぬりつけていく。インディアンの刺青いれずみみたいな塗り方で、ところどころで円や三角の紋もん様ようを描えがく。感覚はないのだけど、その動き方だけでなんだかくすぐったくなった。


「それ、何かな？」


　誤ご魔ま化かすように、視線をそらして訊きく。


「パナケア。──月げつ齢れい六日の夜に、黄金の鎌かまで切り取ったヤドリギは呪力を持つ。そのヤドリギを魔女の大おお釜がまで煮に詰つめてつくった軟膏。もともとのドルイドのそれからは、ずいぶんアレンジしてるんやけどね。前の授業でも教えたやろ？」


「ふ、ふうん？」


　正直、半分も分からない。


　ドルイドが穂波のケルト魔術の元祖だとか、ヤドリギと石と歌とがその呪じゆ力りよくの源だとか聞いたようにも思うのだが、ぐだぐだである。


　穂波も、普ふ段だんならそんないつきに冷たい視線を投げかけるのだが、今回ばかりは少し様子が違ちがった。


　ひどく厳げん粛しゆくに──祈いのるように、軟膏を塗りつける。


　その横顔に打たれて、いつきも身を預けた。


　みかんも、ラピスも何も言わなかった。


　しばしの後、


「どう？」


　と、穂波が訊いた。


「え？──あ、す、すごい！　動く動く！」


　くるくると手を回して、いつきは仰ぎよう天てんした。眼帯の奥にかすかな疼うずきはあるが、代わりに感覚も戻もどっていた。ぎゅっ、ぎゅっ、と二、三度拳こぶしを握にぎり締しめて、


「良かったあ。なんか、すぐには治らないのかと思ってた」


「──社長」


　穂波が、今度こそいつも通りの蒼氷色の瞳アイスブルー・アイで睨にらめつける。


「は、はい」


「仮にも社長が、そんないちかばちかをして、どないすんねん！　確かに、どうしようもないこともあるやろ。でも、それ以外で賭かけをするんは、人の上に立つ人間のやることちゃう。アディやったらそんなん絶対……」


　途と中ちゆうで、穂波は言葉を詰つまらせた。


　いつきも沈ちん黙もくし、うなだれる。


「ごめん穂波。……アディリシアさんまで巻き込んで」


　ケルトの魔ま女じよは、ただ首を横に振っただけだった。


　さきほどの名前には触ふれず、


「約束して」


　と、左手の小指を突つき出した。


「その眼帯は、自分の命が危ないと思ったとき以外は、取ったらあかん」


「あ、お兄ちゃん社長、あたしとも約束」


　隣となりで聞いていたみかんも、それを聞いて身を乗り出した。


「へ、みかんちゃんも？」


「だって、お兄ちゃん社長の呪力洗せん浄じようするの、すっごい大変だったんだもん。あんなの絶対身体に悪いんだから！」
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　毛布を摑つかんで、無理やりにいつきの小指を引きずり出す。


　その小指に自分の小指と穂波の小指を絡からませて、


「ん、約束約束♪」


　と、にっこり一人合点したものである。よほど約束が嬉うれしかったのか、「えへへ、お兄ちゃん社長と約束だー！」なんて言って、赤い糸を小指に巻き、ぴょんぴょんその場で跳はねていた。


　困った風に眉まゆを寄せて、いつきはふと、まだ小指が温かいのに気がついた。


「……え？」


　穂波が両手で、いつきの小指を握っていた。


　普段の凛り々りしさや、力強さはまるでない。


　代わりに、ひどく繊せん細さいな──童女のような表情がのぞいていた。魔女というにはあまりに清らかな、可か憐れんな、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみ。


　その蒼あおさに打たれて──胸と、小指が熱を持った。


「……ほ、なみ？」


「あっ」


　呼びかけられて、ぱっと、穂波が手を離はなした。栗くり色いろの髪かみが揺ゆれて、真っ赤な頰ほおを隠かくす。


「な。なに、社長！」


「いや、何って……その、小指」


「……なんでもあらへん！　しゃ、社長が約束を守るようにおまじないしてただけ！」


　ぶんぶん首を振ふって、穂波が主張する。


「お、おまじない？」


「そうや！　や、破ったら、ひどいことなるんやから！　契約儀式ゲツシユなんか目やないもん！　身体からだは八つ裂ざきになって、首は破は裂れつして、十三代の間は死ぬこともできずに無間地獄タルタロスを彷徨さまようんやから！」


　いくらいつきでも噓うそと分かる。


　が、この場合、むしろ勢いに押されて、少年は青くなった。


「う、うん。分かった。分かったから」


「ほんまにっ？」


「ほんま、ほんま！　絶対破らへんから！　誓ちかうから！」


　なぜだか関西弁になって、かくかく首を上下させるいつきである。


　でも、心のどこかで──ほっと安心した。


　それが、やっと見られた、いつもの穂波だったからかもしれない。


（……そっか）


　すでに、こんなやりとりは、いつきの日常として馴な染じんでいる。穂波にとっちめられるのも、こんな風にはしゃぐのも、とっくの昔に伊庭いつきの一部だ。


　なくなったら、きっと悲しい。


　そのとき、もうひとつ、かぼそい声があがった。


「いつき」


　ラピスであった。


「────？」


　部屋の入り口で、人形のように黙もくして佇たたずんでいた女の子は、





「それが、いつきの『たいせつ』？」





　と、訊きいた。


　羨うらやむような、遠いものを見るような声だった。


「まあ……うん、そうなるかな」


「そう」


　冷たく、ラピスは切り落とした。そうしなければ、立っていられないという風でもあった。


　ぽつりと──こう呟つぶやく。


「見なかったら、良かった」


「え──？」


「知らなかったら良かった。気づかなかったら良かった。いつきなんかに会わなかったら良かった」


　優やさしい三人を見つめ、ラピスは言い募つのる。


　顔は無表情なままなのに、その声は激情に震ふるえていた。いままで人形のようだった雰ふん囲い気きは跡あと形かたもなく消え去り、代わりにひどく人間的な──怒いかりに似た感情が少女を支配していた。


「ラピスちゃ……」


　言いかけたいつきが、急に右みぎ腕うでを押さえた。


　少女が、一歩部屋へ踏ふみ込んだのだ。


　それだけで、今軟なん膏こうを塗ぬられた右半身が、びりびりと痺しびれた。呪じゆ波は干かん渉しよう。少女から放たれた呪力がパナケアのそれに反応し、その癒いやしの力に干渉している。


（……きっと、分からない）


　ラピスは、思う。


　ホムンクルスだから、そんなものに縁えんはないと思っていた。魔ま法ほう使つかいに、そんなものはないと思っていた。


　思っていたかった。


　なのに。


　あるはずのないものを、見せつけられた。


　魔法使いなのに、魔法使い同士なのに『家族』だなんて見せつけられて──自分の生きてきた現実が、ただ単に不幸なだけだと思い知らされた。世界にはちゃんと幸福な現象があって、自分には手が届かないだけだと認にん識しきさせられた。





　──そう、どうやっても届かない。





　だから。


　理り不ふ尽じんだろうが、不合理だろうが。


　噓っぱちだろうが、でたらめだろうが。


　必死で、ありったけで、いつきを憎にくむ。そうしないと立ってもいられない。そうしないと意地を張ってもいられなかった。


「いつきは──」


　と、少女は口にした。


「いつきは、死ぬまで届かないって分かってたらどうする？」


「何、だって……？」


　困こん惑わくするいつきに、ホムンクルスの少女は問いかける。


「自分の死ぬときまで、絶対に欲しいものには手が届かないって分かってたら？　そうしたら、いつきはどう時間を過ごす？」


「…………」


　もとより答えを期待した問いではない。


　返答に窮きゆうしたいつきへ微笑ほほえむと、ラピスは身を翻ひるがえした。赤い髪かみを波打たせ、地上への階段へと姿を消す。


「ラピスちゃんっ──？」


「──あにさま、来るよ」


　追いかけようとするいつきへ、少女が囁ささやくのと同時に。


　それは、起きた。





　　　　＊





　──そのとき、猫屋敷は気づいた。


「あ、れは……」


「え？　猫屋敷さん？」


　きょとんと黒羽が首を傾かしげる。


　その顔を透すかして、見えたのである。


〈アストラル〉を見下ろすビルの谷間。昼には〈協会〉の飛行船が舞まい降りた夏の空で。





　夜が、歪んだ。





「────っ！」


　ビルの屋上にいれば、もっとはっきりと見えたろう。


　夏の星座──こと座のベガ、わし座のアルタイル、はくちょう座のデネブからなる夏の大三角がぐにゃりとひずんだのである。ばかりか、ほかの星をも巻き込んで急速に収束し、巨きよ大だいな光の柱と化した。


　槍やり、と猫屋敷は感じた。


　神代、天帝ゼウスが放ったという滅ほろびの雷いかずち──いいや、これは、星の光を集めた神の槍！


「玄武、朱雀、青龍、白虎！」


　黒羽の前へ立ち、猫屋敷が続けて四匹ひきの名前を呼ばうのと、





　ズドオ……ンッッッ！！！！





〈アストラル〉の洋館が、大きく揺ゆれたのは同時だった。




第５章　魔法使いの家




　　　　１




〈アストラル〉事務所を襲おそった光の柱は、まずその外がい縁えんで激しくぶれた。


　何か、見えない壁かべへ衝しよう突とつしたかのようにねじくれ、蛇へびを思わせて蠕ぜん動どうした後、一気に事務所を覆おおい尽つくした。


　三階の天てん井じようを踏ふみ砕くだき、庭を容よう赦しやなく焼き、壁へき面めんを灼しやく熱ねつの舌で舐なめる。大地を穿うがち、硝子ガラスを融とかし、静せい謐ひつな夜気を喰くらい尽くした。


　爆ばく発はつし、破は裂れつし、炸さく裂れつし、呑み込んだ。


　映画でも、稀まれにしか見られぬような惨さん事じ。


　そのくせ、敷しき地ちの外の人間は誰だれも気が付かず、一メートル先に落ちたビニール袋ぶくろさえ吹ふき飛ばさない──実にささやかな破は壊かい劇であった。


　魔ま術じゆつによる死とはこれだ。


　魔法による罰ばつとはこれだ。


　ミサイルにも核かく爆ばく弾だんにもなせぬ、闇やみから闇へと葬ほうむる破壊の御み手て。あるいは、過あやまちなく罪人のみを屠ほふる劫ごう罰ばつの雷らい火か。


　──だが。





　それでも、〈アストラル〉の洋館は原形をとどめていた。





　無残に焼け焦こげ、イオン化した空気に爆はぜた壁面を撫なでられながら──それでも頑がんとして崩くずれてはいなかった。


「……さすがは、我が古巣。我が三年を費やした〈トートの槍〉にも耐たえたか」


　乾かわいた拍はく手しゆが響ひびく。


「それとも、あの刹せつ那なに結界を強化した猫屋敷の腕うでを誉ほむべきかな。もっとも、その腕ゆえにヤツは怖れるに足りんが」


〈アストラル〉の洋館を見下ろす夜空に、純白のインバネスが浮ういていた。月光を浴びて、炎ほのおのごとき赤せき髪はつが燃えている。ごつい手には精せい緻ちな懐かい中ちゆう時計を握にぎりこみ、削そげた頰ほおへうっすらと笑えみを浮かべ、夏の夜風に戯たわむれていた。


　ユーダイクス・トロイデ。


　傲ごう慢まんなる錬れん金きん術じゆつ師し。


　にっと、その笑みが、さらに深くなった。


「では、始めようか。魔術決闘フエーデ第二幕の始まりだ」


　懐ふところから、新たなるフラスコを取り出し、男は夜空へと放り投げた。





　　　　＊





　衝しよう撃げきは、地下室までも達した。


　床ゆかが躍おどり上がり、壁に亀き裂れつが走った。青銅の扉とびらは弾はじけ飛び、けたたましい音をたてて横よこ倒だおしになった。


「うわあああああああ──っ！！！」


　ラピスを追いかけたいつきも、足をもつれさせ、派手に石床へと転てん倒とうする。みかんと穂波も、転ばないように身体からだを固定するだけがやっとであった。


　永遠にも思えながら──激動はわずか数秒。


　やがて静せい寂じやくが訪おとずれ、真っ先にみかんが声をあげた。


「──お兄ちゃん社長っ」


「社長──大だい丈じよう夫ぶなんっ？」


「な……なんとか」


　たんこぶができたなと思いながら、いつきがよろよろ起き上がる。右半身がじくじくと痛んだけれど、どうにか動く程度はできそうだった。


　打ち身した部分を押さえ、情けなく顔を歪ゆがめながら訊きく。


「今の──何？」


「外部からの、投射魔術や。館やかたが悲鳴をあげてる」


　天井を見上げて、穂波が唇くちびるを嚙かんだ。


「じゃあ、ユーダイクスの魔法っ？」


「多分……そうや」


　いつきは、信じられなかった。


　これまでの事件で、少年も多くの神秘を見てきた。山中に海をつくりだす呪じゆ波は汚お染せんの〈夜〉も、拳こぶしひとつで地じ震しんを起こす『神』の所業も目まの当たりにした。


　それでも、ここは〈アストラル〉の館だった。


　知識にはなくても、その強固さは右目が知っていた。眼帯越ごしに視みるたびに、その泰たい然ぜんとした呪力構成を実感していたのである。


　それが、たったひとりの魔法にこうも打ち壊こわされるとは。


「しっかりし、社長」


　茫ぼう然ぜんとするいつきを、穂波が叱しつ咤たした。


「『遺産』は、あたしが確保しとく。──社長とみかんは、先に猫屋敷さんと合流して、ラピスを追って」


「う、うん」


　うなずいたいつきの手をみかんがとった。


「じゃ、行こ、お兄ちゃん社長！」


　みかんに引きずられて、亀裂の入った階段を駆かけ上っていく。


　その途と中ちゆうで、一度だけ。


　振ふり返った。


「あ……」


　穂波が、こちらを見ていた。


　眼鏡めがねととんがり帽ぼう子しに隠かくれて、どんな顔をしているのかは分からなかった。


　分からなかったけれど、なぜだか──ひどく不ふ吉きつな予感がして、たまらなかった。








「──猫屋敷さんっ？」


　悲痛な黒羽の声が、青年の意識を揺ゆさぶり起こした。


「にゃあっ」


「……にあ」


「ふなあ」


「にぃ～あ？」


　ついで、白、黒、ぶち、三毛、四匹ひきの猫ねこの鳴き声が、青年の耳じ朶だを叩たたく。


　青年を中心として、東西南北の四方へと散らばった猫たちだった。いかにも駆け寄りたそうなのにそうしないのは、それぞれの立つ位置が、結界の要所であるからだった。


　四神相応──四柱の神のおわす土地は、あらゆる災害から免まぬかれるという。その神の名を冠かんした猫たちは、確かに青年の意に沿って、強きよう靭じんな結界を発動させた。


　あちこちが陥かん没ぼつし、煙けむりさえあげる庭の中で、猫屋敷と黒羽の霊エーテル体だけが無事でいられたのも、その猫たちのおかげに違ちがいない。


　だが、代だい償しようは大きかった。


「……これは、どうも。情けない……ところをお見せしまして」


　ゆらりと笑った猫屋敷の顔は、真っ青を通り越こして──白はく蠟ろうと紛まがうほどに色を失っていたのである。


「……猫屋敷さん」


　黒羽が胸を押さえる。泣きそうになるのをこらえて、何かできないかと思考をめぐらす。実体のないのが悔くやしかった。そうすれば、せめて背中ぐらいさすってあげられるのに。


「重力レンズ……ですかね」


「え？」


「正確には……重力レンズを模した呪力の偏へん向こう現象といったところですか。……なかなか馬ば鹿か馬ば鹿かしいですが……大気圏けんを流れている呪力流を偏向して……月と星座の導きで収束して……直接叩きつけられました。あはは……ほとんど竜りゆう脈みやくを……ぶつけられたようなもんですね」


　切れ切れに、口走る。


「場所も時間も……極きわめて限られるタイプの魔ま術じゆつです……。おそらく……この事務所に使えるのは……十年に三日とないでしょうに……。よほど前から……この日を狙ねらいすましていたと……見えますね……」


　苦く笑しようした。


　もともと、呪力の洗せん浄じようで疲ひ労ろうした分も大きかった。いや、これほどの綿密な魔術を組み立てているなら、いつきの暴走で呪力の洗浄を迫せまられることも、ユーダイクスの計算のうちだったろうか。


（そういう人ではありますね……）


　古い記き憶おくを脳のう裏りによぎらせつつ、猫屋敷は四匹の猫たちの結界を解く。


　次の瞬しゆん間かん、月光が翳かげった。それを異常と感じるより早く、猫屋敷は余力を膝ひざに込めた。大地へ身を投げ出すのとほぼ同時に、





　──ジュウッ





　滴したたり落ちた液体が、寸前まで猫屋敷の立っていた地面を溶とかした。わずか数滴てきの雫しずくさえ、深々とした穴を穿うがち、赤色の煙をあげたのである。


「え、何っ……？」


　咄とつ嗟さに見上げた黒羽の頭上に、ふわふわとそれは浮ういていた。


　あえていうならば、海月くらげに似ていた。


　半はん透とう明めいのぶよぶよとした頭を持ち、触しよく手しゆに似た何かを夜に伸のばしている。その触手の先からはねばねばとしたさきほどの液体を垂らしていた。


　猫屋敷の表情が変わる。


「──人工精霊エレメンタリイ?!」


「あ、あたしが……」


　黒羽が浮ふ遊ゆうした。その身体からだを中心に、小石や砂が浮き上がり、渦うずを巻いた。


　騒霊現象ポルターガイスト。


　幽ゆう霊れいの身体には、物理的な攻こう撃げきなど効きはしない。あんな海月、騒霊現象ポルターガイストで動きを封ふうじてしまえば……


「駄だ目めですっ。黒羽さん……その液はあなたも溶かしますっ！」


「えっ」


　反射的に身をよじる。


　それでも、海月の吐はいた液が、長い髪かみの端はしにかかった。


「熱──っ」


　黒羽の髪の一ひと房ふさが、それで蒸発したのである。髪とはいえ、霊エーテル体の黒羽にとっては、腕うでや心臓と変わらぬ魂たましいの一部であった。


「水の元素エレメントを使って……霊エーテル体そのものを分解してるんです。……物質だろうが……霊エーテル体だろうが関係ありません」


　しかも、脅きよう威いはそれにとどまらなかった。


　慌あわてて猫屋敷とともに逃にげ出そうとした黒羽が、振ふり返った瞬間、硬こう直ちよくしたのである。


「そんな……」


　絶望的な苦鳴が、喉のどからこぼれた。


　夜の向こうから、次々と影かげが持ち上がっていた。


　あるいは大地から。


　あるいは天空から。


　三体……六体……十体……二十体……全部で三十体以上の海月が、新たに〈アストラル〉事務所を囲んで、湧わいてきたのだ。


　おびただしいまでの、半透明の精霊の群れであった。


「人工精霊エレメンタリイは……ホムンクルスの創造においても……必ひつ須すの材料です。ユーダイクスにしてみれば……倉庫さらえ程度の代しろ物ものでしょうね……」


　猫屋敷の言葉を、黒羽は茫ぼう然ぜんとしたまま聞いていた。


　絶望というよりも──放心。


　あまりに突とつ然ぜんの危機に、心が追いついていない。新入社員とベテランとの、修しゆ羅ら場ばを踏ふんだものと踏んでないものとの、どうしようもない落差。


（仕方ないところでは……ありますね）


「……無理ぐらいは……しますか」


　猫屋敷の手に、何枚もの符ふが並んだ。それぞれが必殺の威い力りよくを込めた退魔の符。だが、それを繰くり出す体力の方は心もとなかった。


　ぐらり──と上半身が泳ぐ。


「にゃあああ」「なあ？」「にぃ～あっ」「……にあ！」


　硬直した猫屋敷へ、四匹ひきの猫ねこたちが駆かけ寄ったとき。


　轟ごう、と人工精霊エレメンタリイたちが一いつ斉せいに雪崩なだれ落ちて──





「──はらいたまい、清めたまう！」





　凛りん、と振られた玉たま串ぐしの前に、阻はばまれた。





「はらいたまい、清めたまう。いわまくもあやにかしこきはらえど大神のおおみいずをこいのみまつり、すべてのまがごとつみけがれをはらいのぞかむと、あまつのりとのふとのりとごとのる──」





　さらに、幼い手から、白い塩が盛大に撒まかれる。


　青年と猫たちを中心に、綺き麗れいな円を描えがいた塩に弾はじかれ、海月たちはぞぞぞぞと退いていった。


「猫屋敷さんっ、黒羽さん、大だい丈じよう夫ぶですか！」


「……社長、みかんさん」


　半はん壊かいした事務所の玄げん関かんから、いつきとみかんが駆け下りてきたのだ。


　そして、雲うん霞かのような人工精霊エレメンタリイたちに、いつきが左目を剝むいた。


「これって……」


「いやはや……まさか、直接ここに殴なぐりこまれるとは思わなかったもので……。少しばかり油断しました……」


「て、顔真っ白じゃないですか！」


「それより……今は、迎げい撃げきが先です。黒羽さん、大丈夫ですか？」


「あ……あ……はいっ」


　やっと我に戻もどった黒羽が、一生懸けん命めいにうなずく。


　それから、猫屋敷はみかんの結界に視線を滑すべらせる。


「みかんさんは？　どれぐらいもちます？」


「だ、大丈夫。穂波お姉ちゃんが来るまでぐらい、もつもん……っ。お兄ちゃん社長は……」


「う、うん。ラピスちゃんを……」


　言いかけた、ときだった。


「…………！」


　ずん、と凄すさまじい圧あつ迫ぱく感かんが、四人をとらえた。


　じわ……と、地面に撒かれた塩が、ゆっくりと黄ばんでいく。


　みかんの〈禊みそぎ〉が、侵しん食しよくされつつあるのだ。これだけの数に詰つめ寄られれば、その分呪じゆ力りよくの干かん渉しようも激しい。だが、まだみかんの〈禊ぎ〉が圧あつ倒とうされるほどの数ではないはずだった。


　──いや。


「な……」


　見上げて、いつきは言葉を失った。


　雲霞のよう、とさきほど言った。


　ならば、今は天てん蓋がいのようとでもいうべきか。


　半はん透とう明めいの海月たちは、その数を倍にも三倍にも増やし、完全に夜空を埋うめ尽つくしていた。うぞうぞと這はい回る触しよく手しゆが、いつきたちの頭上から逃にげ道までも塞ふさぎ、時折、あの粘ねん液えきを地面にじゅわっと垂らした。


　そして。


　その人工精霊エレメンタリイたちの中に、もうひとつ、人ひと影かげが落ちていた。


「……いつき。ラピスはちゃんと言った」


「──ラピスちゃんっ」


　言った瞬しゆん間かん、右目が焦こげた。


　軟なん膏こうで描かれていた紋もん様ようが、ばちっと音をたてて、剝はく離りする。抑おさえられていた激痛がぶりかえし、たまらず膝ひざを折ったいつきを、ホムンクルスの少女はうってかわった表情で睥へい睨げいしていた。


「ラピスはいつきを怪け我がさせない。でも、優先されるのはラピスの嗜し好こうじゃなくて、あにさまの意思だって。あにさまが言うんだったら、ラピスは〈アストラルここ〉を終わらせる」


　少女が手をあげると、隣となりにいた人工精霊エレメンタリイの触手が伸のび、手首へ触ふれる。


　すると、その手首に巻かれていた穂波の魔女の結び目ウイツチ・ウイツトが、ぶつりと千切れた。


「あ……」


　糸パスが繫つながったのが──視みえた。


「うん。あにさま……ラピスはそうする」


　糸パスが、ユーダイクスの命令を伝えたのか、ラピスはゆっくりとうなずいた。


「──それに、今はラピスもそうしたい」


　四人を前に、人工精霊エレメンタリイたちを後ろに、ラピスの唇くちびるがぎこちなく微び笑しようの形をつくる。


　とても優やさしく、儚はかない笑えみ。


　それは──はじめていつきが目にした、ホムンクルスの少女の笑みだった。





　　　　２




　少し欠けた満月が、その寺の境けい内だいを照らしていた。


〈アストラル〉事務所のすぐ近く──徒歩で五分ほどの、坂上に建つ寺──「竜りゆう蓮れん寺」である。参拝客が少ないわりに歴史だけ長いこの寺は、本堂の裏に五百坪つぼ近い敷しき地ちを持ち、樹じゆ齢れい三百年以上の松や楠くすのきの森を擁ようしている。


　以前は隻せき蓮れんという僧そう侶りよが住職をしていたが、現在はなり手がおらず、やむなく昼の間だけ近くの寺から代理を呼んでしのいでいる。


　ゆえに、この夜の争いを目撃するものは、当事者たちを除いては、月と星と──鬱うつ蒼そうと茂しげる森自身しかいなかった。


「……懐なつかしいな」


　と、男が呟つぶやいた。


　湿しめった地面を踏ふみ、木の幹に触れながら、歩を進める。言葉どおり、勝手知った場所であるのか、歩みにはまったく迷いがなかった。


　ユーダイクスである。


　最前まで〈アストラル〉の事務所を見下ろしていた錬れん金きん術じゆつ師しは、森の半ばで足を止め、巨きよ木ぼくのひとつへ笑みを向ける。


「まずは誉ほめておこう。迎むかえ撃うつには戦力不足と見て、ひとり囮おとりとなったか」


「好きに想像し」


　その巨木の麓ふもとに、穂波が立っていた。


　右手には箒ほうきを携たずさえ、足元には『遺産』のアタッシェケースを置いている。


　いつきたちと別れたすぐ後、穂波はアタッシェケースを持って、この寺まで飛ひ翔しようしてきたのである。それも、わざとユーダイクスに見つかるようにだった。


　思おも惑わく通り、ユーダイクスはおびきだされた。


（……いっちゃんは無事かな）


　唾つばを飲む。


　あの衝しよう撃げきは、ただごとではなかった。館やかたの結界は焼ききれ、侵しん入にゆう者しやを排はい除じよするための霊れい的てき設備もほとんどが無効化されていた。だからこそ、あそこでユーダイクスを迎え撃つことだけは避さけたかった。


　そして、もうひとつ──いや、ふたつ。


　穂波には、訊きかねばならないことがあった。


「ユーダイクス」


「何かな？」


「あの〈幽霊屋敷〉で──あたしといっちゃんに会った魔ま法ほう使つかいは、お前やったんやね」


　それが、いつきの義妹──勇花から聞いた話であった。


『ユーダイクスさんって人が来たら、眼帯のお礼を言っておいて』


　いつきの眼帯をつくってくれた魔法使いが、ユーダイクス・トロイデであったことを、穂波はその耳で確かめたのだった。


「……思い出したかね」


　と、にんまりユーダイクスは笑った。


「ならば、あの妖精眼グラム・サイトがどういうものであるかも、あのとき説明していたはずだな」


　穂波は、戦せん慄りつする。


　そう、あのとき説明を受けた。


　いつきの眼めがどういうものか。


　どれほどに危あやうく、どれほどに脆もろい瞳ひとみか。


　──そして、自分が、そういう眼にしてしまったことを。


　ユーダイクスが不思議そうに眉まゆをひそめた。


「ふむ？　ひょっとしてお前は……その責任を取るために、〈アストラル〉へ来たのか」


『穂波ってどうして〈アストラルうち〉に来たの？』


　昨日の〈協会〉で、いや以前からいつきが訊いていた質問。


「……そうや」


「なるほど。確かに、あの少年の眼については、お前のせいともいえる。そうでなければ、妖精眼グラム・サイトとはいえ、身体からだを蝕むしばまれることはなかったろう。──ある意味においては、僥ぎよう倖こうだったかもしれんな。あれほどほかの魔術集団から嘱しよく望ぼうされていた人間が、わざわざ廃はい業ぎよう寸前の〈アストラル〉を選んだわけだ」


　穂波は、耳を貸さない。


　肝かん心じんの、自分が訊きたかったことだけを、つきつける。


「あんたが眼帯をつくった魔法使いなら、分かるはずや。社長の眼と──身体の治し方」


「ふむ？」


「社長の右目は、確実に進行してる。眼帯をつくったんがお前やったら、その治し方も考えられるやろ」


　パナケアは──けしていつきを治したわけではなかったのだ。ただ単に、暴走していた呪じゆ力りよくを鎮しずめ、応急処置を施ほどこしただけのことである。あの右目は、穂波の手も届かないところで、着実にいつきを侵食している。


　だからこそ、彼女はここにユーダイクスを呼ぶ必要があった。


「教えねばならん義理はないぞ。ましてや魔法使いがただで何かを教えるなど、道義的にも問題だろう。君が考える、あの二代目の命と等価の交こう換かんとはなんだね？　まさか、その『遺産』がそうとは言うまいな？」


　愉たのしそうに、ユーダイクスは笑った。


　ただし、目は笑っていなかった。ユーダイクスもまた、彼女の目的を悟さとったのである。ここに呼ばれた意味と、その理由を。


「──交換するのは、これや！」


　唐とう突とつに。


　どん、と箒が地面を叩たたいた。





「歌え、我らが友！　霊れい樹じゆの末まつ裔えいが乞こい願う！　汝なんじが内にありし災わざわいを、汝の腕うでもちて刺さし貫つらぬけ！」





　大地が蠢うごめき──鋭するどい根が、ユーダイクスめがけてひた走った。


　まるで達人の槍やりのごとく、十と重え二十はた重えの樹木の根が、錬れん金きん術じゆつ師しへと殺さつ到とうしたのである。


「それが、ケルトの魔術特性か」


　斜ななめに跳とんで避けながら、ユーダイクスの声には好こう奇きの響ひびきが混じった。


　──魔術特性。


　ケルト魔術のそれは、〈霊樹の末裔（Descendant of Taliesin）〉。自然界の呪力を利用する、森と岩と歌の民たみの魔術。


　しかも、ここは〈アストラル〉に来て以来、何くれとなく穂波が訪おとずれ、話しかけ、水を与あたえ、世話をしてきた森であった。この森にある限り、少女は万の軍勢を得たに等しかった。





「乞い願うハイル！　我らが友、汝の衣ころもをもって、我が敵を切り裂さけ！」





　根についで、葉が舞まい、枝が踊おどった。


　呪力を秘ひめた松葉が氷雨ひさめとなって降りかかり、長い枝は自然の鞭むちとなってユーダイクスの身体を呪じゆ縛ばくしようとする。


　さらに、その葉と枝の間を縫ぬって、穂波のマントから幾いく十じゆつ本というヤドリギが飛んだ。


　それぞれが異なる弧こを描えがき、タイミングも角度も変えて奇き襲しゆうする、ドルイドの魔ま性しようの矢。かつて常勝無敗のローマ軍を翻ほん弄ろうした魔術に、現代の魔女術ウイツチクラフトの秘ひ儀ぎさえ取り入れた、これこそが穂波の奥の手であった。





「我は願うハイル！　我は願うハイル！　我は願うハイル！　月の女め神がみのもと、力の円えん錐すいのもと、天にも地にもあらざる霊樹もて、南東の禍まがつ事を悉ことごとく打ち滅ほろぼせ！」





　魔術が、完成する。


　森ひとつ──並の魔法使い百人にも勝まさる膨ぼう大だいな呪力をもって、全方向からユーダイクスの身体を穿うがった。純白のインバネスがたちまちボロクズと変わり、森の中空で、枝や蔓つるに捕とらえられて静止する。


「……死んでは……ないはずや」


　肩かたで息をしながら、穂波は低く囁ささやいた。


　さしもの魔女にとっても、これだけの大魔術は強きよう烈れつな精神の集中を必要としたのである。こめかみを伝う嫌いやな汗あせを拭ふいて、少女はぐっと奥歯を嚙かみ締しめた。


「でも、その傷は普ふ通つうのやり方じゃ塞ふさがらへん。助かりたかったら、社長の眼めについても教えてもらう。命と命、交換条件には不服がないはずや。──もちろん魔術決闘フエーデもこれで終わってもらう」


「不服あり」


「…………っ！」


　見上げた。


　枝と蔓に縛しばられながら、ユーダイクスの笑えみは消えていなかったのである。ばかりか、穴だらけになったインバネスからは、血の一滴も流れていなかった。


「な……んやて……」


「お前は、誤解している」


　ユーダイクスの唇くちびるは、ことさらゆっくりと告げた。


「〈協会〉で、実戦不足とは言った。だが、それは魔術の使い方の問題じゃない。そういう問題なら、お前は一流といってもいいだろう。この魔術ひとつとっても──これほどの精度で古代ケルト魔術を再現できるものは、世界に数人といまい」


　蜂はちの巣のようにされながら、不自然なほどよどみない口調。


（幻げん影えいや……ない）


　穂波が、自分の目を疑う。


　手て応ごたえはあったのだ。


〈協会〉では、この錬金術師の幻げん覚かくに騙だまされた。だからこそ、今回は相手の先せん攻こうを許さず、自分から仕し掛かけたのに。


「お前は──あまりに完成されすぎている」


　淡たん々たんと言い、ユーダイクスが軽く腕に力を込めた。


　それだけで、穂波の腕ぐらいありそうな、太い枝が千切れたのだ。


　錬金術師の巨きよ軀くが落下し、柔やわらかな森の土にへこみをつくった。不自然なほど大きなへこみに、穂波が目を見張る。


「以前、猫屋敷にも同じことを言ったがな。どんな劣れつ悪あくな条件でも百％の力を発揮するということは、裏返せば、どんな状じよう況きよう下かでも百％の力を発揮してしまうということに過ぎん。選せん択たく肢しが狭せばまれば、自然、計算はしやすい」


　静かに、歩み寄りながら、ユーダイクスは呟つぶやく。


　その歩行には、一いつ切さいのよどみがない。身体からだ中穴だらけのまま、何の支障も、何の苦痛もなく歩む。





　──このときはじめて、


　　　穂波は自分の無力を思い知った。





　無意識に、穂波の足が後じさる。


　この化け物から、身体が先に逃にげようとする。頭が敗北を理解する前に、身体が序列を悟さとってしまった。


　今の秘儀で勝てないならば、穂波・高瀬・アンブラーは、どうやっても目の前の怪かい物ぶつに敵かなわないと。


「ユーダイ……クス……」


　震ふるえる声音に、錬れん金きん術じゆつ師しがかぶせた。


「それに、向こうには人工精霊エレメンタリイを残してきた。加えて、ラピスにも命令をくだした。疲ひ弊へいした猫屋敷や未熟な巫女みこの相手ぐらいは十分つとまるだろう。ましてや、あの二代目ぐらいは当然にな」


（！　いっちゃん──！）


　突つっ走った思いが、つかのま、身体をねじ伏ふせる。


「──霊れい樹じゆよ！」


　だが、ヤドリギの矢を振ふりかぶろうとした手首を、ユーダイクスが握にぎり締めた。


　そのまま、ぐいと片手で吊つり上げる。いくら穂波が軽いといっても、尋じん常じような腕わん力りよくではない。呻うめく魔ま女じよの耳元へ顔を寄せ、錬金術師が囁ささやく。


「もう、遅おそい」


　ずん、と穂波の鳩みぞ尾おちを重い拳こぶしが抉えぐった。


　少女の脆もろい身体は──まるで試ためし割りの板みたいに、ひどく簡単にくの字に折れた。





　　　　＊





「ラピス──」


　喉のどの奥で、いつきの声はくぐもった。


　右目の痛みに、奥歯を食いしばる。せっかく穂波の塗ぬってくれた軟なん膏こうが、ぱりぱりと黒ずんで剝はく離りしていった。その欠片かけらを握り締めて、もう一度、呼びかける。


「ラピスちゃん──」


　少女は、ただ微笑ほほえむばかりだった。


　壊こわれた庭に佇たたずみ、生まれてはじめての微び笑しように唇をほころばせ、少女はゆるやかに指を舞まわせる。


　すると、ラピスの周りで、人工精霊エレメンタリイたちが蠢うごめいた。


「…………！」


　まるで、女じよ王おう蜂ばちに仕える兵隊のようだった。あるいは、母鳥に懐なつく雛ひなのようでもあり、指揮者に従う音楽隊のようでもあった。


　ただひとつ言えることは、ホムンクルスの少女が現れたことで、人工精霊エレメンタリイたちが勢いづいたという事実だ。


「──あそこ」


　ラピスが、人差し指を向ける。


　そのたび、次から次へと湧わき出す人工精霊エレメンタリイが〈禊みそぎ〉の結界へと体当たりしたのだ。


　無論、人工精霊エレメンタリイ程度の呪じゆ力りよくではみかんの〈禊ぎ〉を破れはしない。しないのだが、彼らは止やむことなく、延々と自じ爆ばく的な攻こう撃げきをしかけつづける。


「あ、あ、あ……お、お兄ちゃん社長……っ」


　みかんが、泣きそうな声で振り向いた。


　徐じよ々じよに徐々に、撒まかれた塩が黄ばんでいった。最初いつきたちを中心に直径八メートルほどもあった〈禊ぎ〉の結界は、もはや三メートル前後まで縮小していた。


　その分だけ、人工精霊エレメンタリイが近づいてくる。


　時折、粘ねん液えきが滴したたり、〈アストラル〉の庭を汚きたなく焦こがす。


「……う……」


　いつきにも、この状態のまずさは理解できていた。


　この組み合わせだと、猫屋敷以外に、決め手をもつものがいないのだ。


　みかんの魔術はほとんどが守護に偏かたよっており、黒羽の騒霊現象ポルターガイストはまだまだ発展途と上じようの代しろ物ものだ。なのに、その猫屋敷が疲弊しきり、ほとんどの術を使えない状態では、袋ふくろ小こう路じもいいところだった。


「……く、う……」


　拳を握る。


　怖こわくて怖くて、がちがちと歯が鳴りそうになる。膝ひざなんて震えっぱなしで、さっきから視界が小刻みに揺ゆれる。


　でも。


　怖い以上に──悔くやしかった。


　何もできないことが。できないまま、終わってしまうのが。


（社長だって……言った……）


　他人には任せられないと。ここが自分の『たいせつ』だと。


（だったら……）





【──呼ベ】





　右目が、弾けた。


「うあっ……」


【我ヲ、呼ベ】


　あの声。


　いつも、いつきの内側を軋きしませる、重く激しい声。


　怒いかりも何もかもないまぜにするあの声が、鈍どん痛つうとともに、右目から響ひびく。


（でも、この眼帯を取ったら……）


　今度こそ──殺す──かもしれない。あの自分には容よう赦しやがない。躊ちゆう躇ちよがない。少なくとも、敵対するものにかけるような慈じ悲ひはない。


『約束して。その眼帯は──取ったらあかん』


『あ、お兄ちゃん社長。あたしとも約束』


　小指を意識する。ついさっき、約束したばかりだ。いつき自身も嫌いやというほど納なつ得とくした。自分だって、あんな痛みも動けなくなるのも、もう繰くり返したくはない。


　だけど。


（ほかに、方法が──）


　半ば無意識に、いつきの手が眼帯へと伸のびたときだった。


「眼帯を取ったら、勝てると思ってる」


　冷ややかな指し摘てきが、いつきの思考を貫つらぬいた。


〈禊ぎ〉の結界の向こうで、ラピスが自分の目に触ふれていたのだ。


「────?!」


　何かの予感が、無意識的に眼帯を外させようとし、


「無む駄だ」


　ラピスの碧へき眼がんが──まるで違ちがう色に輝かがやいた。





【──ヲヲヲヲヲォォォォアアアアァァァ！】





　その色しき彩さいを視みた瞬しゆん間かん、いつきの右目は吼ほえた。


「───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────！！！！！！！！！」


　苦痛ではなかった。


　ただ、暗黒であった。


　突とつ然ぜん、盲もう目もくがいつきを襲おそったのだ。霊れい的てきな視力も、物質的な視力も根こそぎ奪うばわれ、少年は顔を押さえて、転がった。


「社長っ」


「いつきくんっ」


「お兄ちゃん社長！」


　悲痛な叫さけびも、ろくに耳へ届かなかった。猫ねこたちが駆かけ寄り、頰ほおを舐なめても、その感かん触しよくさえ不確かだった。


「これが──ラピスの魔ま法ほう」


　と、ホムンクルスの少女は、とりわけ優やさしく囁ささやいた。


「妖精眼グラム・サイトは稀き少しよう。でも、史上いつきがはじめての保持者じゃない。最高の魔法でも最強の魔法でもない。たとえばあにさまぐらいなら、封ふうじこめる方法も知ってる。──これも、そのひとつ。あらゆる視力を奪う邪視イーブル・アイ」


「……砂さ漠ばくの国の魔眼ですね」


　咄とつ嗟さに視線をそらし、みかんの目を塞ふさいで、猫屋敷が切れ切れに漏もらした。


「砂漠の民たみには……ことさら邪じや視し避よけのお守りが多い。……それは……あの国には本当に邪じや視しを放つ……怪かい物ぶつがいたから……。プリニウスの『博物誌』にも描えがかれた……小さな王……。ユーダイクスは……あなたをどうやって作りました……？」


「答える必要ない」


　片手で顔を隠かくし、ラピスが腕うでをあげた。


　それに従い、人工精霊エレメンタリイたちが密集し、壁かべとなって〈禊みそぎ〉の結界を押し包む。


　ぎしり、と音がした。


　表面で何度も何度も人工精霊エレメンタリイが弾はじけ、塩と玉たま串ぐしによって構築された〈禊ぎ〉が悲鳴をあげているのだ。


「……うううう～～～～っ」


　みかんが真っ赤な顔でふんばる。黒羽も結界の中から、いくつかの人工精霊を騒霊現象ポルターガイストで食い止める。


　だが、それだけだ。


　所しよ詮せんは、相手の数に追いつかない。


「──疾チツ！」


　疲ひ労ろうをこらえ、猫屋敷が符ふを放つ。それでも一いつ瞬しゆん人工精霊エレメンタリイたちの壁がへこむ程度で、根本的な解決にはつながらぬ。


（……あ、ぐ……あ……）


「これで、終わり」


　悶もん絶ぜつするいつきへ、ラピスが愛いとしそうに告げて、





「──あら。それは、残念ですわね」





　天空からの、優美な声に、硬こう直ちよくしたのだった。


「え────?!」


　刹せつ那な、人工精霊エレメンタリイたちの壁が、大きく破れた。


　猫屋敷たちの抵てい抗こうが蟷かま螂きりの斧おのなら、それは巨きよ人じんさえも薙なぎ払はらう紅ぐ蓮れんの魔ま剣けんであった。


　ざぐんっ──と振ふるわれた一いち撃げきが、人工精霊エレメンタリイもみかんの〈禊ぎ〉も、なにもかも真っ二つに切り裂さき、切り開いた。


　砕くだき、飲み干し、平らげた。


　そして、多数の気配が隣となりへ降り立つのを、いつきは感じた。


（え……っ）


「しっかりなさいイツキ。仮にも魔術結社の首領なら、それはただの義務ですわ」


　どこか耳慣れた──クイーンズ・イングリッシュ訛なまりの日本語。それとともに、何かが瞼まぶたに押し付けられ、ついで胸むな元もとにかけられる。多分、薬か魔ま除よけか。一瞬、鋭するどい痛みが沁み渡わたると、すぐに暗黒は退ひいていった。


　──眼が、開く。


「あ……」


　同時に。


　言葉を忘れた。


　信じられないものを見て、いつきも、さっきまでとは別の意味で固まった。


「あ……あ……あ……っ」


「どうしましたの？　人のことを幽ゆう霊れいみたいに見るのは失礼ですわよ」


　にっこりと、彼女は微笑ほほえんだ。


「それとも、再会の感動のせいかしら？　だったら、もう少しロマンチックに告げてほしいものですけど」


　優ゆう雅がな口調で告げる。


　その口ぶりにふさわしく、身に纏まとうは漆しつ黒こくのドレス。おとがいに流れるは金きん髪ぱつの縦ロールであった。胸元にかかった護符タリスマン『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』さえ、少女が身につけると極上の宝飾品アクセサリーに思えた。


「なんで……キミが……生きて……」


「あらご挨あい拶さつ。もちろん、イツキに会うためです。──それと、ちょっとした返礼をかねて」


　華はなやかに一礼し、彼女は踵きびすを返した。


　少女の周囲をとりまく──たった今人工精霊エレメンタリイたちを切り裂いた魔物も、それに従った。あるいは空を泳ぐギンザメ、あるいは黄金の獅し子し、あるいは鷲わしの翼つばさを持つ狼おおかみといった、異形の魔神の群れである。


　──七十二の魔神と、人は呼ぶ。


「光栄に思いなさい。──ここからは、〈ゲーティア〉が首領、アディリシア・レン・メイザースがあなたの相手です」


　微び笑しようし、堂々と胸を張って、アディリシア・レン・メイザースは宣戦布告したのであった。
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「アディリシア・レン・メイザース……〈ゲーティア〉の首領……」


　ラピスが後じさった。


　その瞳ひとみに映るのは、華か麗れいな金細工にも似た少女であった。


　天上の職人が丹たん精せいをこらした、黄金造りの薔ば薇ら。だが、その薔薇には、鋭するどい棘とげと地じ獄ごくの猛もう毒どくも潜ひそんでいる。


「あら。お忘れじゃなくて嬉うれしいですわ。前回は結界に阻はばまれて、芸のひとつも見せられませんでしたもの」


　艶えん然ぜんと、アディリシアは笑えみを深くした。


　ラピスの微笑が無む垢くならば、アディリシアのそれは絢けん爛らんか。


「…………」


　黙だまったまま、ラピスは手をあげた。


　人工精霊エレメンタリイたちが、戦列をつくる。さきほどの一いち撃げきを警けい戒かいしたのだろう。まんべんなく広がった陣じん形けいから、研とぎ澄すまされた突撃槍ランスのように、密度をあげた。


　ごっ、と風が爆はぜた。


　無数の人工精霊エレメンタリイたちが、ただ一匹ぴきの『獣けもの』と化して、牙きばを剝むく。先にこれを使われていれば、みかんの〈禊みそぎ〉も一いつ瞬しゆんで砕くだけていたろう、獰どう猛もうなる突撃チヤージ。


　それを前に、アディリシアは、


「──喰くらいなさい」


　たった一言、呟つぶやいた。





　それだけで、魔神たちが解き放たれた。





　黄金の獅子が──マルバスが。


　猛たけきギンザメが──フォルネウスが。


　鷲の翼持つ狼が──グラーシャ・ボラスが。


　びしり、と音が鳴った。


『獣』の身体からだが、獅子の爪つめで八つ裂ざきにされた音だった。『獣』ばかりか、振ふり下ろした爪はその威い力りよくで大地をも引き裂いた。


　それでも『獣』はあがいた。自らの身体を固定してなお突とつ撃げきしようとし、ギンザメに体当たりされ、ことごとく粉ふん砕さいされる。


　最後に──翼持つ狼が、轟ごう然ぜんと羽は撃ばたいた。


　巻き起こった風は、竜たつ巻まきとなった。


　呪じゆ力りよくのこもった、煉れん獄ごくの颶ぐ風ふうであった。


　粉砕された『獣』はその烈れつ風ぷうを受け、さらに微み塵じんとなって分解された。


「あっけないですわね」


　と、アディリシアはラピスにうなずいてみせた。先の言葉どおり、ちょっとした芸を披ひ露ろうしたという──ただそれだけの風ふ情ぜいである。


「雑ざつ霊れいをいくら集めようが、星せい霜そうを閲けみしたソロモンの魔ま神じんには勝てませんわ。──本気をお出しなさい。でなければ、私の気も晴れません」


「しない」


　だが、ラピスは、元の無表情に戻もどって、かぶりを振った。


「〈ゲーティア〉は魔術決闘フエーデの相手じゃない。──それに、もう役目終わった」


「？　どういうことですの？」


「話す必要ない」


「──待ちなさい！」


　とめる間もなかった。


　一瞬目を細めるや、ラピスは強く大地を蹴けった。


　常識外れの跳ちよう躍やく力であった。
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　とんとーんとリズムよく、二メートル近くも後方に跳躍するや、残った人工精霊エレメンタリイたちが集まり、一いつ斉せいに粘ねん液えきを吐はいたのである。


「っ──グラーシャ・ボラス！」


　アディリシアの命に従い、翼つばさ持つ狼おおかみが凄すさまじい吐と息いきでその粘液を吹ふき飛ばす。だが、そのときにはラピスは人工精霊エレメンタリイのぶよぶよした頭に乗って、ビルの谷間へと遠ざかっていた。


「──逃にげ足だけは立派なものですわね」


　それを憤ふん然ぜんと見送って、アディリシアは振り返った。


　だが、いつきは、いまだぱくぱくと口を開いたままであった。


「アディリシア……あの……本当に……？」


「あら。あの錬れん金きん術じゆつ師しに死んだとでも聞いたんですの」


　こくこくとうなずく。言葉もないとはこのことである。思わずまじまじと、足があるかどうかを確かめてしまったぐらいだった。


「七十二の魔神を舐なめてらっしゃいますの？」


　と、アディリシアは金きん髪ぱつをかきあげた。


「身代わりになれる魔神の一柱や二柱ぐらいいますわ。……まあ、私もあの目を見てしまったせいで、最近まで魔神をまともに扱あつかえませんでしたけどね。その魔ま除よけは、そのときにつくったあまりです」


　さきほどいつきの首にかけた、瞳ひとみの形のお守りを指す。


「……『ホルスの眼』、ですね。エジプト圏けんで使われる邪視イーブル・アイ除けのお守りです」


　これは、疲ひ弊へいしきり、尻しり餅もちをついていた猫屋敷が言う。


「ええ、さすがにご存じですわね」


「じゃあ、本当に……」


「偽にせ者もののわけがないでしょう。それとも、イツキの目は、私が本物かどうか分からないほど腐くさってますの？」


　つん、とすまして答える。


　その唇くちびるが、次の瞬間、小さな悲鳴をあげた。


「きゃっ──」


　アディリシアの身体に、がばっといつきが抱だきついたのである。


「イっ、イっ、イツキ、気でも触ふれましたか！　や、やめなさい！」


　白いかんばせが、面おも白しろいほど茹ゆで上がる。ルビーもかくやというほど赤くなったアディリシアは、でも、すぐ後の台詞せりふに胸をつまらせた。


「よかった……」


「え……」


「本当に……本当によかった……」


　抱きついたまま、いつきが、ぼろぼろ泣きながら言う。


「……イツキ……あなたはそんな……」


　恥はじも外聞もない泣き方だった。


　それだけに、いっそ快かった。涙なみだの量にともなって、抵てい抗こうするアディリシアの力も抜ぬけていった。


「イツキ……………………………………………………」


　頰ほおを紅潮させた少女の表情が和やわらぎ、瞳が潤うるんだ。


　非力な腕うでで抱きしめてくる少年に、アディリシアの手も応こたえようとして──


「お兄ちゃん社長！」


「いつきくん！」


　直前、みかんと黒羽の念動力が、いつきを引きずり戻した。


「うわあっ」


「お、女の子にいつまで抱きついているんですか！　いくら嬉うれしかったからって、表現方法は考えてください」


　黒羽が、こちらも真っ赤な顔でたしなめる。


「べ、別に不快ではありませんでしたけど……」


　ちょっと拗すねたような、残念そうな声で、アディリシアが唇を尖とがらせる。


　それから、こう訊きいた。


「……で、私もある程度の事情は知っておりますけど、やはり相手はユーダイクス・トロイデですのね？」


「あ……うん」


「では、大事なお話があります。〈アストラル〉の方全員を集めてくださいませ。……そういえば、ホナミはどうしましたの？」


　途と端たん、いつきが再び呼吸を止めた。


「そうだ！　『遺産』の確保をするって言ってたけど……！」


　半ば崩ほう壊かいした洋館の中へ、矢も盾たてもたまらず走り出す。


　だが、そこには穂波の姿もアタッシェケースもなかった。


　そして、日付が翌日に変わっても、ケルトの魔ま女じよが戻もどってくることはなかった。
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　……記き憶おくは、いつもあのときまで遡さかのぼる。


　そこは、〈アストラル〉の事務所にも少し似た洋館だった。ひびの入った壁かべには何重にも蔦つたが絡からんでいる。打ち捨てられた庭には、枯かれた薔ば薇らや石像を押しのけ、ねじくれた雑草が伸のび放題となっていた。


　周囲の森のせいで昼なお暗く、夕暮れともなると伸びた影かげと赤色によって、ことさら不気味に彩いろどられる廃はい墟きよ。


〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉、と幼よう稚ち園えんで噂うわさされていた場所。


（でも……）


　──本当は。


　あの男の子に言われる前から、そこに「悪いものがいる」という事実を穂波は知っていた。


　ばかりか、近づかないようにも釘くぎを刺さされていた。魔法使いとして名を馳はせていた祖母から、その場所にいるものの性質タチの悪さを教わっていたのだ。


（なのに、どうして行ってしまったんやろ？）


　穂波は、ぼんやりと思う。


　もちろん、答えは分かっている。


　幼い穂波が、見み栄えっ張りだったせいだ。


　あの男の子に──怪かい談だんのさわりだけで気絶するぐらい臆おく病びようで、そのくせ喉のど元もとを過ぎるとひどく楽しそうに笑う少年に、えへんと胸を張りたかったからだ。


　すでに、そのときの穂波は、初歩の魔術を身に付けていた。ダウジングやいくつかのタロットは習い覚えていたし、祖母の呪物フエテイシユを使えば、エクソシストの真似まねぐらいはすることができた。


　そう。


　多分、秘密を共有したかったんだと思う。


　秘密基地をつくるのと同じ感覚。魔法使いだったなんて、誰だれにも言えない秘密を打ち明けられる、そんな相手が欲しかった。そして、その男の子も特別な目を持っていると知って、その思いを我が慢まんできなくなったのだ。


　知ってるんだから、って言いたかった。


『──キミ、本当は幽ゆう霊れいとか見えるんでしょ？』


『──でもね、でもね、あたしも本当は魔法使いなの！』


　実に子供っぽい、罪のない顕けん示じ欲よく。


　だけど、罰ばつは与あたえられた。


　最悪の形で。





　──穂波も、そのときの細かいことは覚えていない。





　とにかく、あれにあった瞬しゆん間かん、幼い矜きよう持じはすべて消え失うせた。男の子に見せようと思っていた魔法も魔術も脳のう裏りから失せ、穂波はただ泣きじゃくる子供に戻って、逃にげ惑まどっていた。


　すると、あの臆病な男の子が、自分の背中を突つき飛ばしたのだ。何がなんだかわからず、倒たおれこんだ穂波をよそに男の子は走り去っていったのである。


　最初、怒いかりで頭の芯しんが燃えた。


　すぐに──その怒りが、ぞっとするような恐きよう怖ふに変わった。


　男の子は、あれも連れていってしまったのだ。しかも、穂波を正門へ突き飛ばして、わざわざ自分は遠回りな裏口の方へ走っていたのだった。


　なんで、と思った。


　あんなに怖こわがりなのに。この〈幽霊屋敷〉にだって、何度も言い聞かせて、結局は無理やりに引っ張って、やっと来てくれたぐらいだったのに。なのに、なんで、あいつがこんなことをするのか。


　分からないまま、がむしゃらに追った。


　追いついたときには、もう終わっていた。


　男の子は、倒れていた。


　自分の覚えている魔法も呪じゆ文もんも、男の子を起こすことはできなくて、その内にやってきた本当の『魔法使い』は言った。


「この男の子は、業ごうを背負った」


「ブッディズムの概がい念ねんだがな。おそらく、生きている限り、この目はあらゆる魔まを呼び寄せるだろう。封ふうじてはおくし、魔より遠ざけてもおく。だが、長くはもつまい。この少年の運命はもはや決定された。──いずれは、自分の目に食い殺されよう」


　至し極ごく当然とばかりに、『魔法使い』は運命と告げた。


「…………」


　それに、幼い穂波は何も言えなかった。自分のやった結果が怖くて、逃げ出したくて──でも、涙なみだをいっぱい溜ためながら、そのときにはもうやることを決めていた。


　本当に、一番の魔法使いになるって。


　今度こそ、あの男の子をちゃんと守れるようになるって。


　穂波・高瀬・アンブラーは、伊庭いつきを守れる魔法使いになるって。


（そう、決めたのに……）


　意識が──浮うかび上がる。








　カチ、カチ、カチと音がした。


　いやになるほど精密な、正確な、機械の呼吸。その音が何重にも何重にも重なり、世界を歯車に取り替かえようとしているみたいだった。


「う……ん……」


　穂波は、夢からさめて、瞼まぶたを開く。


　そこは、時計だらけの四角い部屋で、いやに薬臭くさかった。


　壁かべにも天てん井じようにも、穂波が横たわらされた床ゆかにも、満まん遍べんなく時計が敷しき詰つめられていた。窓にはカーテンが引かれていたが、そのカーテンを透すかした陽光で、とりあえず朝らしいということだけは分かった。


（……ユーダイクスに、やられたんか？）


　かすかに痛む腹部をおさえ、ベッドから上半身を起こす。


　まだ意識は朦もう朧ろうとしていたが、手て錠じようなどはされてなかった。ワンピースやマントもそのままである。ただし内側に仕込んだ呪物フエテイシユや箒ほうき、力の円えん錐すいたるとんがり帽ぼう子しなどはすべて奪うばわれてしまっていた。


　くわえて、この部屋には、呪力の欠片かけらもなかった。


　いや、呪力はあるのだ。完全に呪力がない場所というのは、現実世界に存在しない。だが、それらの呪力は、すべて時計たちの間を循じゆん環かんし、穂波には一滴たりとも漏もれてこないのであった。


「この時計が……あたしを出さないための結界も兼かねてるんやね」


　だったら、いつきたちが助けに来ようとしても、穂波を見つけることすら難しいだろう。穂波を捜さがすための魔ま術じゆつも、この時計たちの内部までは探さぐれないということになる。


「起きた？」


「ラピス──」


　振ふり返ると、入り口のあたりに赤せき髪はつの少女が立っていた。これだけ近くにいたのに、まったく気配に気がつかなかった。今もほとんど感じられないのは、やはりこの少女が人ではないからだろうか。


「社長たちは、無事なん？」


「…………」


「ほかはええ。でも、それだけは答えて」


「……邪じや魔まはいった。〈ゲーティア〉の首領」


「アディがっ？」


「──どうやら、ソロモンの末裔すえは、私の目もたばかったらしくてな」


　最後は、二メートルの身体からだをかがめ、新たに入り口の扉とびらから入ってきたユーダイクスであった。


　純白のインバネスは穴だらけのままだ。やはり、今目を凝こらしても、一滴の血も滲にじんではいなかった。


「あにさま！」


「だが、お前のおかげで、こちらは手に入った。礼を言おう」


　すっと、右手のアタッシェケースを持ち上げてみせる。


「『遺産』……」


　おののく穂波が、かぶりを振って、こう訊きいた。


「お前は、なんでそれを……」


「影崎なら興味本位というかもしれんがね」


　急に影崎の名前が出て、穂波は眉まゆを寄せた。


「私の場合は──〈協会〉で会ったとき、もう言っただろう。伊庭司を知りたいから。それだけだ」


「知り、たい？」


「見せてやろう」


　問いに、ユーダイクスがアタッシェケースを置いた。


　すっと、表面に指を滑すべらせる。複雑な図形であった。指は二秒間に三十を超こえる図形を完成させた。さしもの穂波が軽い目眩めまいを感じたとき、異変が起きた。


　かちり、とアタッシェケースの内側から音がしたのだ。


「そんな！　『鍵かぎ』は〈協会〉やって……」


「そちらにもあるだろうがね。もともとこの『遺産』のケースは私がつくったものだ。私に開けられないはずがあるまい」


　そう言った前で、アタッシェケースに真っ直すぐな線が走った。たちまち真っ二つになり、両側に倒たおれたアタッシェケースの残ざん骸がいから、あるものをユーダイクスは取り出した。


「ノート……」


　至し極ごく平へい凡ぼんな、大学ノートだった。


「──ああ。これが、ツカサ・イバの『源書オリジナル・グリモア』だよ」


「伊庭司の──！」


　穂波が息を呑のみ、だけど、すぐに切り返す。


「ユーダイクス……自分が何をしたか分かってるん？　その中身は魔術決闘フエーデの勝利者に与あたえられるものや。それを破った以上、今にも契約儀式ゲツシユの呪のろいが襲おそってくるで」


「ゲッシュ？　ああ、契約儀式ゲツシユね。残念だが、あの契けい約やくに使った血は私のものではない。〈協会〉の契約書を騙だましとおせるだけの調合にはいささか苦労したがね」


「…………！」


　──今度こそ。


　穂波は、言葉をなくした。


　それは、あからさまに〈協会〉と敵対する行こう為いだったからだ。


「なんで……そこまでして……」


「私には、契約に使える血も──そもそもは、この魔術決闘フエーデに参加する資格もないからな。ふむ。どうせ、あの〈ゲーティア〉の首領が生きていた以上、〈アストラル〉の面々には知れているだろう」


　そっと、ユーダイクスは胸むな元もとに触ふれた。


　ばらばらばら、と音がした。


　歯車の落ちた音だった。ぱらぱらぱらばらばらばらと、無数の歯車や螺ね子じが零こぼれ落ち、ユーダイクスの足元を埋うめたのだ。


　そして、開いたインバネスに、穂波ははっと目を剝むいた。


　ユーダイクスの身体の中に、それらの歯車と螺子は埋まっていたのである。


「その身体……」


　ユーダイクスは笑った。


　それまでの笑えみとは違ちがう──自じ嘲ちよう的なものが混じった笑みだった。


「そう、私も人間ではない。──自動人形オートマタだ。そして」


　一いつ拍ぱくの間をおき、ユーダイクスは口にした。


「ツカサ・イバは、私を直して、私に目的を与えてくれた人だった」
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　　　　２




　朝になって、穂波を捜さがすためのいくつかの呪じゆ術じゆつが失敗した後、アディリシアは被ひ害がいが少なかった応接室へ、他の人間を招集した。


　勝手知ったる他人の家──とばかりに、我が物顔で机の中央へと座っている。いつきはその隣となりで、順に猫屋敷、みかん、黒羽が座っていた。


　そして、少女の開口一番の台詞せりふに、いつきが思わず叫さけんだのである。


「魔術決闘フエーデが……無効だってっ？」


「ええ」


　アディリシアは悠ゆう然ぜんとうなずいた。コーヒーに、芸術品のような唇くちびるをつける。ちなみに、いつきに淹いれさせたものである。なぜだか〈アストラル〉事務所にはアディリシアご用よう達たしのコーヒー豆が常備されているのだが、あまりに当然に置かれているので、文句をつけるものもいない現状だった。


「で、でも……どうして？」


「〈協会〉に登録する際にはいくつかの条件があります。ひとつめが〈協会〉の『仕事』を受けられる能力があること。ふたつめが禁きん忌きを犯おかしていないこと。──これは前の事件でお話ししましたわね」


　アディリシアの横顔に、一いつ瞬しゆん影かげがかすめた。


「そして三つめが、魔ま術じゆつ集団の首領が人間であること。この業界には、人以外のものもおります。知性を持つものもまた。ホムンクルスはもちろんのこと、いくつかの魔ま獣じゆうには人間以上の知性が確かく認にんされてます。──ですが、少なくとも〈協会〉はそれらのものが魔術集団の首領であることを認めてはいません。ゆえに、ユーダイクスは〈アストラル〉の首領となることはできません」


「ちょ、ちょっと待って。最後の『ゆえに』ってつながってないと思うんだけど」


「…………ふぅ」


　抗こう弁べんすると、アディリシアは出来の悪い生徒を見る教師みたいに、息をついた。


「そちらの強欲陰おん陽みよう師じでしたら、想像がついてるんじゃないですの？」


「……自動人形オートマタ……ですか」


　水を向けられた猫屋敷が、かすんだ目で言う。


　昨夜の戦せん闘とうで疲ひ弊へいしきった体力が戻もどっておらず、秘蔵の強精薬エリクシールを飲んでようやく話に加わっているありさまである。猫ねこたちもそれにならって、主あるじの膝ひざや足元でぐでーっと横たわっていた。


「自動人形オートマタって……人間じゃ、ないの？」


「つまり、からくり人形ですよ。中世から近世のヨーロッパ──特にプラハの錬れん金きん術じゆつ師し通りではよく造られていたそうです。……とはいえ、私も今言われるまでまったく気がつきませんでしたが」


　あの人との付き合いも長かったんですけどね、とこれは情けなさそうに付け足す。


　──実際、そうだった。


（……分かっていても、おかしくなかったですよね）


　どこまでも無欲に、ただただ伊庭司に付き従う──目的はなくても手段は選ばない男。それは、まさしく人ならざる自動人形オートマタの思考だったではないか。


「一応、こちらが資料ですわ」


　いくつかのレポート用紙を、アディリシアが差し出す。書かれた文字はろくに読めなかったが──フランス語らしいということだけ分かった。


「これ……」


「〈協会〉のフランス支部から持ち出したものです。要約すれば、ユーダイクスが自分のメンテナンスに使った道具や材料ですわね。これらの物品を、失しつ踪そう前の伊庭司も定期的に個人輸入していた形けい跡せきがあります。輸入を始めた時期は、〈アストラル〉の創設時期──ユーダイクスが〈アストラル〉に入った時期と一いつ致ちしますわ。


　これを〈協会〉に突つきつければ、おそらく魔術決闘フエーデを侮ぶ辱じよくしたという理由で、彼は抹まつ殺さつ──いえ破は壊かいされるはずです。もっとも、私としては、わざわざ契約儀式ゲツシユまでやっておいて、偽いつわりを見み抜ぬけない〈協会〉の無能も糾きゆう弾だんしたいですけれど！」


　憤ふん然ぜんと、アディリシアが唇を尖とがらせる。


「ですから、私の準備が済むまで〈協会〉に近寄らないよう、黒鳩シヤツクスを使いにだしたんです。……こうも無視されているとは思いませんでしたわ」


「まあ、その、いろいろありまして」


　猫屋敷が頰ほおを搔かく。


　その隣で、ぽつりと、いつきが言った。


「じゃあ……ユーダイクスは、どうして『遺産』と〈アストラル〉を欲しがるんだろう」


「え？」


「──自動人形オートマタにも、感情ってあるの？」


　少年の質問に、アディリシアは黄金きんの眉まゆ根ねを寄せた。


「厳密な意味での──私たちと同じような感情はありませんわ。ただ、与あたえられた人格設定どおりに、答えを返すだけ。それは、あくまで感情を持っているふりに過ぎません」


「だったら……どうして『遺産』を？」


「それは……分かりません。誰だれかに命令されているのか、あるいは長い時間の末に思考回路のどこかが壊こわれたのか。いずれにせよ、彼自身の意思なんてありえませんわ」


　本当、だろうか？


　いつきが見た中で、あれはもっとも強きよう烈れつな感情だった。


　──執しゆう念ねん。


　伊庭司に続くと言い放った、凄すさまじく根深い意志の塊かたまり。あれが偽にせ物ものだというなら、本物の感情なんて、世界にはない気がする。


「──イツキ？」


　アディリシアが、小首を傾かしげた。


「…………」


　いつきは、うつむいたまま──震ふるえていたのだった。


（……〈協会〉に、任せる？）


　確かに、〈協会〉なら解決してくれるに違ちがいない。戦力も捜そう査さ力りよくもけた違いだ。自分たちが無理してやるよりも、きっとうまくいくだろう。


　なによりも、いつきは恐おそろしかった。


　あの意志が。


　偽物だと言われた、ユーダイクスの意志が。


　思い出しただけで、こうして震えが止まらない。


　もう一度、向かい合ったなら、自分の意志なんて微み塵じんに砕くだかれるだろう。なりゆきで〈アストラル〉の社長になった自分など、つくりものの意志にだってかなう自信がない。皆みなだって、先の襲しゆう撃げきでボロボロになっていて、戦う力なんて残ってない。心のどこかで頼たよっていた妖精眼グラム・サイトだって、物の役に立たなかった。


　なのに。


　なのに、胸の底が、否いなと唱えている。


　怖こわくて怖くてたまらないのに、逃にげようと、そう思わせてくれない。


（どうして──？）


「お兄ちゃん社長？」


「──え？」


　みかんが、心配そうに見上げていた。その小指に赤い糸が巻まいてあった。


　ふと、いつきは自分の小指を見た。


　祈いのるように、その小指を両手で握にぎっていた少女。あの温かさ。失われた日常。約束。


（あ……）


　一いつ瞬しゆんの、沈ちん黙もく。


　次の瞬間──ひどくあっけなく覚かく悟ごができていた。


「……うん」


「イツキ？　どうしましたの？」


「なんでもないよ。アディリシアさんは……穂波が、どうなってると思う？」


「──おそらくは、ユーダイクスの手中でしょうね。アタッシェケースごとなくなってますから、一いつ緒しよに捕とらわれたんでしょう。もし死んでいるなら、それはそれで占いリーデングにひっかかるはずですし、結界に閉じ込められてると見て間違いないでしょう」


「そっか。だったら……その資料は、〈協会〉には提出しない」


　アディリシアが、がたんと立ち上がった。


「どうしてですの！」


「それじゃ間に合わない。〈協会〉が来るまでには時間がかかるだろ。多分、通達を知ったらユーダイクスだって逃げ出すはずだ。お役所仕事だって言っていたのは、アディリシアさんじゃないか」


「それは……そうですけど。では、どうなさるつもりです？」


「穂波を助ける。──魔術決闘フエーデが、あと一回残ってるからそれで勝つ。勝って助ける」


　言い切ったいつきを、猫屋敷と黒羽が驚おどろいた目で見つめた。そして、アディリシアを含ふくめた三人とも胸の中で同じことを思い、注目した。


　時折、本当にごく稀まれにだが、この少年は化ける。


　今がそうだった。


　アディリシアが、かすかな興奮を抑おさえて、わざと淡たん々たんとした声で指し摘てきする。


「確実性に欠けます。勝ち目がない勝負なんて、子供でもしませんわよ」


「ううん。確実性に欠けるのは一緒だ。もともと〈アストラル〉は〈協会〉と折り合いがよくないんだろ。それで今回の件を任せたら、いろいろと言い訳つけて、こっちにも干かん渉しようしてくるに決まってる。たとえば、魔術決闘フエーデの決着後、一いつ旦たんユーダイクスを首領に据すえてから、さっきの資料をもとに〈アストラル〉ごと解散させるだとかね。それとも、そんなことはしないと思う？」


「…………」


　さすがのアディリシアが、自分の失策に息を呑のんだ。


「……いえ、それは十分ありえますわね」


　曲げた人差し指を、赤い唇くちびるに持っていく。


「むしろ、〈協会〉の考え方からすれば、そうしない方が不思議ですわ。穏おん便びんに潰つぶすには最高の機会ですもの。──でも、仮にもう一度魔術決闘フエーデを挑いどむとして、どうやってユーダイクスを捜さがすつもりですの？」


　アディリシアの質問に、いつきはうなずいた。


「ひとつだけ、心当たりがあるんだ。だから、アディリシアさんにお願いがある。──ううん、〈アストラル〉の社長として、〈ゲーティア〉の首領と取引したい。この前言ってたよね。魔ま法ほう使つかいは、等価交こう換かんであれば、取引に応じるんでしょ」


「あら？　それは、本当に等価だったらですわよ？」


　その台詞せりふは、もう楽しんでアディリシアは言っていた。


　唇を三日月の形にして、ソロモンの末裔すえは、堂々と促うながしたのだ。


「でも──そこまで言うなら聞いてさしあげますわ。さあ、言ってごらんなさい？　〈アストラル〉の社長さま」








　数十分後。


　取引と計画を終え、いつきは朝日の差す屋上に出ていた。


　もともとは占せん星せい術じゆつのための設備があったらしく、柵さくの側そばには大型の望遠鏡やホロスコープが備えつけてあったのだが、さすがに昨夜の襲しゆう撃げきを受けて、ほとんどが壊こわれてしまっている。屋上そのものも、ところどころにひびが入って、危なっかしいったらない。


（……次の雨降りまでにはなんとかしないとなあ）


　と、ぼんやり考えたいつきである。


　その背中を、抗こう議ぎの声が叩たたいた。


「──イツキ。この計画は、愚おろかですわよ」


　アディリシアであった。


「あ……やっぱり、駄だ目めかな？」


「いいえ。一度請うけ負ったからには、最後までやらせていただきますわ。ですが、ここまで危険を軽視されていると、さすがに愚かという言葉以外出ませんわね。陳ちん腐ぷな言い方ですけれど、命が惜おしくありませんの？」


「よしてよ。……考えるだけで、膝ひざが震ふるえるんだから」


　膝こそ震えてなかったが、本当に顔は青ざめていた。結局のところ、いつきほどの筋金入りの臆おく病びようが早々治るはずもない。


「ただ、社長だしさ。やるときはやらなきゃだめかなって」


「──首領というのは、部下を守るだけが仕事じゃありませんわよ。部下に死ねと命令するのも、仕事のうちでしょう。彼らの思いを首領が背負わなくてどうすると言いますの」


　ごく当たり前に、気負いひとつなく、黄金の魔女は言う。


　いつきは苦笑いして、眼帯を撫なでた。


「うん……多分、そうなんだろうけどね。僕には、できそうにないや」


　弱々しい笑えみ。


　どっちが本当なんだろう、とアディリシアは思う。ついさっきの少年と、今と。たとえ妖精眼グラム・サイトを使わなくても、この少年の顔は多すぎる気がする。


「別に、いいですけれどね。私は十分な対価を受け取ってますし」


「ありがとう。……あの、ついでにひとつ、訊きいていい？」


「何ですの」


「あの……アディリシアさんなら、穂波がうちに来た理由が分かるかなって」


　いつきの質問に、アディリシアは唇を尖とがらせる。


「……分かるとしても、それは、私の口から言うことじゃありませんわよ」


「あ、うん。そうだね。そうだとは思うんだけど」


　いつきが、困ったように笑う。


　その笑顔を見て、アディリシアは何か言いたそうに口を開き、すぐに閉じた。


　なんだか、騙だまされている気分だった。いつきのそういう顔を見ると、つい答えたくなってしまうのだ。


　小さく、胸の内でため息をついて、


「──ホナミは、学院では、いつもひとりでしたわ」


　と、語り始めた。


「ひとり？」


「ええ、いつもひとりで、何かにせかされてるみたいに、魔法を覚えてました。それは異常なぐらいでしたわよ。以前にも話しましたけど、一度途と絶だえた魔術系統を復活させるなんて、普ふ通つうは天才中の天才が一生をかけて成すものですのよ。それを、ホナミはあの年で成しえた」


　遠くを見つめるようにして、一呼吸、間を置く。


「魔法使いとは、外れた人間ですが、それでも、そんなことをするものは、さらなる例外にならざるを得ません。孤こ高こうの中の孤高。孤独の中の孤独。そう、まるで蠱こ毒どくを煮に詰つめるみたいに、あの子は必死にケルト魔術を突つき詰つめていった。グレートブリテンでのフィールドワークを始めて、たったの二年で」


　静かな言葉。


　羨うらやむというよりも、寂さびしそうな声が、朝の空気に響ひびく。


「才能がどうとかいう問題じゃありませんわ。結局のところ、誰だれよりも一生懸けん命めいだっただけ。どんな素す晴ばらしい才能も、情熱というエネルギーなしには動きません。その点において、彼女には並外れた情熱がありました。当時は、その情熱が、一体何を源にしているのか分かりませんでしたけれど」


「今なら、分かる？」


　何をいまさらと、アディリシアが呆あきれた顔になった。


「あの子は、卒業して真っ先に〈アストラルここ〉に来たのよ」


「あ……」


　いつきが、間ま抜ぬけな吐と息いきをこぼす。


　それを見て、アディリシアは──子供のように笑って言った。


「誰かとの、約束だったのかもしれません」


　声の質が変わった。


　寂しさから、微び笑しようへと。


「それとも、もっと不確かな──自分の内だけに秘ひめた、誓ちかいや償つぐないなのかもしれません。でも、あなたが社長だというのなら──いいえ、社長だとか関係なしに、いつかは知る必要があるんじゃなくて」


「……うん」


　いつきは、はっきりとうなずいた。


　その顔を、アディリシアはどこか不満そうに見ていたが、次の質問に硬こう直ちよくした。


「あ、そうだ。穂波は、アディリシアさんのこと、アディって愛あい称しようで呼ぶよね。あれはどうして？」


「…………っ！　そ、それは」


「？」


「…………」


「？？」


「…………………………」


　金きん髪ぱつに隠かくれた耳が、先せん端たんまで赤くなった。そのままとことこといつきの前まで近づいて、ぴたりと止まった。


「？」


「──えいっ！」


「……ごわあっ！」


　思い切り蹴けり上げられた脛すねを押さえて、跳はね上がったいつきが、屋上に転がったのである。


「い、い、痛たたたたっ、な、何するのっ」


「癪しやくにさわったからです。だ、だいたい、イツキは卑ひ怯きようです！　女性の過去をいちいちほじくりかえさないでください！」


「そ、そんないきなり……」


　つんとアディリシアはそっぽを向いた。


　それから、少し間をおいて、陶とう器きみたいに白い手がいつきへ下ろされた。


「……私と、契約したんですからね」


　かぼそく、アディリシアが囁ささやいた。


「イツキは、〈ゲーティア〉の首領と、このアディリシア・レン・メイザースと取引したんです。ですから、私の目が節穴だったなんて、誰にも言わせないようにしてくださいませね」


「うん……頑がん張ばるよ」


　はにかんで、いつきはその手をとった。


　朝の空の下、ふたりの手は、確かに結ばれたのだった。





　　　　３




　廃はい院いんの〈院長室〉に、ユーダイクスは佇たたずんでいた。


　だが、〈院長室〉と名づけられてはいても、すでにそこは、まったく別の異界と化していた。


　魔ま法ほう円えんの描えがかれた蒸留器レトルトが極ごく彩さい色しきの煙けむりをあげ、蛇へびを模したフラスコの中では、鼠ねずみと蝙蝠こうもりとが入り混じった合成魔獣キメラが内側を引っ搔かいている。部屋の中の空気は、窒ちつ素そ七割・酸素三割の比率ではなく、錬れん金きん術じゆつの成果を高めるため、高こう濃のう度どの第五元素エーテルを付ふ与よされていた。


　そう、錬金術。


　ここは、いまや錬金術の坩堝るつぼであった。


　同時に、ユーダイクスにとっては、自らが生まれた胎たい内ないでもあった。


「……ふん」


　修理した青銅の肺に、空気を吸い込む。取り込んだ空気と第五元素が身体からだに沁み渡わたり、歯車と発条バネを駆く動どうさせる。


　穂波の魔術は──確かにユーダイクスへ、重傷を負わせていたのである。が、人間ならざるユーダイクスにしてみれば、よほどの傷でない限り動作に支障なく、また傷を負ったところで頭脳以外なら交こう換かんすればすむというそれだけのことであった。


　ましてや、今は伊庭司の『源書オリジナル・グリモア』──かつて自分を修理した、偉い大だいな魔法使いの奥義書が手にあった。


「…………」


　机の上にある平へい凡ぼんなノートを見て、ユーダイクスはきつく眉まゆを寄せる。


　その表面を撫なでた。パピルスと香こう料りようでつくられた指の皮ひ膚ふに、懐なつかしい感かん触しよくが滑すべった。


「社長……」


　呟つぶやく。


　ツカサ・イバ。


　魔法を使わない魔法使い。〈アストラル〉の初代社長。貸し出し魔法使いレンタルマギカのシステムを生み出した男。


　ユーダイクスが、その男と出会ったのは、もう二十年以上前のプラハであった。





　──プラハ・錬金術師通り。





　無数の塔とうと原色で区分けされた、世界にも稀まれな魔法街。


　オカルトに偏へん執しつした皇こう帝てい・ルドルフ二世が、御ご用よう達たしの錬金術師を集めてつくりあげた通り。いまだ猥わい雑ざつな魔術の空気が混じる街の──小さな呪じゆ物ぶつ商人の店で、ユーダイクスは買われたのだった。


　そのとき、ユーダイクスはほぼ壊こわれかけていた。


　元々のユーダイクスは、ルネッサンス期の錬金術師につくられた、人間型の自動人形オートマタである。当時の錬金術師たちは、賢けん者じやの石やホムンクルスの創造と同じく、人間とまったく同じ機能を誇ほこる自動人形オートマタの製作にも熱意を燃やしていた。


　山のような二メートルの巨きよ軀くも、ごつごつとしたひとつひとつの身体のパーツも、「人に似せてつくる」ためには大きめに造ったほうがやりやすいという、そういう理り屈くつで選ばれたものだった。自動人形オートマタながらに錬金術を仕込まれたのも、単に創造主の錬金術師に似せたかったからという、それだけの理由だ。


　だが、長い時間の内に、彼の所有者は次々と変わり、やがて彼のパーツも失われていった。あるいは壊れ、あるいは貴重だという理由で売り払はらわれ、あるいは別の実験に使うからといって切り刻まれ──ユーダイクスはそのすべてにただうなずいてきた。


　もとより、否いなという言葉のあろうはずもない。


　彼は自動人形オートマタであった。


　人にかしずくものだ。


　腕うでをもがれようが、足を断たち切られようが、どうして文句をつける筋合いがあろう。


　そう思って──いや、計算していた。


　そして最後は、ほとんど中身だけになり、頭脳装置を剝むき出しに晒さらされた状態で、ある呪じゆ物ぶつ商人の倉庫に放り込まれ、ただ歯車と発条バネだけを動かしつづけていた。





　倉庫から取り出されたのは、百三十五年と八ヶ月と十三日と七時間五十三秒後のことだった。





　自分を持ち上げて、男は嬉うれしそうに笑っていた。


　あきらかに吹ふっかけられた値段を、こんなに安くていいのかと大おお袈げ裟さに喜んで払い、極東の地へ連れ帰って──それから三年五ヶ月と八時間二十四秒もかけて、ユーダイクスを整備したのである。


　そのときには、足も腕も、心臓も肺も残らず取り戻されていた。


　世界中に散ったはずのユーダイクスのパーツを、男は根気良くかき集め、あるいは設計図を手に入れて自作したのであった。


　俺は魔法を使えないからね、と男は笑っていた。


　会社をつくる前に、魔法が使える弟で子しが欲しかったんだ。自動人形オートマタの弟子なんて、ちょっと格かつ好こういいだろう。


　子供っぽい笑い顔だった。


　対して、弟子とは何かとユーダイクスは訊きいた。私は自動人形オートマタだ。そのように遇ぐうすればいい。


　うん、最初はそれでいいよ。お前が好きなようにいればいい。俺はそういう会社にするつもりだから。


　そうして、ユーダイクスは〈アストラル〉に入った。貸し出し魔法使いレンタルマギカという男の仕事はやたらと忙いそがしかった。


　やたらと大きな呪波汚お染せんを片付けたかと思えば、翌日には怪あやしげな三流オカルト誌の原げん稿こうを書かされた。妙みようちきりんな猫ねこ好き陰おん陽みよう師じの新人研修をさせられたり、時には〈協会〉と対立することさえあった。


　ただ……妙に時間が過ぎるのが早かった。


　それを『愉たのしい』と考える思考は、ユーダイクスにはなかった。


　なかったが、確かにそこには──疑いようのない、心ここ地ちよい時間があったのだ。





　そして、ある日、幻まぼろしのように消えうせた。





　後は、語るまでもない話だ。


　主あるじをなくしたユーダイクスは、〈アストラル〉を出て、ヨーロッパに戻もどった。フランス首都郊こう外がいに買われたその屋や敷しきは、ずっと以前、男が〈アストラル〉の別べつ荘そうとして買った場所であった。


　ホムンクルスをつくったのも、男を真似まねてみようと思った、それだけのこと。かつての〈アストラル〉のように人を増やしてみようともしたが、結局それは〈アストラル〉ではない。


　だから。


　ユーダイクスは、もっと男のことを知ろうとした。


　あの時間がなんだったのかを知るために、あの男について調べられることならなんだって調べようとした。


　ツカサ・イバ。


　彼が知っていたことを、彼が持っていたものを、彼の背負っていた〈アストラル〉をすべて手に入れようとした。


「……お前なら、あの人になれるのか？　伊庭いつき。ツカサ・イバの息子むすこ」


　ユーダイクスは、無機質な表情で漏もらす。


　それは、無機質のゆえにどこまでも真しん摯しな──地じ獄ごくのような執しゆう念ねんに満ちた顔であった。





　　　　＊





「やから、ユーダイクスは──〈アストラル〉が欲しいんや」


　穂波の声が、悲しそうにリノリウムの床ゆかを這はった。


　あの、時計にまみれた薬やく剤ざい室である。


　残ったラピスは、静かに穂波を見つめていた。彼女にしてみれば、訊かれたことに答えただけのことである。自動人形オートマタの事実をユーダイクス自身が明かした以上、いまさら隠かくすことなど残ってはいない。


「あにさま、ずっとツカサ・イバのこと言ってた」


　ラピスが告げる。時計の結界と呪波干かん渉しようを起こさぬよう、彼女の立っているのは部屋の入り口だ。地下室で、いつきが倒たおれていたときと同じである。


「あにさまが欲しいなら、ラピス手伝う。それだけ」


「あたしは、どうなるん？」


「魔術決闘フエーデが終われば、あにさまの〈アストラル〉に組み込まれる」


　と、ホムンクルスの少女は答えた。


「その後は好きにしたらいい。〈アストラル〉を辞やめるのでもなんでも」


　ラピスの言葉はそっけない。


　だが、それは真実をついてもいた。


　結局のところ、ユーダイクスの欲しいのは〈アストラル〉という『形』だけなのだ。今の〈アストラル〉ではなく、かつて伊庭司が率いていたその残ざん骸がいを真似まねたいだけなのである。


「…………」


　かぶりを振ふって、穂波はもうひとつ訊いた。


「じゃあ、ラピスはどうしたいん？」


「何もない」


　短く、ラピスは言った。


「何、も？　だって、ラピスは」


　言いかけた穂波に、ラピスが割り込んだ。


「あにさまは、ツカサ・イバのことしか興味ない。ラピス、家族じゃない」


「……あ」


　穂波は、唇くちびるを押さえた。


　ラピスと、ユーダイクス。


　使い魔アガシオンと魔ま法ほう使つかい。


　ホムンクルスと創造者。


　それだけの関係。けして、ラピスが〈アストラル〉に垣かい間ま見みたような──『家族』ではない。それでもラピスにとっては、たったひとりの肉親であるという、それだけの話。


「だから──届かない」


　こんがらがった紐ひものようだと、穂波は感じた。十年もの間に、紐は硬く、きつく結ばれすぎて、誰だれにもほどけなくなっている。


　ひどく、やるせなかった。


「…………」


　ベッドに座ったまま、きゅっとワンピースの裾すそを摑つかむ。


　でも、穂波には穂波で目的があるのだ。


　いつきの、右目。妖精眼グラム・サイト。


　少年を蝕むしばむ──あの目を止める方法。


　ユーダイクスでも、伊庭司の『源書オリジナル・グリモア』でもいい。その手がかりの欠片かけらなりとも、穂波はなんとしてでも知りたかった。


　いつきがこれ以上あの目を使う前に。


（いっちゃんは馬ば鹿かやから──）


　もしも、それしか方法がなければ、あの少年は、震ふるえながら、怖こわがりながら、それでも眼帯をもぎとるだろう。アディリシアを助けたように、黒羽を救ったように、誰かのためにあの瞳ひとみを使ってしまうだろう。


（やから、あたしが止めなきゃ──）


　そう、思ったときだった。





　ビ─────────────────ッ！





　突とつ如じよ、魔法使いにしか聞こえない、呪じゆ力りよくに制せい御ぎよされた音波が廃はい院いんを圧した。


「えっッ……」


　病院の周囲に敷しかれた、呪的警報マジツク・アラームが唸うなりをあげたのだ。


　ゾクン、と心臓が冷たくなった。


「まさか、いっちゃん──！」


「きっと、そう。ラピス行く」


　うなずき、ホムンクルスの少女が踵きびすを返す。


「ラピス──！」


　穂波は追いかけようとした。せめて、少女とは戦わせたくないと手を伸のばした。


　その手が、時計の並べられた線の上で、ばちっと鮮せん血けつを弾はじけさせた。


「痛っ！」


「……さよなら、穂波」


　振り向かず、ラピスが告げた。


　その瞳は──穂波は知らなかったが──いつきが最初に会ったときと同じ、ひどく虚うつろなものに戻もどっていた。




第７章　魔法使いVS錬金術師！




　　　　１




　廃はい院いんの入り口は──いつきたちを迎むかえ入れるかのように開いていた。


　広いロビー。


　もともとは、観葉植物の植えられていたろう花か壇だんが無残に枯かれ果て、散乱した長なが椅い子すが空間の隅すみで埃ほこりをかぶっている。


　いつき、みかん、黒羽、猫屋敷。


　四人の前に、すうっと、霊エーテル体の海月くらげ──人工精霊エレメンタリイが流れた。


　すると、その人工精霊エレメンタリイの表面が波打ち、ユーダイクスの顔の形を取ったのである。


「──わっ」


「なぜ、ここが分かった？」


　声も、ユーダイクスのものであった。


「あ……ラピスちゃんに、前、名めい刺しを渡わたしてたから」


　と、いつきが答える。


〈アストラル〉の名刺は、呪的連絡コールの機能を持ち合わせている。依い頼らい者しやが危機に陥おちいればもちろん、魔ま法ほう使つかいが正確に糸パスを辿たどれば、それを追つい跡せきすることも容易なのだった。


「なるほど、失念していた。あれはヘイゼルの作品だったな」


　人工精霊エレメンタリイ──ユーダイクスの顔が上下に揺ゆれ、うなずいた。


「では、なぜ逃にげなかった？　魔術決闘フエーデが無効になることを、ソロモンの姫ひめからは聞かなかったか。姿が見えんようだが」


　視線を四人にめぐらせ、問いかける。


「聞いたよ。その上で、僕はあなたに、最後の魔術決闘フエーデを申し込みたい」


「ほう？」


　面おも白しろそうに、ユーダイクスの眉まゆが動いた。


「そう来るとは思わなかった。だが……もし、断ったら？」


「受け入れられないなら──僕は、魔術決闘の終わるより先に〈アストラル〉を解散する」


「…………！」


　ぞっとする殺気が、いつきの顔面に吹ふきつけた。


（……う、わっ……）


　見えない鑢やすりに、骨を削けずられる。


　内側からふくらむ恐きよう怖ふに、くずおれそうになる。


　……なんとか、耐たえた。


　震ふるえる手を背中に隠かくし、できるかぎりの虚きよ勢せいを張って、いつきはユーダイクスへと言い放った。


「あなたが父さんに続くことを望むなら、少なくともそのひとつは永遠に叶かなわなくなる。それが嫌いやなら、最後の決けつ闘とうを受けろ。ユーダイクス」


「……いいだろう。上まであがるがいい」


　かすかな逡しゆん巡じゆんだけで、ユーダイクスはそう示し唆さした。


　そして、消えた。





　　　　＊





「ラピス！　ラピス！　ラピス──！」


　穂波がいくら呼びかけても、ホムンクルスの少女は戻もどってこなかった。


　一刻の猶ゆう予よもなかった。もしもいつきが来ているなら、一秒でも早く止めなければならないのに。


（この結界がなかったら……）


　歯は嚙がみする。


　だが、どうしようもなかった。呪じゆ力りよくが結界に閉へい鎖さされている以上、今の穂波は、見かけどおりの高校生と大差ない。ここで戦う限り、ほとんどの魔法は封ふうじられたままだ。





　いや。


　本当は、ひとつだけある。





「……そやけど」


　すぐに我に返り、うなだれる。


　とても、現実的な手段とは言いがたかった。


　いつきの臆おく病びようがやっと理解できた気がした。


　世界には、こんなに自分を殺せるものが満ちている。ひとつつまずいただけで、自分のような脆もろい存在はあっさりと壊こわれてしまう。





　──その視界に、ちょうどそれが入った。





　穂波の瞳ひとみに、ちょうど右手の小指が映っていた。


　誰だれかと、約束した小指だった。


『その眼帯は、自分の命が危ないと思ったとき以外は、取ったらあかん』


『そうや！　や、破ったら、ひどいことなるんやから！　契約儀式ゲツシユなんか目やないもん！　身体からだは八つ裂ざきになって、首は破は裂れつして、十三代の間は死ぬこともできずに無間地獄タルタロスを彷徨さまようんやから！』


　苦く笑しようがこみあげる。


　本当に、お馬ば鹿かな噓うそ。でも、あんまり馬鹿だったから、昔の自分と重なった。


　学院に入った頃ころの自分。最初の一年、英語の読み書きは出来ても、会話が出来ずまともに授業をこなすことさえできなかった自分。


　──最初、ケルト魔ま術じゆつへ手を出したのは、それが難しいとさえ分からなかったからだ。


「……そやな。考えすぎるんはもう止めや」


　眼鏡めがねの奥で、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが燃えた。


　すっと、穂波は右手を唇くちびるに近づけた。


　眉まゆ根ねが歪ゆがむ。その小指を──白い歯が嚙かみ破ったのだ。


　こぼれた血をベッドの毛布へ垂らし、穂波は複雑な図形──魔法円を描えがいていく。





「乞い願うハイル！　我は、我の加護のもと、我が血をもって描く──ッ」





　だが、詠えい唱しようが始まるや、驚おどろくべき事態が生じた。


「ぐ──！」


　穂波の首に、肩かたに、太ふと股ももに、見えないカッターで裂かれたような傷が走り、たちまちワンピースを朱あかく染めていく。穂波の顔が苦痛に揺ゆれ、それでも描いた魔法円を汚よごさぬよう片手で守りながら続ける。


　──呪力には、ふたつの種類がある。


　世界に満ちる源力マナと、生物の内側を巡めぐる精気オド。


　だが、ケルト魔術も魔女術ウイツチクラフトも本来、世界の呪力を扱あつかう魔術だ。稀まれに精気オドを使うとしても、それはあくまで源力マナを呼び起こすための触しよく媒ばいか、生いけ贄にえなど、精気オドを絞しぼりつくす呪術だけの例外行こう為いだ。


　ゆえに、自分の精気オドを使うことなど、自分を生贄に捧ささげるのと何の違ちがいもない。


　ごぼり、と唇から血が溢あふれた。生贄になった内臓が軋きしみ、気管へ熱い血を逆流させたのだ。


　それでも言い尽つくせ。





「我は──っつ──霊れい樹じゆの末まつ裔えいなり！　されば、末裔の血を──ぐ──もって贖あがなう！」





　目標ターゲツトは、結界の起点となる、ひときわ大きな振ふり子時計。


　百を超こえるぜんまい時計の中で、たったひとつの特別な因子フアクター。描き終えた魔法円を叩たたきつけ、壁かべの振り子時計に叫さけぶ。





「我が血を剣けんとなし、南西の呪のろいを打ち滅ほろぼせ！」





　集まった呪じゆ力りよくは、普ふ段だんに比べれば欠片かけらに等しい。


　それでも、結界の起点を壊すだけなら十分な力だ。


　問題はむしろ、崩ほう壊かいした結界からなだれ込む源力マナが、穂波の身体をも壊してしまわないかどうか。


　バチバチと、結界が軋む。


　真空地帯だった結界へ、源力マナが押し寄せる音。人間ひとりどころか、この部屋ごと破壊してしまいそうな、エネルギーの塊かたまり。


　時計たちが弾はじけ、たてつづけに壁へひびがはいる。


（いっちゃん──！）


　硬かたく目をつむり、両手を握にぎった。


　轟ごう音おんが木こ霊だまする。


　だが──予想していた圧力は、一向に穂波を襲おそわなかった。





　　　　＊





　エレベーターが昇のぼっていく。


　軽い圧あつ迫ぱく感かんの中で、いつきは深呼吸した。


「いつきくん？」


「大だい丈じよう夫ぶ？　お兄ちゃん社長」


「うん、まあ……なんとか」


　見上げる黒羽とみかんへ、ぎこちなく笑え顔がおをつくる。あまりいい出来とは思えなかった。


　体温が下がっているのが、実感できる。背筋を悪お寒かんが走りっぱなしで、現実味がなかった。


　恐きよう怖ふ、だけではない。


　この廃はい院いんを蝕むしばんでいる呪力のせいだ。


「──結界で隠かくしてはいますが、内部は明らかに四級以上の呪波汚お染せんですね」


　と、同じく半病人のような猫屋敷が言う。


「それって……まずくないの？」


「そりゃ問題ですよ。鉛なまりのベトンの中で放射能実験をしているようなもんです。魔法使いなら耐たい性せいはありますが、多かれ少なかれ汚染されるのは防げません。この濃のう度どなら三日もいれば身体からだが腐くさってくるでしょう」


　さすがの猫屋敷の口調にも、冗じよう談だんめかしたものは残ってなかった。羽織は壁にもたれかかったままで、横顔にも粘ねばっこい疲つかれが底に貼はりついている。それは猫ねこたちも同様で、この廃院に入ってから、鳴き声ひとつたてていなかった。


「自動人形オートマタだから……大丈夫だってこと？」


「いえ。たとえ無機物でも、呪波汚染の影えい響きようを免まぬかれることはできません。おそらく定期的に身体を交こう換かんしてるんだと思いますよ」


「でも、なんでそんなに？」


「──禁きん忌きに近いほど、『力』はあがります」


　その言葉に、いつきのみならず、みかんと黒羽も表情をこわばらせた。


　思い出したのである。


　いつきとみかんは、アディリシアの父──王ソロモンとなれなかった魔法使いを。黒羽は、かつて自分を呑み込んだ肉につ塊かいの怪かい物ぶつ──魂たましい喰くらいとなった達人アデプトを。


　どちらも禁忌を犯おかした、魔ま法ほうになろうとした魔法使いのなれの果てであった。


「だけど、ユーダイクスは……」


「ええ。もちろん、ユーダイクスが魔法になってしまってるわけじゃありません。結局のところ、バランスです。魔法になる直前に身をおいているという──そのことが、魔法使いの扱あつかえる呪力を劇的に増強させます」


　猫屋敷の言葉は、廃院の瘴しよう気きをさらに濃こくするようでもあった。


　──禁忌タブー。


　魔法が世せ俗ぞくから遠ざけられた理由。


　いともたやすく魔法使いを誘ゆう惑わくし、代だい償しように現実を侵しん食しよくする、そのシステム。


　オズワルドもまた。


　魂喰らいもまた。


　そして、今またユーダイクスも。


「それだけ……思いつめてたってこと？」


「いえ、手段を選ばないだけのことでしょう。だからこそ、〈協会〉を偽いつわってまで魔術決闘フエーデをしかけてきたんですし」


「──つきました」


　黒羽が声をかけて、エレベーターが止まる。


　両側に開いていく扉とびらの先は、そのまま〈院長室〉になっていた。


　だが、その部屋はすでに〈院長室〉とは呼べなかった。


　広い部屋中にたちこめる硫い黄おうの臭におい。人の背せ丈たけほどもあろうかという巨きよ大だいな蒸留器レトルト。床ゆかには金属のフラスコが散乱し、壁かべと天てん井じようにはやはり、剝むき出しになった大量のぜんまい時計が敷しき詰つめられていた。


「────っ！」


　いつきが、強きよう烈れつな痛みに眼帯を押さえた。


　異界と化した〈院長室〉の向こう際ぎわ。あらゆる窓に封ふう印いんがなされ、煤すすのこびりついたランプだけが照らす机の側そば。


　エレベーターからは対角線上にあたるその場所に、純白のインバネスと黒いツーピースの姿があった。


　かたや、二メートルの巨きよ軀くと、石像のごとき不動の面相。


　かたや、不自然なほどに白い肌はだと、死者もかくやという虚うつろな瞳ひとみ。


　そこに。


　ユーダイクス・トロイデと、ラピスがいた──。








　錬れん金きん術じゆつ師しの姿を認めた瞬しゆん間かん、いつきの右目はギチリとよじれた。


　いつきは、本物のユーダイクスを見るのは、これがはじめてだった。


　世界から隔かく絶ぜつした巨軀。双そう眸ぼうだけで心臓にナイフを滑すべり込まされたように感じる、どうしようもない威い圧あつ。


　呪じゆ波は汚お染せんによる悪寒が畏い怖ふへ変へん換かんされ、喉のどは砂さ漠ばくを歩いたみたいに干ひ上あがった。


「……まず、聞こうか」


　と、ユーダイクスは重く口にした。


「なぜ、私との魔術決闘フエーデを続けることを選んだ？」


「…………」


　いつきは、固い唾つばを呑のみ込む。


　禁忌の怪物の方がましだと、そのときには思い知っていた。


　たとえ自動人形オートマタだろうが、禁忌に足を踏ふみ込んでいようが、この男は自分と対等のヒトであった。対等の存在ゆえに、その言葉も威圧も、遥はるかに強くいつきの内側へと響ひびいた。


（そうか。このヒトは……）


　やっと、いつきは納なつ得とくした。


　道を踏み外していようが、ユーダイクス・トロイデは、かつての〈アストラル〉の──先せん輩ぱいであったのだ。


　きゅ、と誰だれかが服の裾すそを摑つかんだ。


「……お兄ちゃん社長」


「……うん、大だい丈じよう夫ぶ」


　みかんへと囁ささやき、汗あせをじっとりかいた手の平を、握にぎり締しめる。


　猫屋敷と黒羽を一度ずつ見て、


「それが……僕のやり方だから」


　最初はとつとつと、次にもう一度はっきりと、いつきは言った。


「今の僕の──今の〈アストラル〉のやり方だから」


「〈アストラル〉のやり方だと」


　ユーダイクスの面おも持もちがさらに厳しく変わる。


　彼にとって、それは無視できない言葉だった。自動人形オートマタとして、記き憶おくの残ざん骸がいに依い存ぞんするユーダイクスが、〈アストラル〉についての発言を看過できるはずもない。


「なりゆきで社長になった者が、自分のやり方と説くか。魔ま法ほう使つかいでさえない者が〈アストラル〉のやり方と騙かたるか。たかだか一季節ばかりの就任でおだてられて、一体、どんな夢ゆめ幻まぼろしをその瞳に刷り込んできた」


　ひとつひとつ、ユーダイクスは喝かつ破ぱする。


　その芯しんが通った正しさに、脳のう髄ずいを殴なぐられる。打ちのめされそうになる。


　だけど、


「……それでもいい。……それでも僕は〈アストラル〉の社長で、そうありつづけるって決めた。これから変わるかもしれないし、きっと変わっていくだろうけど、今はこれが僕のやり方だ。……やるべきだと思ったから逃にげない。納得してないことを見過ごさない。だから、これからはこれが〈アストラル〉のやり方だ」


　とても青あお臭くさい、答えにもならない答えで──いつきは精せい一いつ杯ぱい胸を張る。


　それはそうだ。


　いつきは魔法使いでも賢けん者じやでもない。


　陰おん陽みよう師じでも巫女みこでも、幽ゆう霊れいでも魔女でもない。


　だけど、それは後こう悔かいしないための答え。この一季節、怒いかり、悲しみ、喜び、傷ついて得てきた、自分の身体からだで覚えた答え。


「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。あの人の息子むすこだと思い、期待しすぎたか。所しよ詮せん、遺伝子に思想や経験は残らんというのにな」


　侮ぶ蔑べつの念をこめて、ユーダイクスは吐はき捨てた。


「それならそれでいい。望みどおり、魔術決闘フエーデを受けて、私が〈アストラル〉も貰もらい受ける。あの人がやったように、あの人ならそうしたように、私が〈アストラル〉を元に戻もどす」


　錬金術師から、明らかな敵意が膨ふくれ上がる。


　それが弾はじける前に、いつきは最後の、一番大事なことを訊きく。


「穂波は──どこに？」


「お前の知る必要はない。もしも終わって生きていたら返してはやる。どんな形であろうともな。──起動しろ、ラピス」


「……はい」


　それまで──最初に会ったときと同じ──死者のようだったラピスがうなずく。ゆるゆると、壁かべから床ゆかから天てん井じようから、無数の人工精霊エレメンタリイたちが生まれでた。





　刹せつ那な。





　ガラーンガラーンと。


　百も集まった時計たちが、獅し子しの吼ほえるように、けたたましく廃はい院いんを揺ゆるがした。まるで、主の怒りに応こたえたかのように、凄すさまじい怒ど号ごうで世界を圧したのである。


　そして。


〈アストラル〉とユーダイクスの──最後の魔術決闘フエーデが始まった──。





　　　　２




「──マルバス」


　茫ぼう然ぜんと穂波が呟つぶやく。


　破は裂れつした時計の残骸の中で、黄金の獅子が立ちはだかっていた。


[image: ]


　まさしくその獅子が、爆ばく発はつの直前、崩ほう壊かいした結界から飛び込み、身を挺して穂波を守りぬいたのであった。


　黄金の獅子マルバス──〈七十二の魔神〉の一柱。


「相変わらず、無茶ばかりなさいますわね、あなたは」


「アディリシア！」


　のっそりとマルバスが部屋を出て、扉とびらの側に立っていたアディリシアに顔をこすりつけた。


「もっとも、あの手の結界を外側から破るのは骨が折れますし、そういう意味では手間が省けたのですけれども。よくもまあ、木乃伊ミイラにならなかったものですわ。ケルト魔術で生いけ贄にえといえば本道でしょうに」


　ソロモンの姫ひめは、からかうように微び笑しようし──だけど、淡あわい憂ゆう慮りよを含ふくんだ瞳ひとみで穂波を見下ろす。


　少女は、血まみれであった。


　鋭するどい裂れつ傷しようが首や太ふと股ももに何箇か所しよも走っており、見てるだけで痛くなってきそうなほどだった。


　だけど、荒あららげた息を整え、その血をぬぐって、第一声に穂波はこう訊いた。


「──いっちゃんは?!」


「そろそろ、ユーダイクスと争っている頃ころですわ」


　天井を見上げて、アディリシアが憂ゆう鬱うつそうに答える。


「────！」


　その答えに、穂波は沸ふつ騰とうした。


「じゃあ、なんでいっちゃんの方を助けてくれへんの！」


　思わず、傷も忘れて怒ど鳴なる。


　しかし、


「イツキがそう頼たのんだからですわ！」


　怒ど気きを満面にたたえて、アディリシアが叫さけび返した。


「あなたを優先してくれって。ユーダイクスが魔術決闘フエーデを申し込んだのはあくまで自分たちなんだから、どうしようもなくなるまで私が出てきちゃいけないとまで言いましたわよ?!　ええ、信じられませんわ、あの頑がん固こ者！」


「信じ……られへん」


　絶句する。


　仁義だとかそんな問題ではない。


　魔ま法ほう使つかいが、世界の法則の裏技を使うものが、そんな正々堂々とした規則にこだわってどうするのか。


　だけど、言葉と裏腹に、あまりにそれはいつきらしすぎた。


　臆おく病びようなくせに、怖こわがりなくせに、大事な一点だけけして譲ゆずろうとしない、あの少年の言いそうなことだった。


「早く！」


　焦あせりも露あらわに、穂波は声をあげた。


「早く──早く！　いっちゃんのところへ！」





　　　　３




「──ええええええぇえぇええええい！！！」


　戦せん端たんを切ったのは、黒羽の騒霊現象ポルターガイストであった。


　部屋に置いてあった巨きよ大だいな蒸留器や金属のビーカーが浮うき上がり、渦うずを巻いて、ユーダイクスとラピスに襲おそいかかったのである。


　そのすべてが、空中で人工精霊エレメンタリイの粘ねん液えきによって溶とかされた。


「子供騙だましだ」


　ユーダイクスが低く笑う。


　打ち振ふられたインバネスから、水すい晶しようのフラスコが飛んだ。


　地面で割れたそれは、たちまち氷結し、氷河の津つ波なみと化して、いつきたちを足から呑のみ込まんとする。





「かくのらばあまつかみはあまのいわとをおしひらきて、あめのやえぐもをいつのちわきにちわきてきこしめさむ、くにつかみはたかやまのすえひきやまのすえにのぼりまして──」





　だが、その氷結が、今度はみかんの〈禊みそぎ〉によって打ち消された。


　神しん道とうの清らかな塩がつくる絶対結界。


　その結界を、膨ぼう大だいな数の人工精霊エレメンタリイが押しつつもうとし、寸前、その〈禊ぎ〉が消えて、


「疾チツ！」


　猫屋敷の放った符ふが炎ほのおを放つ。


　泰たい山ざん府ふ君くんの名を記した符が、人工精霊エレメンタリイをも燃やし尽つくす。


　そのすべてを足しても、わずか十秒にもならぬ魔術合戦であった。


「…………」


　いつきは、その光景を吐はきそうな恐きよう怖ふの中で視みている。


　脳のう髄ずいのさらに芯しんまで沁み渡わたる戦せん慄りつに耐たえている。


　そして、思考する。


（切り札は……あくまで向こうだ）


　今は、人工精霊エレメンタリイを指揮している、ホムンクルスの少女。


　ラピス──邪視イーブル・アイ。


　少女がいる限り、妖精眼グラム・サイトは使えない。


　いや、たとえ使えたとしても……


（この目は……僕を……）


「どうした、二代目！」


　ユーダイクスが笑い、打ちつけるように手を振った。


　今度は、ごく小さな赤い糸玉であった。


「────！」


　同時に、その糸玉の凄すさまじい威い力りよくを、いつきの右目は視た。


「──黒羽さん！　騒霊現象ポルターガイストで防ぼう壁へき！」


　叫さけぶや否いなや、床ゆかに落ちた糸玉は、数十本の鋭するどい刃はと変じ、いつきたちに斬きりかかったのである。その行くところ、時計は斬れ、蒸留器レトルトは斬れ、椅い子すは斬れ、電灯も斬れた。いつきの首筋をかすめ、猫屋敷の羽織の裾すそも、みかんの髪かみの一ひと房ふさも持っていかれた。


　おそらくは、現代でいうところのカーボンナノチューブを、錬れん金きん術じゆつによってさらに研とぎ澄すました品だったに違ちがいない。


　ほとんど呪じゆ力りよくがないだけに、みかんの〈禊ぎ〉にも反応しない。


　かろうじて防げたのは、この四人では、黒羽の念動力のみであった。


「………………………………………………………………………………お前、まさか」


　ユーダイクスが、低く漏もらした。


　いつきは──眼帯に手をかけたままだった。


　ただし、強く強く、右目が眼帯につぶされそうなほどに、その眼帯を押さえつけていた。


　胃の底からこみあげるものを嚙かみ殺しつつ、いつきは自分の小指を見る。





『その眼帯は、自分の命が危ないと思ったとき以外は、取ったらあかん』


『そうや！　や、破ったら、ひどいことなるんやから！　契約儀式ゲツシユなんか目やないもん！　身体からだは八つ裂ざきになって、首は破は裂れつして、十三代の間は死ぬこともできずに無間地獄タルタロスを彷徨さまようんやから！』





　笑ってしまうぐらい、他た愛わい無ない噓うそ。


　でも、約束には違ちがいが無い。


　心を繫つなぎとめている──大事な約束。


　そうだ。


　だったら、何を怖こわがる。


　でなければ──なんのために来たか分かりやしない！


「ね、猫屋敷さん……上斜ななめ、ちょい右下──す、水行符呪！」


「…………はっ？」


　ユーダイクス同様に驚きよう愕がくしていた猫屋敷が、しかし、すぐさまその言葉に応じた。


「──疾チツ！」


　目の前に力ある五芒星セーマンを切り、その星の頂点を通して、符を放つ。


　漆しつ黒こくの紙に、水銀から採られた朱しゆで、急きゆう急きゆう如によ律りつ令りようと書かれた霊れい符ふ。


　いわく、黒竜北ほく斗と水すい帝てい符呪。


　霊符は、黄河のごとく大量の水を吐き出し、列を組んで押し寄せんとした人工精霊エレメンタリイの群れを逆に押し流し、分解せしめた。


「やはり……妖精眼グラム・サイトを顕あらわさずに……呪力を視みるか！」


　ユーダイクスを前に、いつきはもっと強く眼帯に指を食い込ませる。


「…………！！！！」


　激痛は、さきほどの比ではない。眼底をつたわり、脳髄が焼けそうだった。


　だが、耐えられない痛みじゃない。


　そう、眼帯をつけたままでも、呪力を視られなかったわけじゃない。ただ、正確な計算や先読みまではできないだけ。


　なら、精度をあげればいい。


　右目に限界まで集中し、術の本質を、発動前に見み極きわめてしまえば、その頭を押さえるぐらいはできる。


　なによりも──これならば、いつきはいつきのままで手伝える。


〈アストラル〉の皆みなを手伝える。


「黒羽さん……騒霊現象ポルターガイスト……右上からユーダイクスの氷結フラスコ」


「みかんちゃん……禊みそぎ……三秒後に──ああ、ごめん！　五秒後！」


　たどたどしくも、その指示がユーダイクスの計算を上回っていく。


　魔ま術じゆつ戦とはつまるところ先読みだ。あらかじめ揃そろえた手札で、いかに相手の上を出しつづけるか、そういう競争だ。たとえ未完成であっても、その瞳ひとみは絶大な効力を発揮した。


（いける……っ？）


　唯ゆい一いつの不安。ラピスの邪視イーブル・アイから、目をそらしつづければ、十分に勝てる……。


　そう思ったとき、ユーダイクスが唇くちびるを歪ゆがめた。


「なるほど。その瞳、確かに厄やつ介かいだ。使い魔アガシオンに乗り移ったときの私が、一度は敗北しただけのことはある」


「…………？」


　その発言に含ふくまれた余よ裕ゆうに、いつきはかすかな逡しゆん巡じゆんを覚えた。


「ならば、少々強ごう引いんにでも封ふうじねばなるまい。いささか高くつくが、仕方ない代だい償しようではある」


「高く、つく……」


「ああ、よく視るがいい」


　ユーダイクスが、すっとラピスの肩かたを抱だき寄せた。


「────っ」


　あわてて、いつきが視線を足元へそらす。


（盾たてにするつもりか……っ）


　その程度であれば問題ない。人の身体どころか、分厚い壁かべを通してでも、いつきの右目は呪じゆ力りよくを視られる。視てしまう。


　だが、


「その邪視、返してもらうぞ、ラピス」


　抱き寄せたラピスの顔へ、すっと指を近づけて。


　そのまま、ぐちゅり、と少女の綺き麗れいな左目を抉えぐり取った。


「────────────────────────────────────！」


「なっ……！」


　誰だれもが、動きを止めた。


　想像外の行動に、呼吸も瞬きも止まった。





「──闇やみで覆おおえ、バジリスクの瞳」





　言葉とともに、ずるずると視神経をひきずった瞳が、いつきたちへと投げられた。


　それを、いつきたちは見てしまった。


「「「「────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────！！！」」」」


　暗黒が、すべてを奪うばった。





　　　　＊





　音はなかった。


　劇的な光こう芒ぼうも、衝しよう撃げきもなかった。


　ただ、その瞳を見た四人が──幽ゆう霊れいである黒羽さえも──倒たおれ伏ふした。


「……ふん、やはりホムンクルスの呪力でまかなうより、我が呪力で触しよく媒ばいとして叩たたき込んだ方が効果が高い。この四人、魂たましいから盲もう目もくと化したか」


　見下ろして、ユーダイクスが観察結果を述べる。


　その隣となりでは、左目を抉られたラピスもまた倒れていたのだが、まるで気にかけられることはなかった。


「……あに……さま」


　苦痛の中から呼ぶ声も、届きはしなかった。


「結局、この程度のものか」


　つまらなげに、口にする。


　ユーダイクスにとって、興味のあるものとはツカサ・イバのほかにない。そのための魔術決闘フエーデも、ここに終わった。ゆえに、ほんのひとときの熱情は消えうせ、ユーダイクスの胸には、空くう虚きよだけが残されていた。


「私の眼帯を透すかして、それでも呪力を視みたことは興味深いが──それもどうでもいい」


　踵きびすを返す。


「あに……さま……」


　ラピスの訴うつたえは、鼓こ膜まくを震ふるわせてはいても、ユーダイクスの行動に何の影えい響きようも与あたえない。


　ただ、最初から言うつもりだったことを、そのとおりに口にした。


「早く起きろ。それ以上寝ねてるままなら、もう片方の目も抉って廃はい棄きする。私としては、その方が効率がいい」


　ユーダイクスにとっては、ごく当たり前のこと。


　ラピスにとっては、単なる日常。


　だから、思ったのだ。





　──どうやっても、届かない。





「…………」


　涙なみだのように血を流す左の眼がん孔こうを押さえ、ラピスは両りよう膝ひざに力をこめる。激痛と出血多量でままならぬ足元を固定し、急速に体温の下がっていく身体からだを抱いて、ユーダイクスへと歩み寄る。


　残った目はうつろ。


　死者のように、心を殺す。


　そのとき、ご────んと、エレベーターの駆く動どう音が聞こえた。


　もう誰もいないはずの廃はい院いんで、エレベーターは動き、やがて扉とびらが開いた。


　中から現れたのはふたりで、つかのま惨さん状じように目を剝むくと、すぐ片方が悲ひ壮そうな声をあげた。


「イツキ……っ」


　漆しつ黒こくのドレスに、金きん髪ぱつの縦ロール。大きく見開いた碧へき眼がんは、心底から少年を案じていることを告げていた。


　そして、もう片方が冷たい声で訊きいた。


「何を、したん？」


　かつ、と床ゆかに鳴る足音からも、その激げき怒どはうかがえた。


　栗くり色いろの髪かみから、闇色のマントから、手に持った箒ほうきから、眼鏡めがねの奥の蒼氷色の瞳アイスブルー・アイから、その怒いかりは発散されていた。


「ユーダイクス──。いっちゃんと、猫屋敷さんと、みかんちゃんと、黒羽さんと──それに、ラピスに何をしたん？」


　不覚にも。


　最後の言葉に、ラピスは本当に泣きそうになった。





　穂波・高瀬・アンブラーと、アディリシア・レン・メイザース。


　怒れるふたりの魔ま女じよが、そこに立っていた。





　　　　４




　アディリシアは、いつきの側そばへ駆かけ寄った。


　穂波は、少年の小指と、自分の小指とを見比べて、きゅっと可か憐れんな拳こぶしを握にぎり締しめた。


「……それは、バジリスクの瞳ひとみ？」


「さすがにご存じかね」


　足元に転がった、血みどろの眼球を拾い上げ、ユーダイクスが言った。


「『エレミヤ書』にもある毒どく蛇じやの王。すでに滅ほろびた古代の種だ。──プリニウスの『博物誌』によれば、触ふれたものはもちろん、吐と息いきのみで木は枯かれ、草は焼け爛ただれ、岩さえも砕くだけた。また、その視線を受けたものは、それだけで息絶えたという。──安心したまえ、この瞳だけでは、人を殺すほどの力はない。せいぜい霊エーテル体から六感を奪うばう程度のものだ」


　ユーダイクスの言葉に、穂波はかすかに安あん堵どした。


　確かに、いつきたちの身体からは、精気オドの流れが感じられる。黒羽にしても、霊エーテル体そのものは傷ひとつない。ならば、すぐに治ち療りようすれば、命に別状はないだろう。


　一歩進む。


　いつきと、ユーダイクスの間に立ちはだかる。


「ふむ、魔術決闘フエーデを続行するつもりか？　確かに、キミが倒たおれていない以上、〈アストラル〉が敗れたことにはなるまい」


「違ちがう。先に、もうひとつ訊かなあかん」


　穂波は、否定する。


「ほう？　なら、なんだ？」


「…………」


　いつきを、横目に見る。


　倒れた少年の姿が、涙で滲にじみそうになるのを振ふり払はらった。


（──いっちゃんは──来てくれた）


　社長として。〈アストラル〉を率いて。


（だったら──今度はあたしの番や）


　きっと、顔をあげる。


「何を、したん？」


「何？」


「あたしは、うちのへっぽこ社長の代わりに、社長が起きてたらきっと訊いていることを、訊いているんや。あんたは──ラピスに何をしたん？」


　その言葉には、有無を言わせぬ力がある。蒼氷色の瞳アイスブルー・アイがユーダイクスを貫つらぬき、ユーダイクスは不快げに眉まゆをひそめて答えた。


「単に、私のやったものを返してもらっただけだ。バジリスクの瞳が分かるなら、その希少性も分かるだろう。試験管の外に出られるホムンクルスは貴重だが、それは私ならいくらでも量産できるものにすぎん」


　当然、とユーダイクスは言う。


　その台詞せりふで、穂波は覚かく悟ごを決めた。


　──いつきの気持ちが分かった。


　こいつとはきちんと戦わなければならない。最初はどうだったか知らないけれど、今のこいつは魔法使いとしても明らかに間ま違ちがえている。同じ〈アストラル〉から出発し、〈アストラル〉を賭かけて戦っている以上、こいつから逃にげることはできない。


　それは、誇ほこりの問題だ。


　社長が、社員が、ひとりずつ持たねばならない矜きよう持じの問題だ。


「穂波……」


　ラピスが、かすれた声で呼んだ。


　いまや隻せき眼がんとなった右目で、必死に訴うつたえている。


　──近づかないで。


　──これ以上戦わせないで。


（ごめん……）


　それでも、穂波は、箒ほうきを持ち上げ、剣けんのように突つきつけた。


「だったら──魔術決闘フエーデは続行や」


「なるほど。ソロモンの姫ひめはいかがする？」


「無論。参加いたしますわ。もとより〈アストラル〉の社長とは契けい約やくしておりますので、私には正式に参加する資格があります。──それに、私も少々立腹しております」


　アディリシアもまた、毅き然ぜんと胸に手を置き、いつきを守るように立ち上がった。


　唐とう突とつに、戦いのときはきた。





「──来たれグラーシャ・ボラス！　三十六の軍団を制する力強き伯はく爵しやく！」





「乞い願うハイル！　力の円えん錐すいのもと、ヤドリギの加護もて、北西の災わざわいを砕け！」





　剛風とともに翼持つ狼おおかみグラーシャ・ボラスが喚かん起きされ、八本のヤドリギがその竜たつ巻まきを迂う回かいして飛ぶ。


　対して、ユーダイクスは軽く手を捻ひねった。


「ここは、私の部屋だ」


　硫い黄おうの臭においを巻き込むようにして、一回転させる。


　すると、そこにぶよぶよした海月くらげ──人工精霊エレメンタリイが生まれたのである。


　ヤドリギはあっさりと人工精霊エレメンタリイの壁かべを貫き、グラーシャ・ボラスは一ひと薙なぎで人工精霊エレメンタリイを破る。


　だが、人工精霊エレメンタリイの数は無む尽じん蔵ぞうであった。分解された端はなから、新たに再構成され、結局のところ、ユーダイクスに近づくことはままならなかった。


「病院は──古代より死と生にまみれた場所だ。雑ざつ霊れいと第五要素エーテルに呪じゆ力りよくを混ぜ合わせれば、人工精霊エレメンタリイは無限につくれる。そして、今こ宵よいはもうひとつ披ひ露ろうしてやろう」


　生み出した人工精霊エレメンタリイたちに、ユーダイクスはラピスを指し示した。


「あにさま……っ。それは……」


「変われ」


　途と端たん、人工精霊エレメンタリイの洪こう水ずいが、ラピスを押し包んだのだ。


「ラピスっ──！」


　穂波の悲鳴は──途と中ちゆうで呑のみ込まれた。


　みるみる人工精霊エレメンタリイに纏まとわりつかれ、ホムンクルスの少女の姿が変じていったのだ。


　皮ひ膚ふには醜みにくい鱗うろこが生え、指の間には水かきが生えた。目と目の間が異様に離はなれ、舌は唇くちびるの先でふたつに分かれた。痙けい攣れんする少女に、まるで着ぐるみのように人工精霊エレメンタリイは新たな形を強しいたのである。


「これも、バジリスクの瞳ひとみを利用した類感魔ま術じゆつの一種だな。不定形の人工精霊エレメンタリイと魂たましいなきホムンクルスを使って、呪物フエテイシユの昔の形を取り戻もどさせた。──ああ、ソロモンの姫には二度目のお目見えになる」


　無残にも、体高三メートル近い禍まが々まがしい蜥蜴とかげと化したラピスを前に、ユーダイクスは誇らしげに告げた。


「ラピス……」


　穂波が震ふるえる。


　何か絶望的な予感に背筋を貫かれる。


「いいや、神代に滅ほろびし毒どく蛇じやの王──バジリスクそのものだ」


「──ホナミ、離れて！」


　アディリシアの言葉に、条件反射的に穂波は飛び離れた。


　異変はほぼ同時に起きた。


　これこそが、ユーダイクスの奥の手であったか。


　みるみる内に、バジリスクの立つ床ゆかが変色し、空気が腐くされていったのだ。すぐさま飛び離れた穂波でさえ、膝ひざを折り、血の混じった咳せきを吐はいた。


「言ったろう。毒蛇の王だと。槍やりを持って殺した勇者は槍を伝った毒で死に、ばかりか勇者の乗った馬さえも絶命した。その伝説程度の能力は持ち合わせているとも」


「あんたは……どこまで……」


　咳き込む穂波が、怒いかりの眼を向ける。


　よりにもよって、あの少女にそのような魔力を与あたえる、その思想に吐き気がするほどの憤ふん怒ぬを覚え──すぐその眼めを見張った。


「なぜだ……」


　と、ユーダイクスもまた同じように狼ろう狽ばいしていた。


「なぜ……お前が……立っている……？」


　視線の延長上。


　つまり、バジリスクの目の前。


　そこに、伊庭いつきが直立していた。


　当然、その身体からだは毒で蝕むしばまれているはずだった。実際、顔は紫むらさきに変色し、邪視イーブル・アイを受けた瞼まぶたは閉じている。身体だけではなく、スーツの表面や色までもぐずぐずに腐ふ敗はいし、退色していった。


　なのに。


　いつきは、動こうとしなかった。


　まるで、毒を受けることがせめてもの贖しよく罪ざいであるかのように、ただ立ち尽つくしていた。


　じゅうっ、と音がした。


　優やさしく、バジリスクの鱗を撫なでた手の平であった。


「くっ、バジリスク！　なぎ倒たおせ！」


　主たるユーダイクスの怒ど号ごう。


　だが、バジリスクは動かない。


　いまも、じゅうじゅうと音をたてて水ぶくれをつくっていくいつきの手の平。その手の平に呪じゆ縛ばくされたように、バジリスクは動けない。


「ラピス……」


　と、いつきは毒にやられた嗄しやがれ声で呟つぶやいた。


「だから……言ってたんだね……死ぬまで……届かないって……」


　スーツの襟えり元もとも毒気で破け、胸むな元もとのペンダントが露あらわになる。エジプトの香かおりを色いろ濃こく残す眼球を象かたどったアクセサリー。


「…………それは……〈ホルスの眼〉……！」


　邪視イーブル・アイを破る、エジプトの護符タリスマン。


　優しく表皮を撫でた後、ボロボロの右手を、いつきはゆっくりと眼帯へ伸のばした。


「いっちゃん──！」


　穂波が叫さけぶ。


　対して、いつきはにっこりと笑った。


「穂波……約束破るよ……」


　眼帯を、むしりとる。





　──頭の中で、ガチン、とスイッチの切り替かわる音がした。





　まるで、爆ばく弾だん。


　それまで百ボルトで一定していた電線に、一億ボルトの高圧電流を流した気分。脳のどこかで回路が壊こわれて、壊れた場所に無理やり呪力がねじこまれる。
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　視界が変わる。


　世界が変わる。


　根底から覆くつがえされ、検証され、新しく生まれ変わる。


「…………」


　その内側から現れた瞳ひとみは、いままでの紅玉カーバンクルの瞳とは違ちがっていた。


　真しん紅くの色は同じながら──その瞳からこぼれる涙なみだだけは透とう明めいな、いつき自身の涙であった。





　　　　＊





　倒れているときから、いつきは視みていた。


　バジリスクの中で──無数の人工精霊エレメンタリイの内側で悶もだえる少女の姿を、はっきりと認にん識しきしていた。


　同時に、ラピスの想おもいも視ていた。





　──いつきは、死ぬまで届かないって分かってたらどうする？


　──自分の死ぬときまで、絶対に欲しいものには手が届かないって分かってたら？　そうしたら、いつきはどう時間を過ごす？





　そう告げた少女の想い。あにさまへの思し慕ぼ。





　──見なかったら、良かった


　──知らなかったら良かった。気づかなかったら良かった。いつきなんかに会わなかったら良かった。





　いつきを、〈アストラル〉を見て覚えた感情。嫉しつ妬と。胸を焼く羨せん望ぼう。


（だから……）


　いつきは、悔くやむ。


　分かってあげられなかった自分。あの少女の前で、魔ま法ほう使つかいにあるまじき──温かな関係なんてものを見せてしまった自分。


（だけど……）


　間ま違ちがえてるとは、思わない。


　うかつに見せてしまったことは悔いる。でも、温かな関係があるという、そのことが間違ってるはずがない。


　間違ってるとすれば──いままでラピスがあった環かん境きようの方だろう。


　ユーダイクス・トロイデ。


　希代の錬れん金きん術じゆつ師しにして、自動人形オートマタ。


　かつての〈アストラル〉で──父の右みぎ腕うでだった男。


（だったら……）


　もう、逃にげない。


　魔法から。


〈アストラル〉から。


　ユーダイクスから。


　そして、何よりも──





【見ルカ？】





　誰だれかが、訊きいた。


「見てやる」


　いつきは、そう答えた。答えて拳こぶしを握にぎり、さらに吼ほえた。


「見てやる！　視てやる！　観みてやる！　もうお前からも──逃げてなんかやらない！」


　手を伸ばす。


　自分の弱さを振ふり払はらうように。


　自分の強さに振り回されないように。





【ナラバ──見ルガイイ。我ガ見ル世界ヲ】





　右目が、嗤わらった。


　その刹せつ那な、いつきは眼帯をむしりとっていた。





　　　　５




「…………」


　ユーダイクスが呼吸を止める。青銅の肺が軋きしみ、ガラスの眼球が大きく見開かれて、その少年を映し出す。


　いつきは、ただ静かに佇たたずんでいた。


　紅玉カーバンクルの瞳を露あらわにして、バジリスクの前に立つ。


　あえて言うならば──その在りざまがすでに違っていた。


　昂たかぶるでもなく、憤いきどおるでもなく。


　悲しむでもなく、悦よろこぶでもなく。


　あまりにも自然に、あまりにも当然に、そこに在った。


「──バジリスク！」


　その姿に、衝つき動かされるようにして、ユーダイクスが命じる。


　叫さけびに呼応して、バジリスクの口が開いた。


　たとえ呪じゆ力りよくの流れが読めようが、回かい避ひ不可能・迎げい撃げき不能な毒の吐息ブレスを、いつきへぶつけようとする。





　──だけど。





「穂波、アディリシア、社長命令だ」


　吐息の吐はき出される直前、


「上方修正六度右方修正コンマ六度ケルト系呪術にてヤドリギの射出」「連続強制喚かん起き開始七十二の魔神は三十六の軍団を統すべる王と三十の軍団を支配する侯こう爵しやく」


　たてつづけに、いつきの口から言葉がこぼれた。


　それは、とても人間の実行可能な速度ではない。


　なのに、いつきが口にした瞬しゆん間かん、ごおっと呪力が膨ふくれ上がった。普ふ通つうならば制せい御ぎよ不能なほどの圧あつ倒とう的な呪力の増ぞう幅ふく。


「なっ……」


　それが、穂波とアディリシアに不可能を可能とさせた。


　普段の数倍の速度でヤドリギが飛ひ翔しようし、バジリスクの口を縫ぬった。同時に、凄すさまじい速度で喚起された二体の魔神は、バジリスクの身体からだを横転させ──しかも、毒の影えい響きようさえ受けずにいつきを回収した。


　どおっとバジリスクが倒たおれ、魔神とともに着地したいつきは、ゆるやかにユーダイクスに向いた。


「覚かく悟ごはいいか──ユーダイクス」


（なんだ……それは……呪力の……増幅だと……）


『敵』の言葉も認にん識しきできず、ユーダイクスは困こん惑わくする。


　確かに、いつきの眼帯をつくったのはユーダイクスである。


　妖精眼グラム・サイトという稀き少しような現象に対して、ツカサ・イバから教わったとおりの材料を使い、構築した呪物フエテイシユである。


　いわく、伝説の魔ま眼がん。


　いわく、神代の魔法使いたちが持っていたという、神秘の瞳ひとみ。


　普通の魔法使いのように霊エーテル体が見える程度にはとどまらぬ。その瞳が本物であれば、呪力の流れそのものを、魔法の本質を摑つかむという。だが、あまりに視みえすぎる瞳は観測者の精神を蝕むしばむという。それゆえに、ユーダイクスの眼帯をもって、妖精眼を封ふうじ込めたはずだった。


（いや……もうひとつあった……）


　妖精眼グラム・サイトが、魔物の『すべて』を見み抜ぬくという伝説。


　魔物の快楽を、魔物の悲ひ哀あいを、魔物の激げき怒どをすべて見抜いてしまうという──ユーダイクスでさえ眉まゆ唾つばに思っていた伝説。


（確かに……この少年はそうだった……）


〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉で発見されたとき、少年の瞳は、すでに『すべて』を映していた。人間の精神では捉とらえきれぬ何かに、穢けがれきっていた。


（だとすれば……）


　これは……もう単なる妖精眼グラム・サイトではありえない……それは……もはや……


「ああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！」


　ユーダイクスの手が、呪力を凝こごらせ、何かを摑むように動いた。


　いままでに倍する数の人工精霊エレメンタリイたちが彼の周囲に集つどう。これまでが壁かべであれば、それはまさに砦とりでであった。


「溶とかせ！」


　この廃はい院いんごと、すべて溶かしてしまえ、とそうユーダイクスは命令した。


　バジリスクならざる人工精霊エレメンタリイに、命令に反逆する余地はない。また、いかに妖精眼グラム・サイトといえども、単純に量で押す相手に対してはいかんともしようがあるまいと考えた。


　だが。


　それもまた、粉ふん砕さいされた。


　ユーダイクスの前に集った人工精霊エレメンタリイたちが、ことごとくしゅうしゅうと音をたて、ひとりでに分解されだしたのだ。


「それだけか」


　と、少年が言った。


　次々と人工精霊エレメンタリイが墜つい落らくし、第五要素エーテルの霧きりを立ち昇のぼらせる向こうで、赤い瞳だけが真しん紅くの色を滲にじませていた。


「お前は……まさか……呪力を視ているだけじゃなくて……」


　直感し、ユーダイクスは喘あえいだ。


「視るだけで……呪力の流れを……直接操って……人工精霊エレメンタリイを分解させたのか……！」








「いっちゃん……」


　茫ぼう然ぜんと、穂波は幼おさな馴な染じみの少年の名を呼ぶ。


　呪じゆ力りよくの流れを視るというだけでも、信じがたい現象である。しかも、他人の呪力を操あやつるとくれば、これはもう穂波の想像を超こえていた。


（ううん、違ちがう……）


　勘かんが、囁ささやく。


　こちらこそが、本当なのではないかと。


　本来、いつきの瞳は視ることではなく、操るものなのではないかと。


　だからこそ、いつきの拳こぶしは魔ま性しように対して絶大な効力を発揮してきた。ただ殴なぐりつけるだけで、オズワルドや魂喰いまでも破は却きやくし、ラピスとユーダイクスを繫つなぐ糸パスをも断たち切ったのである。


　それでもユーダイクスは善戦していた。


　必死に呪力をかき集め、少ない呪力で発動できる媒ばい体たいを投げ、いつきの接近を妨さまたげる。フラスコは炎ほのおと化し、氷山と化し、時には鋭するどい刃やいばと化した。


　だが、足りなかった。


「…………」


　いつきは、かすかに右みぎ眼めを細める。


　──魔ま力りよく強度。魔術の力を見切り


　──霊れい的てき加護。守護の力を見み極きわめ


　──術式速度。発動までの速度を考え


　──呪じゆ詛そ対価。術による疲ひ労ろうも、触しよく媒ばいの浪ろう費ひも考こう慮りよにいれ


　──呪的技術。基本から応用、仕組まれたトリックを見破り


　──危険度。魔術の制せい御ぎよの難しさも、失敗の可能性も計算にくわえ


　そのすべてをないまぜにし、時には避さけ、時には呪力ごと消失させ、いつきは一歩ずつユーダイクスへ近づいていく。その一歩のたびに、ユーダイクスの命が縮まっていく。


　後一歩の距きよ離りまで近づいて、いつきはゆっくりと右手を振ふり上げた。


　その瞬しゆん間かん、ユーダイクスの背後から影かげが差した。


　バジリスクが上半身を持ち上げ、毒気を吐はいたのだ。


「いっちゃん──！」


　叫さけんだ瞬間、穂波は見た。


　手帳が破られたのだ。


〈協会〉支部に行く直前、穂波から預かった手帳──そこから引き破った魔法円が、バジリスクの毒気を一瞬防いだのだった。


　一瞬で、十分だった。


「お前の執しゆう着ちやくは──」


　息を吸って、


「──お前が償つぐなえ！」


　いつきが拳を突つき出す。


　明らかに、殺意のこもった拳。


「…………」


　穂波は、眼をつむった。たとえ自動人形オートマタとはいえ、人格を持ったものをあの少年が壊こわすのを見るのは嫌いやだった。


　だが、その音は一向に聞こえてこなかった。


「え……？」


　眼を、開く。


　拳は、ユーダイクスを逸それ、バジリスクに突き立っていた。


　そして、いつきは、剝むき出しになった右目──妖精眼グラム・サイトを押さえていたのである。


　眼帯を握にぎり締しめ、無理やりに押さえていた。


　ひきつった頰ほおで微笑ほほえむ少年は、いつもの怖こわがりのいつきであった。


「お前……」


「僕は、父さんじゃない……」


　見上げるユーダイクスに、ぽつりと言った。


「父さんのような、社長にはなれません……」


　泣き言でもなく、決心として告げていた。


「だけど、僕は、僕になります」


　拳を、ゆっくりと引く。


「まだ、僕は僕にさえなってない。だけど、いつかきっと、そうなります。だから……あなたは……父さんに胸が張れるような……父さんが胸を張れるような……そんな人であってください……」


　そのまま、前のめりに倒たおれながら、拳が完全に引かれた。


　人工精霊エレメンタリイで形づくられたバジリスクの姿は、そのときには消えていた。


　そして。


「おかえり……ラピス」


　そのまま意識を失ったいつきの上に、バジリスクから引きずり出されたラピスもまたくずおれ、覆おおい被かぶさったのだった。




終章










　時計は、すべて死に絶えたようだった。


『院長室』に据すえられた百のぜんまい時計たちは、どれもが動きを止めていた。


「ツカサ・イバに胸が張れるような……だと」


　その中央に倒れたユーダイクスが、ぽつりと呟つぶやいた。


　すでに、いつきたちはいない。魔術決闘フエーデの争そう奪だつ品である『源書オリジナル・グリモア』とアタッシェケースを持って、去っていたのだった。


「ツカサ・イバが胸を張れるような……だと」


　また、ユーダイクスが言った。


　ひどく、虚うつろな声であった。


　そんな考え方は、想像したこともなかった。


　自分の生しよう涯がいは──いや動作は、ただ伊庭司の残ざん骸がいを追いかけるためだけにあった。『もしも伊庭司が生きていると仮定した場合、どのように生きるか』など、そんな意味のない思考は検証したこともなかったのだ。


　だが──。


　あるいは、そんな『続き方』もあるのか。


「…………」


　ユーダイクスは、冷たい床ゆかに横たわったまま沈ちん思しする。


　時間は長い。呪じゆ波は汚お染せんが四し肢しを蝕むしばむ。思考回路が蝕まれるまではまだまだあるだろうが──それでも、この課題に答えは出るのだろうか。


　一生は短いと、はじめてユーダイクスは悟さとった。


　何かを達成するのに、命は短すぎる。たとえ人間の十倍以上の動作時間を誇ほころうと、そのことに違ちがいはない。


　重く、細いため息をついたとき、足元で音がした。


　ガチャンと、呪波汚染に蝕まれた右足のパーツが換かん装そうされた音であった。


「ラピス……」


　ユーダイクスがその名を呟いた。


　彼の足の螺ね子じを緩ゆるめ、新たな部品を嵌はめ込んだのは、傷ついたホムンクルスの少女だった。


「やつらと……一いつ緒しよに行かなかったのか」


「…………」


　返事はない。


　黙もく々もくと、ラピスは螺子を締しめている。そのまま、左足にも取りかかる。


「行きたければ行け。お前は必要ない……」


　投げつけるように、ユーダイクスは言った。


　それでも、ラピスは動かなかった。


「ラピス」


「──ラピスは、行かない」


　ふるふると、幼い首が横に振ふられた。


「ラピスは、あにさまとずっといる」


「…………」


　ユーダイクスが言葉を失う。


　それが、ラピスが創造主に逆らった、はじめてのことだったからだ。


「ラピスは、あにさまとずっといる」


　もう一度、ラピスが繰くり返した。


　とても強い、いままでにはなかった物言いだった。


「……………………………………………………………………お前は……」


　ユーダイクスが長い沈ちん黙もくの後、何かを言いかけたとき。


　そのとき、ご──────ん、とエレベーターが昇のぼってきた。今度、その扉から部屋に入ってきたのは、中肉中背の人ひと影かげだった。


　あわててかばおうとするラピスを制し、


「……いや、古い知人だ」


　と、ユーダイクスは告げた。


「お久しぶりです。満足がいきましたか？」


　と、〈協会〉の構成員──影崎が訊きいた。


　倒たおれたまま、ユーダイクスは、かすかに肩かたをすくめる。


「……おかしなやつが……二代目になったものだな」


「ほほう。興味が湧わきましたか？」


　影崎が、上っ面つらだけ面おも白しろそうに尋たずねた。


「……ふん。やり方が、その場しのぎに過ぎるがな」


　対して、ユーダイクスはなんら表情を浮うかべず、ぎしぎしと立ち上がった。


「あにさま──っ」


　換装しきってない左足や、ほかのあちこちからこぼれた歯車やぜんまいが、リノリウムの床を転がった。


　ラピスの小さな悲鳴にも構わず、ユーダイクスはエレベーターではなく、非常階段の方へ歩いていく。


　その背中を、影崎の声が叩たたいた。


「まだ、司さんを追いますか？」


「追うとも。犬には主あるじの跡あとを追う以外の目的などない」


　断言する。


　その意志には何の曇くもりもない。


「お前は……あの少年の何を見守っている？」


「さて」


「相変わらずの秘密主義か」


　吐はき捨て、扉とびらを開いたところで、その足が止まった。


　背中を向けたまま、ユーダイクスはぴたりと停止していた。


「あにさま？」


「………………………………………………………………………………………………」


　長い沈黙があった。


　それから、背中はこう告げた。


「来い、ラピス」


「…………！」


　ぱあっと、ラピスの顔が輝かがやいた。


　とてとてと走り、ユーダイクスあにさまの手をしっかりと摑つかんだ。


　そのまま、ふたりの姿が扉の向こうへ消えていった後、影崎はおやおやと顎あごを撫なでた。


「──これは予想しなかった結果ですね」


　唇くちびるに触ふれる。瞳ひとみは笑ってないのに、その唇が三日月に歪ゆがんでいた。


　愉ゆ悦えつが、悦楽が、どうしようもなくこぼれてしまうという風でもあった。


　そして、部屋を出ていく寸前、ふと耳を澄すませた。


「なるほど。最後の趣しゆ向こうとしては洒落しやれてます」


　小さく、呟つぶやいた。





　──カチ、カチ、カチ。





　どれかは分からない。


　だけど、百の壊こわれた時計の中で、どれかひとつが息を吹ふき返し──今、新たな時を刻みはじめていたのだった。





　　　　＊





　そして、一週間後。


　トンテンカンテン、と〈アストラル〉事務所の屋上には槌つちの音が木こ霊だましていた。


　無論、修理なのである。もうひとついえば、完全に自助努力だったりするのだ。かくて、〈アストラル〉事務所では、怪かい奇きミイラ男となったいつきが彷徨さまよいつつ、雨あま漏もりになりそうな場所にひたすら補強材を打ち付けていくという事態になっているのだった。


「まあなんというか……うん、骨折がなかっただけ、ましっていうのはどうでしょうか。入院費も馬ば鹿かになりませんし」


　と、これは猫屋敷の弁である。


　実際、馬鹿にならないどころか、財政は大おお幅はばに悪化していた。


　今回のただ仕事のせいである。


　そう。


　なにしろ、ただなのだ。これまでの仕事で地道に貯ためてきた貯金は、修理の材料費だけで完全赤字。目下、猫屋敷のライター稼か業ぎようや、みかんの巫女みこバイトを増やして、借金返済強化期間実じつ施し中である。


　ちなみに『遺産』というノートも、一応貴重品ではあるようなのだが、内容がわかるまでは売るわけにもいかない。魔ま術じゆつ書しよというものは、多くが暗号を使って書かれているようなので、穂波をもってしても、解読には最低半年はかかるそうであった。


「……しんどいなあ」


　屋上で、大の字になって寝ねそべるいつきである。


「いつきくん、お疲つかれ？」


　──と、


　上から、さらさらした黒くろ髪かみとともに、黒羽が見下ろしてきた。


「あ……えーと、うん、ちょっと！」


　あわててうなずき、サボリを誤ご魔ま化かす。


　が、悪事千里を走るとは本当である。


「あー、お兄ちゃん社長、怠なまけてるー」


　途と端たん、みかんまですっとんできたのだ。


「うわ」


「ひとりだけ怠けちゃ駄だ目めっていってるでしょ！　みかんだってお掃そう除じしてるんだから！」


　こちらは、巫女服に三角頭ず巾きん、片手にモップで片手に箒ほうきという、機能的なんだか和洋折せつ衷ちゆうなんだかさっぱり分からないいでたちである。


「「「「にゃにゃにゃ～あ」」」」


　と、その巫女服のたもとや懐ふところから猫ねこたちまでもが顔を出して、抗こう議ぎする。肝かん心じんの猫屋敷がいまだへたばっているので、一時的にみかんの方へ移住しているのだった。








　そんなこんなで、昼は屋根から滑すべったり転げ落ちたりしつつ、夕方からは屋や敷しきの中で、あのどーしよーもないテキスト群との戦いである。


「ふうん。ちょっとは真ま面じ目めに勉強するようになった？」


　目の前のデスクで採点し、薄うす縁ぶちの眼鏡めがねを持ち上げるのは穂波だ。


「じゃあ、量を増やしてみよか。週に五十冊ぐらいなら読める？」


「いやそのどうか勘かん弁べんしてください。本当に死にます。ええ、ホントに」


　めちゃくちゃ真しん剣けんに拝み倒たおす。今だって、自分の脳の限界と格闘中なのである。これ以上増やせば、ストライキでぶっ倒れかねない。


　穂波は、そんな様子を見て楽しそうに笑った。


　いつもの日常。


　つい一季節前までは、想像もしなかった、でも今となってはかけがえの無い日々。


　なんとなく苦く笑しようして続きに励はげんでいると、穂波が身を乗り出してきた。


「な、何?!　なんか間ま違ちがえた？」


「社長」


　と、とても優やさしい声で言った。


「ひとつだけ、教えて」


「ほえ？」


「なんで、魔術決闘フエーデにこだわったん？」


　この質問には、ずいぶんと悩なやんでから、


「……父さんに勝ちたくなったから……かな」


　恥はずかしそうに、いつきは頭を搔かいた。


　もう顔も覚えてない父である。


　それでも、これから〈アストラル〉を率いていくのならば、正面から競きそってみたかった。かつて、ユーダイクスや猫屋敷のいた〈アストラル〉とはまったく別物だとしても、自分のつくりあげていく〈アストラル〉をきちんと認にん識しきしたかったから。


　なお、あの後──一度だけ、手紙が届いた。エジプトからだった。


『目を知りたければ、源書オリジナル・グリモアをあたれ』


　そしてもう一言。


『元気にしてます』


　そのふたつの言葉だけを裏に書いた、小さな写真が入っていた。ピラミッドを背景に、屈くつ託たくなく笑ったラピスと、ユーダイクスと思おぼしい背中の映った写真だった。穂波の説明によれば、エジプトは錬れん金きん術じゆつの故郷ふるさとにあたるらしい。多分、ユーダイクスもまた、何かを見つめなおそうとしているのだろう。


　少なくとも、ラピスのあの笑え顔がおは噓うそじゃないって、いつきはそう思う。


「どしたん？」


　穂波が訊きく。


「え？　ちょっと考え事してて──────────あ」


　そこで、ふと思い出した。





『でも、あなたが社長だというのなら──いいえ、社長だとか関係なしに、いつかは知る必要があるんじゃなくて』





　やがて、いつきが口くち籠ごもりながら


「あ、あのさ、穂波は……」


「え、何？」


　穂波が、首を傾かしげる。


「穂波は昔僕か、〈アストラル〉の誰だれかと会ったこと、あるのかな？」


「────！」


　すると、かちーんと穂波は硬こう直ちよくした。


「あ……穂波？」


「あ、それはその、あのやね……」


　珍めずらしくも大きくうろたえて、視線が定まらない。あたふたと屋敷の中を行き来する。


「え、あ、うん……」


「…………」


「…………」


「…………」


「…………あの」


　何かを穂波が言いかけたとき。





　ノックとともに、玄げん関かんが開いた。





「こんばんはイツキ。ようやく、〈協会〉のお役所仕事が終わったので寄ってみましたわ。──あ、穂波、コーヒー淹いれていただけます？　いつものキリマンジャロで」


　前半はこれ以上ない笑顔で、後半はメイドにでも言うような口調で、アディリシアが手近なソファに座る。


「て、アディ！　なんで終わったからって、関係ない人が〈アストラル〉に来るん」


　完全に出鼻をくじかれた格かつ好こうの穂波が、全面的に抗こう議ぎする。


（げ）


　と、いつきが胸の中で呻うめいた。


　そして、予想通りの答えを、アディリシアは返した。


「あら。確かに所属は〈アストラル〉じゃありませんけど、関係はおおありですわよ？」


「は？」


「ホナミ、まだ聞いてませんの？」


　ふふん、と余よ裕ゆうの笑顔でアディリシアが進める。


　非常にまずい予感がした。むしろ確信がいつきの心臓をわしづかみにした。





「私、先週のいつきとの取引で、ユーダイクスの持っていた経営権二割を受け継ぐことになりましたもの」





　随ずい分ぶん長い間、沈ちん黙もくがあった。


　部屋の向こうのソファで猫屋敷が額を押さえ、デスクのみかんと黒羽が顔をそむけ、穂波はただ茫ぼう然ぜんと目を見開いていた。


「……………………………………………………………………………………は？」


「ええと、つまり大株主ということになるのかしら。平の新入社員とはいささか差がついてしまいましたわね。とても残念ですわ」


「な、なんで猫屋敷さん、そんなこと許して！」


「いや、だって、私疲つかれてぼーっとしてましたし！　実際に取引をしたのは社長ですから、やはり最終的な責任はそちらじゃないかと！」


「「「「にゃにゃにゃ～あ」」」」


　猫ねこたちまでもがこぞって大賛成する。


「社長！」


　大声が、逃にげるいつきの背中を叩たたいた。





　こうやって。


　この夏休みの日常は──いつきの元へと帰ってきたのだった。







〈了〉







　あとがき







　お待たせしました！


　レンタルマギカ２巻『魔ま法ほう使いVSと錬れん金きん術じゆつ師し！』をお送りします！


　さて、ここでちょっと問題を。





　──哲てつ学がくの炉ろに、地の鉛なまりと太陽の国の第一資料を入れる。時の満つるまで熱し、結けつ晶しよう化したものを錬金術師自らの手にて変成し、しかるべく切断した水の元素を配合する。





　見るからに怪あやしげな文章ですが、何だと思います？


　実はこれ、錬金術独特の隠いん喩ゆで、筆者がかなり適当にあてはめた「お寿す司し」のつくりかただったりします。


　魔術の多くがそうなのですが、錬金術はとりわけ隠喩や象しよう徴ちようの多い学問でして、書いてあることがまったく鵜う呑のみにできなかったりするのです（鵜呑みにすると、どこかの皇こう帝ていさまみたいに鉛中毒や水銀中毒になります）。しかも、十七世紀の錬金術は詐さ欺ぎの代名詞だったりするので、ありとあらゆる方向で分かりづらくなってたりします。


　担当さんに出演してもらって、この言い回しを現実生活に応用してみると、こういう感じになります。





担当「そろそろ締しめ切きりなんですが、原げん稿こういかがでしょう？」


三田「えーと、そのあの、炉で天と地が燃えさかっています！　変成はついに形成フルマテイオの段階に至ったかと！」（※キャラとアイディアだけは決まりましたよ。原稿は書きはじめたばっかりですけどね！）


担当「そ、それって……終章ぐらいには入ったってことですか？」


三田「はっはっは、任せてくださいよ。大いなる作業アルス・マグナのごとく、変成の終わりは常に幻げん視しの中ですとも！」（※神様の助けでもなければ終わりませんね！）





　おお、結構使える？


　というか、会話の中身自体は限りなく身に覚えがあるような……ええ、気のせいです、きっと、はい。そうですよね、担当さん？（不安げに覗のぞき見る）





　ちなみに、いつきがさせられている魔法の勉強も、半分方はこんな文章の読み解きです。


　しょっちゅう彼が悲鳴をあげている理由がお分かりになったでしょうか？　「え？　簡単でしょ」というあなたは錬金術師の素養があるかもしれません（笑）。





　　　　＊





　今回のキーパーソン・ユーダイクスは、いつきにとってはじめての壁かべです。


　かつての社長──いつきの父親を知る彼を前に、いつきはどう立ち向かうのか。自分が向かうべき道を、どうやって決めるのか。


　一巻と比べると分量が三割増ぐらいになってますけど、いつきの大変さも順調にふくれあがっている模様です。


　それを見守る穂ほ波なみやアディリシアも、いろんな意味で苦労が絶えないわけですが。





　そうそう、大事なことを忘れてました。


　皆さんのご声せい援えんのおかげで、『レンタルマギカ』は雑誌『ザ・スニーカー』上での連れん載さいをはじめています。二ヶ月に一度確実にやってくる締め切りを前に、毎回ギリギリの戦いをやっております。長編版のレンタルマギカは〈協会〉の謎や〈アストラル〉の存亡やをめぐるわりと大きな事件を取り扱ってますが、連載版では文字通りの貸し出し魔法使い業レンタルマギカ──魔法使いを欲して〈アストラル〉に持ち込まれる、不思議な依頼たちが主題となっています。四月末発売の『ザ・スニーカー』では、カラー特集を組んでもらえるそうなので、よかったらお手にとってくださいませ。長編のこれからにも関係する、ちょっと趣しゆ向こうをこらしたページになっていますよ。





　では、最後に、このあとがきを書いている最中、ちょうど激戦中のはずのイラストレーターｐａｋｏさんにエールを。今回の錬金術ならびに連載短編の各種魔ま術じゆつの資料を提供してくださっている三輪清宗氏にお礼を（あなたがいなければ資料で五倍は苦しんでいたでしょう）。


　そして、いつもすさまじい修しゆ羅ら場ばで戦っている担当戦友の難波江さんに感謝を。


　次は夏頃ごろ、短編集でお会いできるかと思います。





　　二○○五年三月十日




和月伸宏の『武装錬金』を読みながら　　







　ＰＳ、もし感想などありましたら、奥付記載の角川書店まで送っていただくか、僕の所属している創作者集団グループＳＮＥのホームページ（http://www.groupsne.co.jp）へメールしていただけると嬉うれしいです。





※あとがきにＳＮＥのＨＰのＵＲＬの記載があり、メールの宛先に指定されておりますが、現在著者は所属しておりませんので、メールはご遠慮ください。よろしくお願い致します。




レンタルマギカ


魔ま法ほう使つかいVSと錬れん金きん術じゆつ師し！





三さん田だ　誠まこと
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